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ガイドをよく読み，保管してください。
この装置をご使用になる前に，このガイドに書いてある安全上の指示をよくお読みください。本文中の注意事項を必ずお守りくださ

い。

このガイドをいつでも参照できるように，手近なところに保管してください。

対象製品
Hitachi Content Platform
5.0.2-01 以降

輸出時の注意
本製品を輸出される場合には、外国為替及び外国貿易法の規制並びに米国輸出管理規則など外国の輸出関連法規をご確認の上、必要

な手続きをお取りください。

なお、不明な場合は、弊社担当営業にお問い合わせください。

商標類
Active Directory は，米国 Microsoft Corporation の，米国およびその他の国における登録商標または商標です。

ActiveX は，米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。

Firefox は Mozilla Foundation の登録商標です。

Internet Explorer は，米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。

Microsoft は，米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。

Symantec は，Symantec Corporation の米国およびその他の国における商標または登録商標です。

VeriSign は，VeriSign, Inc.の米国およびその他の国での登録商標です。

Windows は，米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。

Windows Server は，米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。

イーサネットは，富士ゼロックス株式会社の登録商標です。

その他記載の会社名，および商品名は各社の商標，または登録商標です。

装置の保証について
装置の動作について無償で保証する期間は，お買い求めになった日から 3 年です。

二重化されている部位の一点故障の場合でもそれが重大事故につながる恐れがある場合，装置は停止することがあります。

規制・対策などについて
次の項目については，「はじめに」の「関連マニュアル」に記載しているハードウェアのマニュアルをご参照ください。

・高調波電流規制について

・電波障害防止について

・システム装置の廃棄について

・設置場所の環境条件について

バックアップについて
HCP，HVFP，HVFP のクライアント，ストレージ自身のハードウェアまたはソフトウェアの不慮の事故によって，お客様の大切な

データが失われても弊社では保証できません。

そのような場合にデータの回復ができるよう，お客様自身で全データをバックアップしておいてください。データの被害を 小限に

抑えることになります。

ご注意
・HCP および HVFP を使用するために必ずこのガイドを読み，操作手順と指示事項をよく理解してから操作してください。特に「安

全に関する共通的な注意事項」および「装置をご使用になる際の注意」の説明については内容を十分に理解して，このガイドの指示

に従ってください。

・このガイドの内容については将来予告なしに変更することがあります。

・本装置がお客様によって不適当に使用されたり，このガイドの内容に従わないで取り扱われたり，修理・変更されたことなどに起

因して生じた損害などにつきましては，責任を負いかねますのでご了承ください。
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・このガイドの著作権は株式会社日立製作所にあります。このガイドのすべて，または一部分を書面による了解無しに転載，または

複写することはできません。

安全に取り扱うために
安全に関する注意事項は，次に示す見出しによって表示されます。これは安全注意シンボルと「危険」，「警告」，および「注意」と

いう見出し語を組み合わせたものです。

これは安全注意シンボルです。人への危害を引き起こす潜在的な危険に注意を喚起するために用いられます。起こりう

る傷害，または死を回避するためにこのシンボルのあとに続く安全に関するメッセージに従ってください。

これは死亡，または重大な傷害を引き起こす可能性が高い，差し迫った危険の存在を示すのに用いられます。

これは死亡，または重大な傷害を引き起こすかもしれない潜在的な危険の存在を示すのに用いられます。

これは軽度の傷害，あるいは中程度の傷害を引き起こすおそれのある潜在的な危険の存在を示すのに用いられま

す。

これは装置の重大な損傷，または周囲の財物の損害をひき起こすおそれのある潜在的な危険の存在を示すのに用

いられます。

これは，人身の安全や装置の損害に関係しない補足説明であることを示すのに用いられます。

安全に関する共通的な注意事項
装置をご使用になる際，お客様がケガなどをされないために，次のことを守ってください。 内容をよく読んで，十分理解してくださ

い。

・操作は，このガイドに記載してある指示，手順に従ってください。

・装置に貼られているラベルに記載してある注意事項を必ず守ってください。

・このガイドに記載してある注意事項を必ず守ってください。

・このガイドに記載してある注意事項は，十分に検討されたものですが，予測を超えた事態が起こることが考えられます。操作の際

は，このガイドに記載してある指示に従うだけでなく，お客様自身でもケガなどしないよう十分に注意してください。

・お客様が修理や改造，分解を行わないでください。通電部に触れて感電する，高温になる部品に触れてやけどをするなどの原因に

なります。また，装置を故障させる原因になります。

・この装置は，危険なレーザー光を出さない「クラス 1 のレーザーシステム」です。このガイドに従って操作してください。このガ

イドに書かれた以外の操作はしないでください。思わぬ故障や事故を起こす原因になります。

装置をご使用になる際の注意
・本製品には，同梱された電源コードセットを使用してください。また，同梱された電源コードセットはほかの製品には使用しない

でください。故障や事故を起こす原因になります。

・異臭，異常な発熱，発煙などに気づかれたときは，装置への給電を遮断して保守員に連絡してください。そのまま放置すると，感

電や火災の原因になります。

・落下させたり，ぶつけたりして装置に衝撃を与えないでください。感電や火災の原因になります。

・装置の上に乗って踏み台にするなど，目的以外の用途に使用しないでください。装置が倒れるなどして，ケガの原因になります。

・装置に重いものを載せないでください。落下によるケガの原因になります。また，装置が正常に動作しないことがあります。

・水の入った容器や虫ピン，クリップなどの小さな金属物を装置上に置かないでください。内部に入った場合，そのまま使用すると

感電や発煙，発火の原因になります。
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・テレビやラジオを近づけないでください。テレビやラジオなどを隣接して設置した場合，お互いに悪影響を及ぼすことがありま

す。テレビやラジオに雑音が入った場合は，装置とできるだけ離す，テレビやラジオのアンテナの向きを変えるなどの対処をしてく

ださい。

・ケーブルは，足などを引っかけないように配線してください。ケーブルに足を引っかけて転倒するなど，ケガの原因になります。

・ケーブルの上に重いものを載せないでください。また，熱を発する器具などの近くに置かないでください。ケーブルの被膜が破れ

て，感電や火災の原因になります。

・湿気やほこりの多い場所では使用しないでください。電気絶縁の低下によって感電や火災の原因になります。

・硫化水素の発生するところや，塩分の多いところに置かないでください。温泉地など，硫化水素の発生するところや，海岸などの

塩分の多いところでお使いになると本装置の寿命が短くなるおそれがあります。

・電源プラグに，ほこりが付いていないことを確認して，根元までしっかりと差し込んでください。プラグにほこりが付いていると

火災の原因になるので，取り除いてください。

・装置前面の通気口から空気を取り込んで，背面の通気口から排気することで，装置内部の温度上昇を防いでいます。通気口の前に

物を置いたり，立てかけたりしてふさいでしまうと，装置内部の温度が上昇し，感電や火災の原因になります。また，通気口にほこ

りなどが詰まっている場合は，取り除いてください。

・通気口から装置内にクリップなどの金属類や，紙などの燃えやすいものを入れないでください。感電や火災の原因になります。

・管理 LAN スイッチの ACC LED 点灯中は電源を切断しないでください。管理 LAN スイッチ正面にある ACC LED 点灯中はメモ

リカードにアクセス中です。アクセス中は，電源を切断しないでください。メモリカードを破損するおそれがあります。

・装置に故障が発生したときには，お客様がケガなどをされないために，このガイドに従って対処してください。このガイドに記載

のない異常が発生した場合は，保守員に連絡してください。

感電事故を防ぐための注意
・装置の設置場所に感電事故の要因となり得うるもの，例えば不完全な接地線や濡れた床などがないか確認してください。

・非常時のために，非常用の電源切断スイッチの場所と操作方法を確認しておいてください。

・特別の指示がないかぎり，作業を始める前に装置への供給電源をすべて遮断してください。装置の電源スイッチを切断するだけで

なく，分電盤のスイッチを切断するか，電源コードを抜いてください。分電盤のスイッチを切断した場合は，そこに「このスイッチ

を入れないこと」という貼り紙をしてください。

電源にロックアウト装置がある場合は電源切断後，鍵を掛けキーを持ってください。 作業を引き継いだ場合などは，推測で電源断に

なっていると判断しないでください。スイッチの状態などで確認し，状況によっては計器でチェックしてください。

通知：ロックアウト装置(lockout device)は，作業等に際し，分電盤などのスイッチ(energy isolating device)を切断したあと，別の人

が誤って電源を入れないように分電盤等を施錠等する装置であり，米国 OSHA(Occupational Safety & Health Administration U.S.
Department of Labor) Regulations の 29 CFR 1910.147 “The control of hazardous energy(lockout/tagout)”で，次のように記載さ

れています。

Lockout device. A device that utilizes a positive means such as a lock, either key or combination type, to hold an energy
isolating device in a safe position and prevent the energizing of a machine or equipment. Included are blank flanges and bolted
slip blinds.
Energy isolating device. A mechanical device that physically prevents the transmission or release of energy, including but not
limited to the following: A manually operated electrical circuit breaker; a disconnect switch, a manually operated switch by
which the conductors of a circuit can be disconnected from all ungrounded supply conductors, and, in addition, no pole can be
operated independently; a line valve; a block; and any similar device used to block or isolate energy. Push buttons, selector
switches and other control circuit type devices are not energy isolating devices.
・装置への給電を遮断しても，装置内には一定時間電気が残っている部分があります。感電を防ぐために，このガイドで指示してい

る以外の個所には触れないでください。

・接地端子付きの装置を取り扱う場合は，接地線が接続されていることを確認してください。

・活電部分の近くで作業する場合は電源をいつでも遮断できるよう，別の人がそばで待機するようにしてください。

回転部や，可動部への巻き込みを防ぐための注意
・回転部や可動部のそばに寄る場合は巻き込まれるのを防ぐため，ネクタイやスカーフはたれ下がったままにしないでください。ま

た，シャツの裾ははみ出さないようにきちんと留めてください。

・長い髪は結んでください。

・特別の指示がないかぎり，回転部や可動部のカバーを取り外した状態で通電しないでください。
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非常時の処置
感電事故の発生

・あわてないこと。感電した人に触れて第 2 の被害者にならないようにしてください。

・まず被害者への電流源を遮断してください。非常用の電源切断スイッチ，またはそれがない場合は，常用の電源スイッチを遮断し

てください。これができない場合は，乾いた木の棒など非導電性のものを使って，被害者を電流源から引き離してください。

・救急車を呼んでください。

・被害者が意識不明の場合は，人工呼吸をしてください。このような場合に備えて，人工呼吸のやり方を前もって練習しておいてく

ださい。被害者の心臓が停止している場合は心臓マッサージを行う必要がありますが，この処置は訓練を受け，資格のある人以外は

行ってはいけません。

火災発生の場合
・まず，装置への電源を遮断してください。非常用の電源スイッチ，またはそれがない場合は常用の電源スイッチを切断してくださ

い。

・電源を遮断しても火災が収まらない場合は，状況に応じ，消火作業や消防署への電話などをしてください。

ガイド内の警告表示
このガイドの中に書かれている警告と，その記載個所を次に示します。

と表示されているもの：

この見出しを用いる警告文はありません。

と表示されているもの：

この見出しを用いる警告文はありません。

と表示されているもの：

・「B.2.1 装置の外観図」

発行
2012 年 10 月（第 3 版）K6603796

著作権
(C) 2012, Hitachi, Ltd. All rights reserved.
(C) 2012, Hitachi Data Systems Corporation. All rights reserved.
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はじめに

このマニュアルは，Hitachi Content Platform（HCP）を運用するために必要な手順について説明

しています。

r 対象読者

r マニュアルの構成

r マニュアル体系

r 関連マニュアル

r このマニュアルでの表記

r このマニュアルで使用する記号

r このマニュアルで使用する構文要素

r KB（キロバイト）などの単位表記について

r カスタマーサービスとサポート

r リモート保守
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対象読者
このマニュアルは，次のユーザにお読みいただくことを前提としています。

• HCP システムレベル管理者

HCP システム全体に影響するパラメータの管理を行います。

• テナントレベル管理者

HCP システム内にある HCP テナントごとに存在し，その HCP テナントに関する設定の管理を

行います。

マニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す章と付録から構成されています。

章 内容

1. クライアントの環境を設定する HCP システムを操作するクライアントの環境設定について説明し

ています。

2. システムを構築する HCP システムレベル管理者の権限でシステム管理コンソールを使

用して，HCP のシス テムを構築する手順について説明しています。

3. テナントおよびネームスペースを作

成する

テナントおよびネームスペースを作成する手順のほか，ネームス

ペースを使用するため に必要な設定について説明しています。

4. レプリケーション機能を使って運用

する

レプリケーション機能の概要やシステム構成，必要な設定など，

HVFP 連携時のレプリケーション機能を使った HCP の運用につい

て説明しています。

A. HCP システムの起動と停止 HCP システムの起動および停止の手順を説明しています。

B. HCP システムで使用するハード

ウェア

HCP で使用するノード，バックエンドスイッチ，およびルーターに

ついて説明しています。

C. HCP システムで使用するサービス HCP システムで使用するサービスについて説明しています。

D. HCP システムログメッセージ システムログに HCP が書き込むメッセージや内部ログについて説

明しています。

E. テナントログメッセージ テナントログに HCP が書き込むメッセージについて説明していま

す。

略語一覧 このマニュアルで使用している略語を示しています。

マニュアル体系
HCP のマニュアル体系を次に示します。

マニュアル名 内容

Hitachi Content Platform
HVFP 連携セットアップガイ

ド

HCP と HVFP を連携して運用を開始するための設定手順および障害発生

時の対応について説明しています。HCP と HVFP を連携するために， 初

にお読みいただくマニュアルです。

Hitachi Content Platform
Hitachi Adapter for Symantec
Enterprise Vault ユーザーズ

ガイド

Hitachi Adapter for Symantec Enterprise Vault（HASEV）を使用して，

Symantec Enterprise Vault（Enterprise Vault）と HCP を連携した運用

を開始するための設定手順について説明しています。HCP と Enterprise
Vault を連携するために， 初にお読みいただくマニュアルです。

Hitachi Content Platform 運
用ガイド（このマニュアル）

HCP を運用するために必要な手順やメッセージなどについて説明していま

す。
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関連マニュアル
このマニュアルの関連マニュアルを次に示します。必要に応じてお読みください。

HVFP のマニュアル

• Hitachi Virtual File Platform システム構成ガイド

• Hitachi Virtual File Platform セットアップガイド

• Hitachi Virtual File Platform 仮想サーバ環境セットアップガイド

• Hitachi Virtual File Platform ユーザーズガイド

• Hitachi Virtual File Platform トラブルシューティングガイド

• Hitachi Virtual File Platform シングルノード構成セットアップガイド

• Hitachi Virtual File Platform シングルノード構成ユーザーズガイド

• Hitachi Virtual File Platform シングルノード構成トラブルシューティングガイド

• Hitachi Virtual File Platform コマンドリファレンス

• Hitachi Virtual File Platform API リファレンス

• Hitachi Virtual File Platform メッセージリファレンス

• Hitachi Virtual File Platform ファイルアクセス（CIFS/NFS）ユーザーズガイド

ハードウェアマニュアル

• 日立アドバンストサーバ ユーザーズガイド

HA8000/RS210-h HM/JM/KM（2012 年 4 月～モデル）

HA8000/RS220 AK/BK/FK/HK/JK/KK/LK（2010 年 4 月～モデル）

HA8000-es/RS220 CK/GK/MK/NK（2010 年 4 月～モデル）

• Hitachi Adaptable Modular Storage 2010 ディスクアレイ ユーザーズガイド

• HT-4990-SW320H/SW360H 形 ファイバーチャネルスイッチ ユーザーズガイド／保守要項

このマニュアルでの表記
このマニュアルでは，製品の名称を省略して表記しています。このマニュアルでの表記と，製品の

正式名称または意味を次の表に示します。

このマニュアルでの表記 製品名称または意味

Device Manager Hitachi Device Manager Software

HCP Hitachi Content Platform

HVFP Hitachi Virtual File Platform

Internet Explorer Windows(R) Internet Explorer(R)

このマニュアルで使用する記号
このマニュアルでは，次に示す記号を使用しています。

記号 意味

［ ］ ボタン，キーボードのキーなどを示します。

（例）
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記号 意味

［システム設定］ページ

［OK］ボタン

［Enter］キー

＜ ＞ 可変値であることを示します。

（例）＜ホスト名＞.＜ポート番号＞

実際のホスト名が「host0」，ポート番号が「1024」の場合，「host0.1024」と指定すること

を示します。

［ ］-［ ］ 「-」の前に示したメニューから，「-」の後ろのメニュー項目を選択することを表します。

このマニュアルで使用する構文要素
このマニュアルで使用する構文要素（設定値やファイル名などに指定できる値）の種類を，次のよ

うに定義します。

種類 定義

英字 A～Z a～z

数字 0～9

英数字 A～Z a～z 0～9

ASCII 印字可能文字 A～Z a～z 0～9 ! " # $ % & ' ( ) * + , - . / : ; < = > ? @ [ \ ] ^ _ `
{ | } ~

注 すべて半角で指定してください。

KB（キロバイト）などの単位表記について
1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト），1PB（ペタバ

イト）はそれぞれ 1,024 バイト，1,0242 バイト，1,0243 バイト，1,0244 バイト，1,0245 バイトで

す。

カスタマーサービスとサポート
弊社では，購入後のサポートサービスを提供しています。サポートサービスに関する詳細は，お問

い合わせ先まで連絡してください。

リモート保守
HCP のソフトウェアに問題が発生した場合，リモート保守で問題を解決できます。リモート保守で

は，開発者がインターネット経由でお客様の HCP に接続して，調査および回復作業を実施します。

リモート保守の詳細については「Hitachi Content Platform リモート保守適用のお願い」を参照し

てください。
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1
クライアントの環境を設定する

ここでは，HCP システムを操作するクライアントの環境設定について説明します。

r 1.1 クライアントのマシン要件

r 1.2 Internet Explorer の設定

クライアントの環境を設定する 19

運用ガイド



1.1 クライアントのマシン要件
クライアントに使用するマシンの要件を次に示します。なお，HCP と HVFP を一つのクライアン

トで操作する場合，HVFP のコンソールとしてのマシン要件も満たしている必要があります。

HVFP のコンソールとしてのマシン要件については，HVFP のドキュメントを参照してください。

表 1-1 クライアントのマシン要件

項目 要件

OS • Microsoft(R) Windows(R) 7 Enterprise（SP なし，または SP1）
• Microsoft(R) Windows(R) 7 Enterprise x64 Edition（SP なし，または

SP1）
• Microsoft(R) Windows(R) 7 Professional（SP なし，または SP1）
• Microsoft(R) Windows(R) 7 Professional x64 Edition（SP なし，または

SP1）
• Microsoft(R) Windows(R) 7 Ultimate（SP なし，または SP1）
• Microsoft(R) Windows(R) 7 Ultimate x64 Edition（SP なし，または SP1）
• Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2, Enterprise Edition※（SP なし，

または SP2）
• Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2, Enterprise x64 Edition※（SP

なし，または SP2）
• Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2, Standard Edition※（SP なし，

または SP2）
• Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2, Standard x64 Edition※（SP な

し，または SP2）

メモリ • 必須：1GB 以上

• 推奨：2GB 以上

搭載 OS が要求するメモリ容量に準じます。

CPU クライアントのマシンにインストールする OS の推奨 CPU

モニタの解像度 1,024×768 ピクセル以上

モニタの表示色 16,777,216 色（True color，32 ビット）以上

Web ブラウザ 32 ビット版の次の Web ブラウザを使用できます。

• Internet Explorer 8.0（SP なし）

• Internet Explorer 9.0（SP なし）

• Firefox 10.0
• Firefox 11.0

注※

kb938397 がインストールされている必要があります。

注意 Windows の定期更新プログラムを適用すると，1,024 ビット未満の鍵長での通信ができなくなります。
HCP で提供しているデフォルトの SSL 証明書（512 ビットの鍵長）を使用している場合は，テナント管理コン
ソールやシステム管理コンソールへのアクセスを継続するため，クライアント側で更新プログラムを適用しない
ようにしてください。Windows の定期更新プログラムを適用したことでテナント管理コンソールやシステム管
理コンソールにアクセスできなくなった場合は次のとおり対処してください。

• クライアントで更新プログラムをアンインストールする

• certutilコマンドで設定を変更する

• HCP で提供しているデフォルトの SSL 証明書ではなく，1,024 ビット以上の SSL 証明書を使用する

• Firefox 10.0 または 11.0 を使用する

Windows の定期更新プログラムや certutilコマンドについては，Windows のドキュメントを参照してくだ

さい。
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1.2 Internet Explorer の設定
ここでは，Internet Explorer の設定について説明します。Web ブラウザの設定を変更する場合は，

すべてのブラウザを閉じてから実施してください。なお，示した設定手順は Internet Explorer 8.0
の場合です。使用している Internet Explorer のバージョンが異なっている場合の手順は，Internet
Explorer のヘルプを参照してください。

1.2.1 Internet Explorer を使用する場合の注意事項

Internet Explorer を使用する場合の注意事項を次に示します。

• タブブラウジング機能は使用できません。

次の手順に従って，タブブラウジングを無効にして使用してください。

a. Internet Explorer の［ツール］-［インターネット オプション］を選択します。

b. ［全般］タブ内の［タブ］の［設定］ボタンをクリックします。

c. ［タブブラウズを有効にする］チェックボックスのチェックを外します。

d. ［OK］ボタンをクリックします。

• システム管理コンソールおよびテナント管理コンソールの一部のダイアログに証明書エラーと

表示されることがあります。

HCP では，ノード，システム管理コンソールおよびテナント管理コンソールの間で https 通信

を行うため，証明書エラーと表示されても問題ありません。

• メニューバーの表示有無の設定を変更すると，正しく動作しないことがあります。

• フォントサイズを拡大または縮小すると，GUI 表示が乱れたり，スクロールバーが表示されな

くなったりすることがあります。

1.2.2 フォントの設定

表で示したフォントと異なるサイズのフォントを設定している場合，GUI 表示が乱れるおそれがあ

ります。

表 1-2 Internet Explorer のフォントの設定

項目 設定

フォント ［言語セット］ 「日本語」

［Web ページフォント］ 「MS P ゴシック」

［テキスト形式フォント］ 「MS ゴシック」

文字サイズ 「中」

フォントと文字サイズの設定方法を次に示します。

フォントの設定

a. Internet Explorer の［ツール］-［インターネット オプション］を選択します。

b. ［全般］タブを選択します。

c. ［フォント］ボタンをクリックします。

d. 必要な情報を指定して，［OK］ボタンをクリックします。

e. ［OK］ボタンをクリックして画面を閉じます。

文字サイズの設定

Internet Explorer の［表示］-［文字のサイズ］から選択します。

クライアントの環境を設定する 21

運用ガイド



1.2.3 キャッシュの設定

キャッシュの設定が異なると，システム管理コンソールおよびテナント管理コンソールや，ノード

上で動作するプログラムをバージョンアップした場合に，古いバージョンの GUI が表示されたり，

GUI がフリーズしたりするおそれがあります。

キャッシュの設定方法を次に示します。

1. Internet Explorer の［ツール］-［インターネット オプション］を選択します。

2. ［全般］タブ内の［閲覧の履歴］の［設定］ボタンをクリックします。

3. ［Web サイトを表示するたびに確認する］ラジオボタンを選択して，［OK］ボタンをクリックし

ます。

4. ［OK］ボタンをクリックして画面を閉じます。

1.2.4 信頼済みサイトゾーンへの URL の登録

Internet Explorer セキュリティ強化の構成機能が有効になっていると，システム管理コンソールお

よびテナント管理コンソールの GUI 操作が制限されることがあります。

この場合は，システム管理コンソールおよびテナント管理コンソールの URL を，Internet Explorer
でセキュリティゾーンの信頼済みサイトゾーンに登録してください。

信頼済みサイトゾーンに登録する方法を次に示します。

1. Internet Explorer の［ツール］-［インターネット オプション］を選択します。

2. ［セキュリティ］タブ内の［信頼済みサイト］を選択した状態で，［サイト］ボタンをクリックし

ます。

3. ［このゾーンのサイトにはすべてサーバの確認（https:）を必要とする］チェックボックスの

チェックを外します。

4. ［この Web サイトをゾーンに追加する］テキストボックスに，システム管理コンソールおよびテ

ナント管理コンソールの URL を指定して，［追加］ボタンをクリックします。

URL の指定形式を次に示します。

◦ システム管理コンソールの場合

https://admin.＜ HCP システムの DNS 名＞:8000

◦ テナント管理コンソールの場合

https://＜テナント名＞.＜ HCP システムのドメイン名＞:8000
＜テナント名＞は，すべて小文字で入力してください。

また，HCP および HVFP を一つのクライアントで操作する場合，HVFP の管理サーバおよび

HVFP で管理しているすべての Physical Node の URL についても指定します。

URL の指定形式を次に示します。

◦ HVFP の管理サーバの場合

http://＜ HVFP の管理サーバの IP アドレスまたはホスト名＞

◦ HVFP で管理している Physical Node の場合

https://＜ HVFP で管理している Physical Node の管理ポートの固有 IP アドレス＞

https://＜ HVFP で管理している Physical Node の管理ポートの仮想 IP アドレス＞

5. ［閉じる］ボタンをクリックします。

6. ［OK］ボタンをクリックして画面を閉じます。
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1.2.5 ポップアップブロックの解除

Web ブラウザのポップアップブロックが有効になっていると，ログイン画面が表示されなかった

り，操作がエラーになったりすることがあります。このため，ポップアップがブロックされないよ

うにあらかじめ設定してください。

ポップアップブロックを解除する方法を次に示します。

1. Internet Explorer の［ツール］-［ポップアップブロック］-［ポップアップブロックの設定］

を選択します。

2. ［許可する Web サイトのアドレス］テキストボックスに，システム管理コンソールおよびテナン

ト管理コンソールの URL を指定して，［追加］ボタンをクリックします。

URL の指定形式を次に示します。

◦ システム管理コンソールの場合

https://admin.＜ HCP システムの DNS 名＞:8000

◦ テナント管理コンソールの場合

https://＜テナント名＞.＜ HCP システムのドメイン名＞:8000
＜テナント名＞は，すべて小文字で入力してください。

また，HCP および HVFP を一つのクライアントで操作する場合，HVFP の管理サーバおよび

HVFP で管理しているすべての Physical Node の URL についても指定します。

URL の指定形式を次に示します。

◦ HVFP の管理サーバの場合

http://＜ HVFP の管理サーバの IP アドレスまたはホスト名＞

◦ HVFP で管理している Physical Node の場合

https://＜ HVFP で管理している Physical Node の管理ポートの固有 IP アドレス＞

https://＜ HVFP で管理している Physical Node の管理ポートの仮想 IP アドレス＞

3. ［閉じる］ボタンをクリックして画面を閉じます。

1.2.6 ダウンロード防止機能の解除

ダウンロード防止機能が有効になっていると，GUI を使用して MIB について定義されたファイル

や HCP の内部ログなどをダウンロードできません。

ダウンロード防止機能の解除方法を次に示します。

1. Internet Explorer の［ツール］-［インターネット オプション］を選択します。

2. ［セキュリティ］タブ内の［信頼済みサイト］を選択した状態で，［レベルのカスタマイズ］ボタ

ンをクリックします。

3. ［ダウンロード］の［ファイルのダウンロード時に自動的にダイアログを表示］で［有効にする］

ラジオボタンを選択して，［OK］ボタンをクリックします。

4. ［OK］ボタンをクリックして画面を閉じます。

ダウンロード元となる，システム管理コンソールおよびテナント管理コンソールを信頼済みサイト

として登録しておく必要があります。

登録方法については，「1.2.4 信頼済みサイトゾーンへの URL の登録」を参照してください。
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1.2.7 セキュリティの設定

Internet Explorer のセキュリティの設定方法を次に示します。

1. Internet Explorer の［ツール］-［インターネット オプション］を選択します。

2. ［セキュリティ］タブ内の［信頼済みサイト］を選択した状態で，［レベルのカスタマイズ］ボタ

ンをクリックします。

3. 次のとおり設定されていることを確認してから，［OK］ボタンをクリックして画面を閉じます。

表 1-3 Internet Explorer のセキュリティの設定

項目 設定値

［ActiveX コントロールとプラグインの実行］ ［有効にする］

［スクリプトを実行しても安全だとマークされている ActiveX
コントロールのスクリプト実行］

［有効にする］

［アクティブスクリプト］ ［有効にする］

［IFRAME のプログラムとファイルの起動］ 次のどちらかになっていることを確認

します。

• ［ダイアログを表示する］

• ［有効にする］

［暗号化されていないフォームデータの送信］ 次のどちらかになっていることを確認

します。

• ［ダイアログを表示する］

• ［有効にする］

1.2.8 アニメーションの再生の設定

プログレスバーなどのアニメーションを正しく再生するために設定が必要です。

アニメーションの再生の設定方法を次に示します。

1. Internet Explorer の［ツール］-［インターネット オプション］を選択します。

2. ［詳細設定］タブを選択します。

3. ［マルチメディア］の［Web ページのアニメーションを再生する］チェックボックスをチェック

します。

4. ［OK］ボタンをクリックして画面を閉じます。
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2
システムを構築する

ここでは，HCP システムレベル管理者の権限でシステム管理コンソールを使用して，HCP のシス

テムを構築する手順について説明します。

r 2.1 HCP システムレベル管理者のユーザアカウントを作成する

r 2.2 SSL を設定する

r 2.3 SNMP を設定する

r 2.4 DNS を設定する

r 2.5 syslog ログ記録を設定する

r 2.6 システム管理コンソールでチャージバックレポートを作成する

r 2.7 システム管理コンソールの警告を確認する

r 2.8 ゼロコピーフェイルオーバを使用する
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2.1 HCP システムレベル管理者のユーザアカウントを作成
する

ここで説明する手順は，システム管理コンソールに初めてログインする場合を前提とします。HCP
システムレベル管理者のユーザアカウントを作成する作業を次に示します。記載された順に作業を

実施してください。

• デフォルトユーザでログインし，パスワードを変更する

• HCP システムレベル管理者のユーザアカウントを作成する

• システム管理コンソールへのアクセスについて設定する

• HCP 管理 API から HCP システムへのアクセスについて設定する

• デフォルトユーザでログアウトする

また，HCP の運用を開始したあとに発生したトラブルへの対応として，HCP システムレベル管理

者のユーザアカウントを変更する作業が必要となることがあります。

それぞれの詳細な手順を次に説明します。

2.1.1 システム管理コンソールの URL
システム管理コンソールの URL は次の形式で指定します。

https://admin.＜ HCPシステム名＞.＜企業ドメイン名＞:8000

HCP のシステム名は，企業ドメイン名と結合され，HCP システムの完全修飾された DNS 名となり

ます。

例えば，HCP システムの完全修飾された DNS 名が「hcp-ma.example.com」の場合は，システ

ム管理コンソールにアクセスするために次の URL を指定します。

https://admin.hcp-ma.example.com:8000

通常はこの形式の URL を指定してシステム管理コンソールにアクセスしますが，ユーザが特定の

ノード上でシステム管理コンソールにアクセスする必要がある場合は，ノードの IP アドレスを指定

します。

例えば，IP アドレスが 192.168.210.16 のノード上のシステム管理コンソールにアクセスする場合

は次の形式で URL を指定します。

https://192.168.210.16:8000

どちらの形式で URL を指定しても，システム管理コンソールでは HCP システム全体を管理できま

す。

2.1.2 デフォルトユーザでログインし，パスワードを変更する

初回のログインには，デフォルトユーザのアカウントを使用します。デフォルトユーザでの初回ロ

グイン時には，パスワードの変更を求められるため，その変更手順についても説明します。

1. システム管理コンソールで，次のデフォルトユーザ名とパスワードを指定してログインします。

◦ ユーザ名：security

◦ パスワード：Chang3Me!
パスワードの変更画面が表示されます。

2. 表示された画面で，パスワードの情報を指定します。

次の情報を指定してください。
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◦ ［Existing password］フィールドに，現在のデフォルトユーザのパスワードである

「Chang3Me!」を指定してください。

◦ ［New password］フィールドに，新しいデフォルトユーザのパスワードを指定してくださ

い。

◦ ［Confirm new password］フィールドに，新しいデフォルトユーザのパスワードをもう一度

指定してください。

3. ［Update Password］ボタンをクリックします。

デフォルトユーザのパスワードが変更されます。

2.1.3 HCP システムレベル管理者のユーザアカウントを作成する

HCP システムレベル管理者のユーザアカウントを作成する手順を説明します。

1. システム管理コンソールで，［Security］にマウスカーソルを置くと表示されるメニューから，

［Users］を選択します。

［Users］ページが表示されます。

2. ［Users］ページで，［Create User Account］をクリックします。

［Create User Account］パネルが表示されます。

3. ［Create User Account］パネルで，次の内容を設定します。次の内容以外はデフォルトのまま

としてください。

◦ ［Username］フィールドで，ユーザ名を指定してください。

◦ ［Full Name］フィールドで，HCP システムレベル管理者の氏名を指定してください。

◦ ［Authentication］オプションが，［Local］となっていることを確認してください。

◦ ［Password］フィールドに，ユーザアカウントのパスワードを指定してください。

◦ ［Confirm Password］フィールドに，ユーザアカウントのパスワードをもう一度指定してく

ださい。

◦ ［Roles］セクションで，次のロールのチェックボックスを選択してください。

［Monitor］，［Administrator］ ，［Security］，［Compliance］

◦ ［Enable account］オプションのチェックボックスが選択されていることを確認してくださ

い。

4. ［Create User Account］ボタンをクリックします。

指定した情報でユーザアカウントが作成されます。

2.1.4 HCP システムレベル管理者のユーザアカウントを変更する

ユーザアカウントの情報を変更できます。このとき，ユーザアカウントを有効または無効に設定す

ることもできます。ログインしているユーザのアカウントを無効にした直後から，ユーザはすべて

の操作を実行できなくなります。

メモ：

自分のアカウントを無効にできます。ただし，一度無効にすると，自分では再度有効にできま

せん。

HCP システムレベル管理者のユーザアカウントを変更するには次の手順に従ってください。

1. ［Users］ページのユーザアカウントの一覧内で，変更したいアカウントの編集コントロール

（ ）をクリックしてください。

2. ［Edit User Account］パネルで，必要な変更をしてください。
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このパネルのフィールドとオプションは［Create User Account］パネルと同じです。［Create
User Account］パネルについての詳細は，「2.1.3 HCP システムレベル管理者のユーザアカウン

トを作成する」を参照してください。

変更できる項目は，次のとおりです。

◦ ユーザ名

◦ パスワード

◦ ロール

◦ ユーザの説明

◦ 次回ログイン時にパスワードを変更するかしないかの設定

メモ：

［Edit User Account］パネルでユーザのパスワードを入力する際，現在のパスワードを再

使用できます。ただし，［Change Password］ページで，自分のパスワードを入力する際に

は再使用できません。

3. ［Update User Account］ボタンをクリックしてください。

2.1.5 システム管理コンソールへのアクセスについて設定する

ここでは，システム管理コンソールへのアクセスについて説明します。システム管理コンソールの

［Console Security］ページで，次の内容を設定します。

• システム管理コンソールへアクセスできる IP アドレス

システム管理コンソールでは，指定した IP アドレスのアクセスを許可，または拒否できます。

• ユーザアカウントの有効期間

設定した日数を過ぎると，ユーザアカウントは自動的に無効になります。

保守用のユーザアカウントが無効になるのを防ぐため，0 日（無期限）とする必要があります。

• ユーザアカウントを無効にするログイン失敗回数

設定した回数を連続してログインに失敗すると，ユーザアカウントは自動的に無効になります。

ログイン失敗回数の初期設定値は 5 です。0 を指定すると，ログインに何度失敗してもユーザア

カウントは無効になりません。ローカル認証された，Security ロールを持つユーザアカウント

が一つだけの場合は，ログイン失敗によってユーザアカウントが無効になっても 1 時間後に再

度有効になります。

システム管理コンソールへのアクセスについて設定する手順を説明します。

1. システム管理コンソールで，［Security］にマウスカーソルを置くと表示されるメニューから，

［Console Security］を選択します。

［Console Security］ページが表示されます。

2. 次の内容を設定および確認します。

◦ ［Allow］タブで，システム管理コンソールへのアクセスを許可する IP アドレスを指定し，

［Add］ボタンをクリックしてください。

◦ ［Deny］タブで，システム管理コンソールへのアクセスを拒否する IP アドレスを指定し，

［Add］ボタンをクリックしてください。

◦ ［Disable user account if inactive more than］に指定されている値が，0 となっていること

を確認してください。

◦ ［Disable user account after］に指定されている値を確認します。

ログインに何度失敗してもユーザアカウントが無効にならないようにする場合は，「0」に変

更します。
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2.1.6 HCP 管理 API から HCP システムへのアクセスについて設定する

HCP 管理 API から HCP システムへアクセスできるように設定します。

HCP 管理 API から HCP システムへのアクセスを有効にする手順を説明します。

1. システム管理コンソールで，［Security］にマウスカーソルを置くと表示されるメニューから，

［MAPI］を選択します。

［MAPI］ページが表示されます。

2. ［Management API Setting］セクションで，［Enable the management API］オプションを選

択します。

3. ［Update Setting］ボタンをクリックします。

HCP 管理 API から HCP システムへのアクセスが有効になります。

2.1.7 デフォルトユーザでログアウトする

セキュリティのため，このあとの「2.2 SSL を設定する」以降の操作では，デフォルトユーザのユー

ザアカウントは使用しないで，作成した HCP システムレベル管理者のユーザアカウントを使用し

てください。システム管理コンソールからログアウトする手順を説明します。

1. システム管理コンソールで，右上にある［Log Out］リンクをクリックして，ログアウトしま

す。

ログアウト後に操作を終了する場合は，セキュリティを保持するため，ブラウザのキャッシュを

削除してから，すべてのブラウザウィンドウを閉じてください。

2.2 SSL を設定する

 

2.2.1 SSL サーバ証明書情報

 

2.2.2 新規証 ール

システムを構築す
明書の生成とインスト
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2.2.3 作成した証明書のインストール

2.2.4 CSR の作成と戻された証明書のインストール
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(1)　証明書署名の作成

(2)　HCP が生成した CSR に対して戻された証明書のインストール
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2.2.5 SSL サーバ証明書のプロバイダ

2.3 SNMP を設定する
SNMP を使用すると，システムログメッセージを指定した SNMP マネージャに送信できます。

SNMP の使用は任意ですが，使用して運用することを推奨します。
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2.3.1 サポートされている標準 MIB ファイル

HCP がサポートする標準 MIB は，ルートディレクトリが mib-2 のサブツリー内と，ルートディレ

クトリが ucdavis のサブツリー内にあります。HCP が表示するフィールドは，次の MIB 内にあり

ます（（　）内のグループを除きます）。

• mib-2 以下のフィールド

◦ DISMAN-EVENT-MIB

◦ HOST-RESOURCES-MIB

◦ IF-MIB

◦ IP-FORWARD-MIB

◦ IP-MIB（ipAddrTable，ipRouteTable，および ipNetToMediaEntry のグループを除く）

◦ IPV6-MIB

◦ MTA-MIB

◦ NOTIFICATION-LOG-MIB

◦ RFC1213-MIB（atTable のグループを除く）

◦ SNMPv2-MIB

◦ TCP-MIB（tcpConnTable のグループを除く）

◦ UDP-MIB（udpTable のグループを除く）

• ucdavis 以下のフィールド

◦ LM-SENSORS-MIB

◦ UCD-DISKIO-MIB

◦ UCD-DLMOD-MIB

◦ UCD-SNMP-MIB

これらすべての MIB のファイルは，RFC1213-MIB を除き，http://www.net-snmp.org/docs/mibs
からダウンロードできます。RFC1213-MIB は，http://www.assure24.com/product/420-snmp-
mibs-download.htm からダウンロードできます。

2.3.2 MIB の一覧表示

HCP が mib-2と ucdavis以下に正確にどのフィールドを表示するかを調べるには，MIB の一覧

表示を行います。MIB の一覧表示とは，HCP が表示するフィールドを SNMP マネージャで表示す

ることです。

MIB を一覧表示する方法は，使用する SNMP ツールにより異なります。次の手順では，インター

ネットで公開されている net-snmp パッケージのコマンドラインツールを使用します。このパッ

ケージは，http://www.net-snmp.org からダウンロードできます。

net-snmp を使用して MIB の一覧表示を行うには，次の形式で snmpwalkコマンドを使用します。

snmpwalk -v snmp-version -c snmp-community-name node-ip-address-or-hostname mib-
root

node-ip-address-or-hostname の部分は，HCP システムのストレージノードの IP アドレスまたは

ホスト名です。指定するノードは正常に実行中である必要があります。

次の snmpwalkコマンドの例では，IP アドレスが 192.168.210.16 のノードに対して，mib-2 以下

のサブツリーのフィールドについて表示します。
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snmpwalk -v 2c -c public 192.168.210.16 mib-2

2.3.3 SNMP の設定

SNMP を設定する手順を説明します。

1. システム管理コンソールで，［Monitoring］にマウスカーソルを置くと表示されるメニューか

ら，［SNMP］を選択します。

［SNMP］ページが表示されます。

2. ［SNMP］ページの［SNMP Settings］で，次の内容を設定します。

◦ HCP システムですべての SNMP の使用を有効にする場合は，［Enable SNMP at snmp.＜
HCP のシステム名＞.＜ HCP のドメイン名＞］オプションのチェックボックスを選択して

ください。

◦ SNMP を経由して HCP システムの設定を変更する場合は，［Allow writes/updates of HCP
settings through SNMP］オプションのチェックボックスを選択してください。

◦ ［SNMP Version］は，［Use version 1 or 2c］オプションを選択してください。

◦ ［Community］フィールドにコミュニティ名を指定してください。

◦ コンプライアンスイベントに関するログメッセージについても SNMP マネージャへ送信す

る場合は，［Send compliance events］オプションのチェックボックスを選択してください。

◦ セキュリティイベントに関するログメッセージについても SNMP マネージャへ送信する場

合は，［Send security events］オプションのチェックボックスを選択してください。

◦ ［Send log messages at this level or higher］フィールドでは，SNMP マネージャに送信さ

れるログメッセージの重要度を選択できます。運用に合わせて，次のどれかを選択してくだ

さい。

［OFF］：ログメッセージが送信されません。

［ERROR］：重要度が Error のメッセージだけが送信されます。

［WARNING］：重要度が Warning または Error のメッセージが送信されます。

［NOTICE］：重要度が Notice，Warning，または Error のメッセージが送信されます。

3. ［Update Settings］ボタンをクリックします。

設定した内容が反映されます。

4. ［SNMP］ページの右側に表示される［Allow］タブと［Deny］タブで，SNMP を経由して HCP
へアクセスする IP アドレスについて設定します。

◦ ［Allow］タブで，アクセスを許可する IP アドレスについて指定し，［Add］ボタンをクリッ

クします。

◦ ［Deny］タブで，アクセスを拒否する IP アドレスについて指定し，［Add］ボタンをクリッ

クします。

5. ［SNMP］ページの右側に表示される［Trap Addresses］フィールドに，SNMP マネージャの

IP アドレスを設定してください。

［Trap Addresses］フィールドに IP アドレスを指定し，［Add］ボタンをクリックすると設定で

きます。

SNMP マネージャへの接続のテスト

［SNMP］ページの［Test］ボタンをクリックすると，HCP から SNMP マネージャにテスト

用のメッセージが送信され，SNMP マネージャへの接続をテストできます。テストの方法につ

いては，「2.3.4 SNMP 接続のテスト」を参照してください。

HCP-MIB.txt ファイルのダウンロードと取り込み
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［SNMP］ページの［HCP-MIB.txt］リンクをクリックすると，HCP の MIB について定義さ

れたファイルがダウンロードできます。必要に応じて SNMP マネージャに取り込んで使用し

てください。

テナントログメッセージの SNMP マネージャへの送信

SNMP マネージャには，テナントログメッセージを送信することもできます。送信する場合

は，「3.2 ネームスペースを管理する」の手順を実行後，次のように設定してください。

a. テナント管理コンソールで，［Monitoring］にマウスカーソルを置くと表示されるメニュー

から，［SNMP］を選択します。

［SNMP］ページが表示されます。

b. ［SNMP］ページで，［Enable SNMP logging］オプションのチェックボックスを選択しま

す。

c. ［Update Settings］ボタンをクリックします。

設定した内容が反映されます。

2.3.4 SNMP 接続のテスト

［SNMP］ページに表示される IP アドレスを持つ SNMP マネージャへは，接続をテストできます。

接続をテストすると，HCP はターゲットの IP アドレスにメッセージを送信します。接続が正常で

あることを確認するには，所有する SNMP ツールを利用してメッセージが到着したことを確認して

ください。

HCP が SNMP マネージャに送信するメッセージの重要度は［Notice］です。したがって，メッセー

ジが正常に送信されるためには，送信するメッセージの重要度を［Notice］に設定してください。

指定された SNMP マネージャへの接続をテストするには，次の操作をしてください。

1. ［SNMP］ページで，［Test］ボタンをクリックしてください。HCP は次のメッセージを SNMP
マネージャに送信します。

2. 確実にメッセージが到着しているかどうか，各 SNMP マネージャを確認してください。

SNMP マネージャがメッセージを受信していない場合

• 指定したターゲット IP アドレスが正しいことを確認してください。

• ターゲット IP アドレスを正常に ping できることを確認してください。

問題の原因を特定できない場合，お問い合わせ先まで連絡してください。

2.4 DNS を設定する
ドメインネームシステム（DNS）は，クライアントのアクセスのためにドメイン名（例えば，

example.com）を IP アドレスに変換，または解決（resolve）するネットワークサービスです。

DNS サービスは，クライアントの要求を解決する 1 台以上のネームサーバと呼ばれるサーバにより

提供されます。インターネットとローカル TCP/IP ネットワークの両方とも DNS を使用します。

HCP システムは，企業のドメインのサブドメインとして存在します。HCP のすべてのノードは，

この一つのサブドメインに属しているため，クライアントアプリケーションからは一つの実体とし

て見えます。HCP DNS マネージャは，すべてのストレージノード上で実行され，クライアントの

要求をシステム内のノードに分散して処理します。
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HCP へシステム名でアクセスできるようにするには，DNS で HCP サブドメインを設定する必要が

あります。この章では，Windows と Unix の両方での設定方法と，DNS の HCP 定義を検証する方

法を説明します。

2.4.1 HCP サブドメインに設定するゾーンの種類

DNS により解決されるドメイン名はゾーンと呼ばれる部門に分けて管理され，各ゾーンには関連す

るホスト名と IP アドレスがセットで定義されています。例えば，企業のドメインは企業のゾーンで

管理されています。

HCP は企業のドメインのサブドメインです。複数の IP アドレスは企業ゾーン内の 1 ゾーンを構成

します。HCP サブドメインは，スタブゾーンで設定する方法と，フォワードゾーンで設定する方法

があります。

HCP サブドメインをスタブゾーンで設定

スタブゾーンを使用すると，名前解決を効率化したり，ゾーンのレプリケーションを 小化し

たりして，ネットワーク上の DNS トラフィック量を削減できます。

スタブゾーンの定義には，サブドメインのマスタネームサーバの IP アドレス一覧が書かれて

いますが，そのサーバの個々のレコードは書かれていません。それらのレコードはマスタネー

ムサーバ自身に保存されています。企業の DNS サーバは，スタブゾーンのマスタネームサー

バ一覧から個々のネームサーバレコードを取得します。

HCP は，システムのすべてのストレージノードに関するネームサーバレコードを自動的に作成

します。各ストレージノードは，それらのレコードのコピーを保存します。これによって，各

ストレージノードはマスタネームサーバとなる資格が得られます。HCP によって，名前でシス

テムを識別するクライアント要求を受け取るには，それらのノードの一部または全部を，HCP
スタブゾーンのマスタネームサーバとして登録する必要があります。ノードは，スタブゾーン

定義の一覧に加えることによって登録できます。

HCP サブドメインをフォワードゾーンで設定

HCP サブドメインをフォワードゾーンで設定する場合，フォワードゾーンがゾーンの下位部門

で，サブドメインに相当します。ゾーンのネームサーバはフォワードゾーンのネームサーバに

名前解決の権限を委任することができます。Windows では，フォワードゾーンのネームサーバ

のグループを委任（delegation）と呼びます。

HCP がクライアントの要求を受け入れられるようにするには，ネームサーバとして機能させる

HCP ノードをすべてこのフォワードゾーンのネームサーバとして登録する必要があります。

この登録は HCP 導入手順の一部です。

すべての HCP ストレージノードは，ノードがマスタネームサーバとして登録されているかどうか

に関係なく，HCP DNS マネージャのネームサーバとして動作します。ただし，HCP にアクセス可

能であるためには，登録されたノードが動作している必要があります。したがって，すべてのノー

ドで同時に障害が起きることのないように，十分な数のノードを登録する必要があります。

参考 HCP が少数のストレージノードしか持っていない場合は，それらをすべてマスタネームサーバとして登録
することをお勧めします。登録するノードの数が多いほど，DNS のクエリがより分散されます。

2.4.2 DNS の設定

DNS のセットアップでは，HCP システムの名前を指定します（例：hcp-ma）。この名前は，企業

ドメイン名と結合され，HCP システムの完全修飾された DNS 名となります（例：hcp-
ma.example.com）。この完全修飾名に使用できるのは，英小文字，数字，およびハイフン（-）で

す。また，三つ以上のピリオド（.）区切りのセグメントで構成されている必要があります。

DNS のセットアップではまた，各ノードにフロントエンド IP アドレスを割り当てます。HCP サブ

ドメインをフォワードゾーンで設定する場合は，ノードの名前も割り当てる必要があります。ノー
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ド名はプリフィックスとノード番号で構成します。ノード番号には，ノードのバックエンド IP アド

レスの 終オクテットを指定します。

ホスト名のプリフィックスは，1～12 文字で構成します。プリフィックスに使用できるのは，英小

文字，数字，ハイフン（-）です。HCP の各ノードにデフォルトで割り当てられるプリフィックス

は「hcp-node-」です。

HCP サブドメインをスタブゾーンで設定する場合，およびフォワードゾーンで設定する場合の

DNS のセットアップ方法について説明します。

なお，この手順説明では，HCP がシステムの完全修飾ドメイン名が「hcp-ma.example.com」に

設定されているほか，HCP ノードに対する完全修飾名とフロントエンドの IP アドレスが次のとお

り設定されていることを前提としています。

表 2-2 HCP ノードに対する完全修飾名とフロントエンドの IP アドレス

ノード 完全修飾名 フロントエンドの IP アドレス

100 hcp-node-100.hcp-ma.example.com 192.168.5.10

99 hcp-node-099.hcp-ma.example.com 192.168.5.11

98 hcp-node-098.hcp-ma.example.com 192.168.5.12

97 hcp-node-097.hcp-ma.example.com 192.168.5.13

(1)　HCP サブドメインをスタブゾーンで設定する場合の DNS のセットアップ

HCP サブドメインをスタブゾーンで設定する場合の DNS のセットアップ方法について説明しま

す。

Windows での HCP スタブゾーンの設定

Windows では，GUI またはコマンド行を使ってスタブゾーンを設定することができます。ここで

は，Windows Server 2008 R2 での GUI 設定手順を示します。Windows Server 2003 での手順も基

本的には同じです。

ここでは，次の操作をしてください。

1. DNS マネージャを開いてください。

Windows のコントロールパネルで，［管理ツール］をダブルクリックしてください。

［管理ツール］ウィンドウで［DNS］をダブルクリックしてください。DNS マネージャウィン

ドウは，企業ドメインのゾーン階層を示します。

2. DNS マネージャウィンドウで，企業の DNS サーバの下にある［前方参照ゾーン］を右クリッ

クして［新しいゾーン］を選択し，［新しいゾーン ウィザード］を起動してください。

3. ［新しいゾーン ウィザード］で，［次へ］ボタンをクリックしてください。
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4. ［ゾーンの種類］ページで，［スタブ ゾーン］オプションを選択してから，次のどちらかを実行

してください。

◦ Windows の Active Directory Integration 機能を使わずにスタブゾーンを設定するには，

［次へ］ボタンをクリックしてください。

◦ Windows の Active Directory Integration 機能を使ってスタブゾーンを設定するには，次の

操作をしてください。

1. ［Active Directory にゾーンを格納する］オプションを選択してから，［次へ］ボタンをク

リックしてください。

2. ［Active Directory ゾーン レプリケーション スコープ］ページで，ネットワークを通し

て DNS データをレプリケーションする方法のオプションを選択し，［次へ］ボタンをクリッ

クしてください。

5. ［ゾーン名］ページの［ゾーン名］フィールドで，HCP システムの完全修飾ドメイン名を入力し

てから，［次へ］ボタンをクリックしてください。
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6. ［マスタ DNS サーバー］ページで，マスタネームサーバとして登録したい HCP ストレージノー

ドごとに，次の操作をしてください。

a. ＜ここをクリックして IP アドレスまたは DNS 名を追加してください＞フィールドに，ノー

ドのフロントエンドの IP アドレスを入力してください。

サーバー FQDN フィールドに＜解決できません＞と表示された場合も，問題ありません。

b. すべてのノードのフロントエンドの IP アドレスを入力し，入力が完了したら［次へ］ボタ

ンをクリックしてください。
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7. ［完了］ボタンをクリックしてください。

8. HCP スタブゾーンが DNS マネージャウィンドウのゾーン階層に現れます。

次の画面が表示された場合は，［操作］メニューの［ 新の情報に更新］をクリックすると設定

した情報が表示されます。
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Unix での HCP スタブゾーンの設定

Unix の BIND では，ゾーンが統合 DNS サーバの/etc/named.confファイルに定義されます。

ユーザは，スタブゾーンの定義で次の項目を指定します。

四つの登録済みマスタネームサーバのある，hcp-ma.example.comという名前の HCP システム

のスタブゾーンを定義するゾーン文のサンプルを示します。

• ユーザがスタブゾーンを定義しているサブドメインの完全修飾ドメイン名

• ゾーンタイプ

• DNS クエリの結果をより早く検索するためのキャッシュに使用するファイルの名称

• スタブゾーンのマスタネームサーバの IP アドレスのリスト（HCP システムでは，フロントエ

ンドの IP アドレスを使用します）

zone “hcp-ma.example.com IN {
    type stub;
    file /var/named/stub/hcp-ma.example.com”;
    masters {192.168.210.15;192.168.210.16;192.168.210.17;192.168.210.18;};
}

(2)　HCP サブドメインをフォワードゾーンで設定する場合の DNS のセットアップ

HCP サブドメインをフォワードゾーンで設定する場合の DNS のセットアップ方法について説明

します。

Windows での委任の設定

Windows で HCP の委任を設定するために，DNS 管理コンソールを使用します。このセクションで

は，Windows Server 2008 R2 での GUI 設定手順を示します。Windows Server 2003 での手順も基

本的には同じです。

ここでは，次の操作をしてください。

1. Windows のコントロールパネルで，［管理ツール］をダブルクリックしてください。［管理ツー

ル］ウィンドウが開きます。

2. ［管理ツール］ウィンドウで［DNS］をダブルクリックすると，DNS 管理コンソールが開きま

す。

DNS 管理コンソールは，企業ドメインのゾーン階層を示します。

3. ゾーン階層の［前方参照ゾーン］を開き，HCP 委任を作成したいゾーンの下で，ドロップダウ

ンメニューを開いてください。

4. ドロップダウンメニューで，［新しい委任］を選択してください。
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5. ［新しい委任ウィザード］で，［次へ］ボタンをクリックしてください。

6. ［委任されたドメイン］のフィールドで，HCP のシステム名を入力してください。その際，ドメ

イン名を含まないでください。例えば，システム名が hcp-maであり，ドメイン名が

example.comである場合，hcp-maだけを入力してください。

ウィザードは，自動的に［完全修飾ドメイン名］フィールドに書き込まれます。
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7. ［次へ］ボタンをクリックしてください。

8. 各 HCP ノードをネームサーバとして選択する場合は，［新しい委任ウィザード］で，［追加］ボ

タンをクリックしてください。

9. ［新規ネームサーバーレコード］の［サーバの完全修飾ドメイン名］フィールドに HCP ノード

の完全修飾名を入力し，＜ここをクリックして IP アドレスを追加してください＞フィールド

に，ノードのフロントエンドの IP アドレスを入力してください。
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10.［OK］ボタンをクリックすると，［新しい委任ウィザード］の［ネームサーバー］リストに追加

され，HCP ノードをネームサーバとして選択できます。

11. 手順 8 から手順 10 を繰り返し，ネームサーバを追加します。

12. ネームサーバを追加したら，［次へ］ボタンをクリックしてください。

13.［完了］ボタンをクリックしてください。
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HCP 委任が DNS 管理コンソールのゾーン階層に現れます。

(3)　Unix での HCP フォワードゾーンの設定

Unix の BIND では設定がゾーンファイルと呼ばれるファイルに保管されます。ゾーンファイルは

ドメイン名からそのドメインネームサーバの IP アドレスへのマッピングを含んでいます。ファイ

ル中の各マッピングの行はネームサーバ（NS）レコードと呼ばれます。

サブドメインの NS レコードを含んでいるゾーンファイルは，フォワードゾーンファイルと呼ばれ

ます。HCP のフォワードゾーンファイルは NS レコードとネームサーバとして記録したいノード

の A レコードを含んでいなくてはなりません。

次の例は，ドメイン名 example.comと hcp-maという名前の HCP システムを持っている企業の，

フォワードゾーンファイルの NS レコードと A レコードです。四つの NS レコードが HCP の完全

修飾名を各 hcp ノードの名前にマップします。四つの A レコードがノード名の一つをそのノード

のフロントエンド IP アドレスにマップします。

hcp-ma.example.com. IN NS hcp-node-001
hcp-ma.example.com. IN NS hcp-node-002
hcp-ma.example.com. IN NS hcp-node-003
hcp-ma.example.com. IN NS hcp-node-004
hcp-node-001 IN A 192.168.140.11
hcp-node-001 IN A 192.168.140.12
hcp-node-001 IN A 192.168.140.13
hcp-node-001 IN A 192.168.140.14

2.4.3 設定の検証

ユーザは HCP のゾーンが Windows のコマンドプロンプト画面または Unix のシェルから適切に

動作することを検証できます。どちらの場合でも使用できる環境に応じて，ユーザは digまたは

nslookupコマンドを使用します。コマンドの構文を次に示します。

dig|nslookup (admin|nfs|cifs|www).hcp-name.domain-name

このコマンドの対象者は，すべての HCP ストレージノードの IP アドレスリストに記載されている

べきです。

システムを構築する 45

運用ガイド



10 ノードのうち 6 ノードがゾーンのマスタネームサーバとして登録されている例を，次に示しま

す。

# nslookup www.hcp-ma.example.com
Server: adc1850.example.com
Address: 192.168.80.45
Name: www.hcp-ma.example.com
Addresses: 192.168.210.11, 192.168.210.12, 192.168.210.13, 192.168.210.14, 
192.168.210.15, 192.168.210.16, 192.168.210.17, 192.168.210.18, 192.168.210.19, 
192.168.210.20

ユーザが期待したノードリストを確認できない場合，ゾーンは正しく定義されていないことになり

ます。

2.5 syslog ログ記録を設定する
HCP は，システムログメッセージを一つ以上の syslog サーバに送信できます。これを行う場合，

ユーザの syslog 環境内のツールを使って，メッセージのソート，特定のイベントへのクエリ，また

はモバイル装置へのエラーメッセージの転送などの機能を実行できます。テナントレベル管理者

は，syslog サーバに送信されるシステムログメッセージにテナントログメッセージを含めることを

選択できます。

2.5.1 syslog サーバに送信されるログメッセージ

イベントに関するシステムログメッセージごとに，HCP は次の情報を指定の syslog サーバに送信

します。

• システムログエントリには，固有の ID。

• メッセージセグメント番号。1,024 文字を超えるメッセージは，二つ以上のメッセージに分割さ

れ，そのすべてが同一のログエントリ ID を持ちます。これらのメッセージセグメントには，

初のセグメントが 0（ゼロ）から始まる連続した番号が割り当てられます。

HCP は，一つのログメッセージにつき 大 100 セグメント，合計 102,400 文字を送信します。

これを超えるテキストは送信できません。

• イベント ID

• イベントが発生したシステム時間

• イベントの重要度

• イベントが発生したノードの IP アドレスと ID

• イベントが関係するボリューム ID（特定の論理ボリュームに関係する場合）

• イベントを発生させたユーザ名とユーザ ID

• メッセージの全文

送信するログメッセージの重要度レベルは選択できます。また，セキュリティイベント（無効なユー

ザ名によるシステム管理コンソールへのログイン）とコンプライアンスイベントに関するメッセー

ジを送信するかしないかも選択できます。コンプライアンスイベントはネームスペースレベルで発

生するため，そのメッセージが syslog サーバに送信されるのは，テナントレベルで syslog ログ記録

が有効になっている場合だけです。

メモ：

システムログメッセージは，syslog サーバへ送信できない場合があります。これは，syslog プ

ロトコルがデータ送信に UDP を使用するためです。
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2.5.2 syslog ログ記録の有効化

HCP で syslog によりログメッセージを送信するには，一つ以上の syslog サーバの IP アドレスを指

定してください。複数のサーバを指定すると，HCP はログメッセージをこれらのすべてのサーバに

送信します。

システム管理コンソールの［Syslog］ページで，syslog 経由のログ記録を設定します。また，この

ページを使って，指定する syslog サーバへの接続をテストします。

［Syslog］ページを表示するには，次の手順に従ってください。

1. システム管理コンソールのトップレベルメニュー内の［Monitoring］の上にマウスカーソルを

置き，セカンダリメニューを表示してください。

2. セカンダリメニュー内の［Syslog］をクリックしてください。

ロール：

［Syslog］ページを表示するユーザは，ユーザアカウントに Monitor ロール，Administrator
ロール，または Security ロールが付与されている必要があります。また，syslog ログ記録を設

定し，syslog サーバへの接続をテストするユーザは，ユーザアカウントに Administrator ロー

ルまたは Security ロールが付与されている必要があります。

ログメッセージを syslog サーバへ送信するように HCP を設定するには，［Syslog］ページで次の操

作をしてください。

• syslog 設定を指定してください。

◦ syslog 設定を指定してください。

◦ コンプライアンスイベントに関するログメッセージを含めるには，［Send compliance
events］オプションを選択してください。

◦ セキュリティイベントに関するログメッセージを含めるには，［Send security events］オプ

ションを選択してください。

◦ ［Send log messages at this level or higher］フィールドで，指定された syslog サーバに送

信するメッセージの重要度を選択してください。

・［OFF］を選択すると，HCP はログメッセージを送信しません。

・［NOTICE］を選択すると，重要度が Notice，Warning，または Error のメッセージを送

信します。

・［WARNING］を選択すると，重要度が Warning または Error のメッセージだけを送信し

ます。

・［ERROR］を選択すると，重要度が Error のメッセージだけを送信します。

その後，［Update Settings］ボタンをクリックしてください。

補足：

変更内容を登録する前に，「2.5.3 syslog 接続のテスト」に記述されているように，指定さ

れた syslog サーバへの接続をテストできます。

• 一つ以上の syslog サーバの IP アドレスを指定してください。それぞれの IP アドレスについ

て，次の操作をしてください。

1. ［Syslog Server IP Addresses］フィールドに，IP アドレスを入力してください。必要な場合，

IP アドレスの後にコロンとポート番号を入れてください。ポート番号を省略すると，HCP は

ポート番号 514 を使用します。

このリスト内の各エントリは，必ず IP アドレス一つにしてください。IP アドレスレンジやコン

マで区切ったリストは，ここでは無効です。

2. ［Add］ボタンをクリックしてください。
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IP アドレスがフィールドの下側のリストに移動します。

リストから IP アドレスを削除するには，対象の IP アドレスの削除コントロール（ ）をクリッ

クしてください。リストからすべての IP アドレスを削除するには，［Delete All］ボタンをクリッ

クしてください。

2.5.3 syslog 接続のテスト

［Syslog］ページに表示される IP アドレスを持つ syslog サーバへは，接続をテストできます。接続

をテストすると，HCP はターゲットの IP アドレスにメッセージを送信します。接続が正常である

ことを確認するには，所有する syslog ツールを利用してメッセージが到着したことを確認してくだ

さい。

HCP が syslog サーバに送信するメッセージの重要度は［Notice］です。したがって，メッセージ

が正常に送信されるためには，送信するメッセージの重要度を［Notice］に設定してください。

指定された syslog サーバへの接続をテストするには，次の操作をしてください。

1. ［Syslog］ページで，［Test］ボタンをクリックしてください。HCP は次のメッセージを syslog
サーバに送信します。

User username sent system log test message.（ユーザ<ユーザ名>がシステムログテ

ストメッセージを送信しました。）

2. 確実にメッセージが到着しているかどうか，各 syslog サーバを確認してください。

syslog サーバがメッセージを受信していない場合は，次のことを確認してください。

• 指定したターゲット IP アドレスが正しいか

• ターゲット IP アドレスを正常に ping できるか

問題の原因を特定できない場合，お問い合わせ先まで連絡してください。

2.6 システム管理コンソールでチャージバックレポートを
作成する

HCP システム管理コンソールでチャージバックレポートを作成できます。チャージバックレポー

トには，テナントとそのネームスペースに関する現在および過去の統計値が，時間単位で記載され

ます。

チャージバックレポートはシステムを分析するための優れた情報源であるため，ストレージと帯域

幅の割り当てを利用パターンに基づいて調整できます。このレポートは，テナントまたはネームス

ペースの単位で容量と帯域幅の利用状況に応じた費用の決定に必要な，請求アプリケーションの入

力としても使用できます。

チャージバックレポートは HCP のテナントとネームスペースだけを対象としています。デフォル

トテナントとデフォルトネームスペースは対象外です。

2.6.1 チャージバックレポートについて

チャージバックレポートには，システムで定義された HCP テナントごとに集計したネームスペー

スの統計値が記載されています。例えば，あるレポートの作成期間中のあるテナントの読み取り総

数は，そのテナントが所有するすべてのネームスペースで，その期間中に発生した読み取りが成功

した総数です。
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チャージバックレポートには，HCP システム全体で集計した HCP テナント統計値も記載されてい

ます。例えば，あるレポートの作成期間中のシステムの読み取り総数は，システムの各 HCP テナ

ントが所有するネームスペースの，その期間中に発生した読み取りが成功した総数です。チャージ

バックレポートのシステム統計値には，デフォルトテナントまたはデフォルトネームスペースは考

慮されていません。

HCP テナントがシステムレベルのユーザ管理権限で自分自身にアクセスする権限を与えた場合，

チャージバックレポートに，そのテナントが所有する個々のネームスペースごとの統計値が記載さ

れます。

チャージバックレポートをシステム管理コンソールで作成した場合，CSV 形式となります。レポー

トの各行には，あるレポートの作成期間中の，一つのネームスペース，一つのテナント，または

HCP システム全体の値が記載されます。

チャージバックレポートの行は，テナント名のアルファベット順に表示されます。レポートにある

テナントが所有するネームスペースがある場合，テナントの行の下にネームスペースがアルファ

ベット順で表示されます。HCP システムの行はレポートの 後です。テナント，ネームスペース，

またはシステムの行が複数の場合，発生した順に表示されます。

チャージバックデータの収集方法については，「2.6.2 チャージバックレポートの作成」を参照して

ください。チャージバックレポートの内容については，「2.6.3 チャージバックレポートの内容」を

参照してください。

ロール：

チャージバックレポートを作成する場合，ユーザアカウントに Monitor ロールまたは

Administrator ロールが必要です。

2.6.2 チャージバックレポートの作成

システム管理コンソールの［Chargeback］ページでチャージバックレポートを作成します。この

ページから，1 時間または 1 日単位のレポートを次のとおり作成できます。

• 1 時間単位のレポートには，直近の 1 時間の統計値と，現在時刻まで累積された統計値が掲載さ

れます。例えば，2:30:15 p.m にレポートを要求した場合，1:00:00 p.m.から 1:59.59 p.m.の期

間の 1 組の統計値が掲載され，また 2:00:00 p.m.から 2:30:15 p.m.の期間で別の 1 組の統計値が

掲載されます。

• 1 日単位のレポートには，直近の 1 日の統計値と，現在日まで累積された統計値が掲載されま

す。例えば，10 月 7 日の 2:30:15 p.m にレポートを要求した場合，10 月 6 日の 00:00:00 から

23:59:59 の期間の 24 組の統計値が掲載され，また 10 月 7 日の 00:00:00 から 2:30:15 p.m.の期

間の 15 組の統計値が掲載されます。

補足：

HCP 管理 API を使用すると，さらに長い期間を対象とするチャージレポートを XML，
JSON，または CSV 形式で作成できます。これにより，一定間隔でチャージバックレポートを

作成して，そのレポートを請求システムに渡すアプリケーションを作成できます。

チャージバックレポートを作成するには

1. システム管理コンソールの 上位メニューで，［Monitoring］上にマウスを置いてセカンダリメ

ニューを表示します。

2. セカンダリメニューで，［Chargeback］をクリックしてください。

3. ［Chargeback］ページで，［Hourly Chargeback Report］,［Daily Chargeback Report］または

［Monthly Chargeback Report］をクリックして（規定どおり），レポートをダウンロードする

ブラウザ固有オプションを選択します。
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デフォルトでは，ダウンロードされたレポートファイルの名前は Hourly-Chargeback-
Report.csv，Daily-Chargeback-Report.csv または Monthly-Chargeback-Report.csv のどれか

です（該当する場合）。

2.6.3 チャージバックレポートの内容

チャージバックレポートの 1 行目には，次に続く行の値に対する識別子が書かれています。次の表

で，それぞれの値について説明します。また，ある時点（P）の値であるか，動的（D）な値である

かを示します。

表 2-3 チャージバックレポートの内容

識別子 タイプ 値

systemName － 次のどれかです。

• その行の統計値セットが適用されるネー

ムスペースを所有するテナントを含む

HCP システムの DNS 名

• その行の集計した統計値セットが適用さ

れるテナントを含む HCP システムの

DNS 名

• その行の集計した統計値セットが適用さ

れる HCP システムの DNS 名

tenantName N/A 次のどちらかです。

• その行の統計値セットが適用されるネー

ムスペースを所有するテナントの名前

• その行の統計値セットが適用されるテナ

ントの名前

システム全体の統計値が書かれた行には，この

フィールドの値はありません。

namespaceName N/A その行の統計値セットが適用されるネームス

ペースの名前です。

テナントまたはシステム全体の統計値が書か

れた行には，このフィールドの値はありませ

ん。

startTime N/A その行の統計値セットに対するレポート作成

期間の開始時間。次の形式で書かれています。

yyyy-MM-dd hh:mm:ss
hh には 24 時間形式の時間が出力されます。

endTime N/A その行の統計値セットに対するレポート作成

期間の終了時間。startTime 値に使用された

形式と同じ形式で書かれています。

objectCount P 指定したテナントが所有するすべてのネーム

スペース，または HCP システムのすべての

HCP ネームスペースの内の，指定したネーム

スペースのオブジェクト数です。

ingestedVolume P 指定したネームスペース，指定したテナントが

所有するすべてのネームスペース，または

HCP システムのすべての HCP ネームスペー

スに追加される前の，格納済みデータとカスタ

ムメタデータの合計サイズ（バイト単位）で

す。

storageCapacityUsed P 指定したテナントが所有するすべてのネーム

スペース，または HCP システムのすべての

HCP ネームスペースの内の，指定したネーム
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識別子 タイプ 値

スペースに保存されたデータが占める総バイ

ト数です。これには，オブジェクトデータ，メ

タデータ，および適切な DPL を満たすために

必要な冗長データが含まれます。

bytesIn D レポート作成期間中に，指定したネームスペー

ス，指定したテナントが所有するすべてのネー

ムスペース，または HCP システムのすべての

HCP ネームスペースへの書き込みが成功した

総バイト数です。

bytesOut D レポート作成期間中に，指定したネームスペー

ス，指定したテナントが所有するすべてのネー

ムスペース，または HCP システムのすべての

HCP ネームスペースから読み取りが成功した

総バイト数です。

reads D レポート作成期間中に，指定したネームスペー

ス，特定したテナントが所有するすべてのネー

ムスペース，または HCP システムのすべての

HCP ネームスペースで実行された読み取り操

作が成功した総バイト数です。

writes D レポート作成期間中に，指定したネームスペー

ス，指定したテナントが所有するすべてのネー

ムスペース，または HCP システムのすべての

HCP ネームスペースで実行された書き込み操

作が成功した総バイト数です。

deletes D レポート作成期間中に，指定したネームスペー

ス，指定したテナントが所有するすべてのネー

ムスペース，または HCP システムのすべての

HCP ネームスペースで実行された削除および

パージ操作が成功した総バイト数です。

deleted N/A 次のどれかです。

TRUE
ネームスペースまたはテナントが，セッ

トの統計値が収集された後に削除されま

した。

FALSE
現在ネームスペースまたはテナントが存

在します。

INCLUDED
テナントまたは HCP システムの場合，そ

のセットの統計値には，後で削除された

一つ以上のネームスペースの値が含まれ

ます。

valid N/A その行の統計値セットの状態です。値は次の

可能性があります。

TRUE
HCP はそのセットのすべての統計値を

正常に収集しました。

FALSE
そのセットの統計値は，レポート作成期

間中に発生したすべてのアクティビティ

を反映しているわけではありません。例

えば，一つ以上のノードがこの期間中に

利用できない，ネットワークに障害が発
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生した，ほかのハードウェアに障害が発

生した，などの原因が考えられます。

2.7 システム管理コンソールの警告を確認する
システム管理コンソールは，システム状態を表示するために，［Overview］ページ，［Hardware］
ページ，［Storage Node］ページ，および［Tenants］ページでグラフィックとメッセージを使用し

ます。これらのグラフィックは警告と呼ばれ，システムの特定の要素を表します。警告は，要素に

問題ない，または問題が存在する，のどちらかを示すことができます。

警告は［Storage/Search Node］ページにテキストで表示されます。警告が表示されるすべてのペー

ジでは，警告の上にマウスを合わせると，テキストが表示されます。

ここでは，コンソールの各ページに表示される警告と，警告に伴って表示されるメッセージの一覧

を示します。また，警告が表示された場合の対応方法も説明します。

表 2-4 ［Overview］ページの警告

警告グラフィック メッセージ 説明

Hardware functioning properly HCP ハードウェアのすべてが正常

に機能しています。

System is starting HCP は起動中です。

High load or swap 一つ以上のノードで過負荷または

ページ切り替えが頻発しています。

お問い合わせ先まで連絡してくだ

さい。

Unavailable nodes 一つ以上のノードが利用できませ

ん。ノードの状態がいつのまにか

［available］から［Unavailable］
に変わったり，ノードが自動的に起

動しなかったりする場合，認定を受

けた HCP サービスプロバイダに

連絡してください。ノードは手動

で再起動しないでください。問題

の診断に必要な情報が失われる原

因となる場合があります。

Processor failure IPMI センサが，動作していないプ

ロセッサを含む一つ以上のノード

を検出しています。お問い合わせ

先まで連絡してください。

Power supply failure 一つ以上のノードで，電源が一つし

か動作していません。お問い合わ

せ先まで連絡してください。

Abnormal temperature IPMI センサが，温度値が推奨範囲

外の一つ以上のノードを検出して

います。詳細については，対象の

［Storage/Search Node］ページを

参照してください。

Broken fan IPMI センサが，ファン速度が推奨

範囲外のノードを一つ以上検出し
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ています。詳細については，対象の

［Storage Node］ページを参照して

ください。

Abnormal voltage IPMI センサが，電圧値が推奨範囲

外のノードを一つ以上検出してい

ます。詳細については，対象の

［Storage Node］ページを参照して

ください。

Back-end switch error 一つ以上のバックエンド・スイッチ

は，正常に稼動していません。お問

い合わせ先まで連絡してください。

Network error 一つ以上のネットワーク接続が動

作していません。システム内のす

べてのネットワーク接続を確認し

てください。正常に機能している

ようであれば，お問い合わせ先まで

連絡してください。

Storage device reporting errors 一つ以上の物理ドライブで障害が

発生しています。お問い合わせ先

まで連絡してください。

Maximum namespaces exceeded テナントのネームスペースの数は，

上限を超えています。ネームス

ペースを削除してください。

Maximum namespaces reached HCP システムで定められたネーム

スペースの上限数に達しています。

Storage usage is percent-used ストレージノードが管理するスト

レージの使用率が 85 パーセント

未満です。

Storage usage is percent-used ストレージノードが管理するスト

レージの使用率が 85 パーセント

以上です。HCP システムへのスト

レージ容量の追加を検討してくだ

さい。

Storage usage is percent-used ストレージノードが管理するスト

レージの使用率が 95 パーセント

以上です。HCP はこれ以上新規の

オブジェクトや，新規または置き換

え用カスタムメタデータを保存し

ません。ただし，メタデータの変更

は許可し続けます。

Data access failover ゼロコピーフェイルオーバが有効

になっている SAIN システムの場

合，ほかのノードが正常に管理され

ているストレージの管理下にノー

ドが引き継がれました。認定を受

けた HCP サービスプロバイダに

連絡してください。

Multipath degraded to one multipathing で設定された SAIN
システムの場合，ノードと外部スト

レージの間の物理接続が故障しま

した。認定を受けた HCP サービ

スプロバイダまで連絡してくださ

い。
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All operation-types operations
are disabled

示された種類の操作は現在許可さ

れていません。この警告は，システ

ム全体アクセス権限マスク内でア

クセス権限のどれかが無効になる

と表示されます。

An unrecoverable error has
occurred.

HCP 自身で修復できない障害が発

生しています。お問い合わせ先ま

で連絡してください。

All objects are intact HCP ポリシーではオブジェクトに

問題はありませんでした。

All metadata is intact オブジェクトメタデータの問題は

ありませんでした。

Metadata balancing. メタデータをより分散化するため，

HCP はオブジェクトのメタデータ

をノード間で移動中です。

Below metadata protection
level.Repairing...

一つ以上のオブジェクトが DPL
により必要とされるコピーの数を

保持していません。保護ポリシー

は問題修復処理中です。

Content verification repair
disabled

コンテンツ検証サービスは現在，破

損データを持つオブジェクトの

チェックまたは修複をしていませ

ん。この警告が表示されるのは，

［Content Verification］ページで

［Do not check and repair objects］
オプションが選択されている場合

です。

Replication link pending システムは，レプリケーションリン

クの要求をもう一つのシステムに

送って，レスポンスを待っている

か，またはシステムがレプリケー

ションリンクのリクエストを受け

取って，まだ返答していないかのど

ちらかです。

Replication link failure アウトバウンドのレプリケーショ

ンリンクが，期待どおりに機能して

いません。プライマリシステムと

レプリカの間のネットワーク接続

を確認してください。接続が正常

に機能しているようであれば，お問

い合わせ先まで連絡してください。

Replication link stalled レプリケーションリンクが予想外

に停止しました。プライマリシス

テムとレプリカの間でネットワー

クコネクションを確認してくださ

い。コネクションに問題がない場

合，お問い合わせ先まで連絡してく

ださい。

Replica storage almost full レプリカストレージスペースの

90%以上が使用されています。レ

プリカにストレージ容量を追加す

ることを検討してください。
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この警告が表示されるのは，プライ

マリシステムのシステム管理コン

ソールだけです。

Replica storage full (link
suspended)

レプリカストレージスペースは

94%使用されています。レプリカ

は，プライマリシステムからのレプ

リケーションデータ転送をこれ以

上処理できません。HCP は自動的

にレプリケーションリンク上の動

作を一時停止しました。

レプリカにストレージ容量を追加

してください。その後，レプリケー

ションリンク上の動作を再開して

ください。

この警告が表示されるのは，プライ

マリシステムのシステム管理コン

ソールだけです。

System auto-paused tenant(s)
from replication

HCP は，一つ以上の HCP テナン

トのレプリケーションを自動的に

一時停止しました。テナントごと

に，レプリケーションが一時停止さ

れる原因となった状態を修正して

ください。次にテナントのレプリ

ケーションを再開してください。

Front-end connection error 一つ以上のノードに対するフロン

トエンド接続がすべて使用できま

せん。このシステムが現在のレプ

リケーション元である場合，幾つか

のオブジェクトがレプリケーショ

ンされません。このシステムがレ

プリケーション先である場合，レプ

リケーション性能が低下します。

SSL server certificate expires
soon

SSL 証明書が 90 日以内に期限切

れになります。「2.2.4 」を参照して

新しい SSL サーバ証明書をインス

トールしてください。

SSL server certificate expires
soon

SSL 証明書が 30 日以内に期限切

れになります。「2.2.4 」を参照して

新しい SSL サーバ証明書をインス

トールしてください。

Replication certificates expire
soon

一つ以上の信頼されたレプリカ

サーバ証明書は，90 日以内に期限

切れになります。「2.2.4 」を参照し

てサーバ証明書を更新してくださ

い

Replication certificates expire
soon

一つ以上の信頼されたレプリカ

サーバ証明書は，30 日以内に期限

切れになります。「2.2.4 」を参照し

てサーバ証明書を更新してくださ

い

Expired replication certificates 一つ以上のレプリケーションサー

バ証明書期限切れが発生したため，

レプリケーションシステムは停止
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しました。「2.2.4 」を参照を参照し

てサーバ証明書を更新してくださ

い

表 2-5 ［Hardware］ページの警告

警告グラフィック メッセージ 説明

Storage failure ノードが管理する一つ以上の物理

ストレージデバイスが正常に機能

していません。お問い合わせ先ま

で連絡してください。

Multipath degraded multipathing 用に設定された

SAN 接続ストレージ専用のメッ

セージ。ノードと外部ストレージ

の間の物理接続が故障しました。

お問い合わせ先まで連絡してくだ

さい。

NIC failure 一つ以上の NIC が正常に機能して

いません。お問い合わせ先まで連

絡してください。

Temperature out of normal range IPMI センサは，温度値が高いまた

は低い（ただし危機的ではない）構

成要素を一つ以上検出しています。

［Storage Node］ページで温度値を

監視してください。正常値に戻ら

ない場合，お問い合わせ先まで連絡

してください。

Temperature critical IPMI センサは，温度値が危機的に

高いまたは低い構成要素を一つ以

上検出しています。ノードを

シャットダウンし，お問い合わせ先

まで連絡してください。

Power supply error ノードで正常に動作している電源

が一つだけです。お問い合わせ先

まで連絡してください。

Fan speed out or normal range IPMI センサは，推奨範囲より速い

または遅いファンを一つ以上検出

していますが，危機的ではありませ

ん。［Storage Node］ページでファ

ン速度を監視してください。正常

値に戻らない場合，お問い合わせ先

まで連絡してください。

Fan speed critical IPMI センサは，速度が危機的に速

いまたは遅いファンを一つ以上検

出しています。ノードをシャット

ダウンし，お問い合わせ先まで連絡

してください。

Voltage out of normal range IPMI センサは，電圧値が高いまた

は低い（ただし危機的ではない）構

成要素を一つ以上検出しています。

［Storage Node］ページで電圧値を

監視してください。正常値に戻ら

ない場合，お問い合わせ先まで連絡

してください。
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Voltage critical IPMI センサは，電圧値が危機的に

高いまたは低い構成要素を一つ以

上検出しています。ノードを

シャットダウンし，お問い合わせ先

まで連絡してください。

File system failure 一つ以上のファイルシステムに利

用可能な空き容量または inode が

ありません。お問い合わせ先まで

連絡してください。

Node problem ノードの負荷が高いか，ノードで高

い確率でページスワッピングが行

われています。お問い合わせ先ま

で連絡してください。

Node has been removed ノードが HCP システムから完全

に削除されました。後で HCP シ

ステムに追加するノードに，この

ノードのバックエンド IP アドレ

スを再利用できません。

表 2-6 ［Storage Node］ページの警告

警告グラフィック メッセージ 説明

Logical volume usage 警告を展開すると，ノードが管理す

る論理ボリュームのステータス，容

量，および使用領域が表示されま

す。

Core hardware is functioning
normally

ノードの負荷とページスワッピン

グ率は許容範囲内です。

Core hardware may need
attention

ノードに高い負荷がかかっている

か，ノードのページスワッピング率

が高くなっています。認定を受け

た HCP サービスプロバイダまで

連絡してください。

Node is not available ノードが使用できない理由は，次の

どれかです。

• ノードは起動しましたが，まだ

HCP 機能を実行できません。

• ノードは停止中のため，HCP
機能を実行できません。

• ノードは実行中でないか，また

は HCP システムの残りと通

信ができません。

Node has been removed ノードが HCP システムから完全

に削除されました。後で HCP シ

ステムに追加するノードに，この

ノードのバックエンド IP アドレ

スを再利用できません。

Multipath degraded multipathing で設定された SAN
接続ストレージの場合だけ，ノード

と外部ストレージの間の物理接続

に障害が発生しました。認定を受

けた HCP サービスプロバイダま

で連絡してください。
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file-system-count file systems on
storage-device-count devices

ノードは一つ以上のファイルシス

テムを持ち，それらのファイルシス

テムは一つ以上の物理ストレージ

デバイスにマッピングされていま

す。

bad-storage-device-count of
storage- device-count storage
devices are not functioning
correctly

ノードが管理する一つ以上の物理

ストレージデバイスは正常に機能

していません。お問い合わせ先ま

で連絡してください。

All IPMI sensors report normal
operation

IPMI が監視する構成要素はすべ

て正常に機能しています。

sensor-count IPMI sensors are
indicating problems

示された数の IPMI センサが，ノー

ド内に一つ以上の問題を検出して

います。詳細については，IPMI 詳
細を確認してください。

No IPMI status is available ノードは IPMI センサを含みませ

ん。

All network interfaces are
functioning properly

ノード内のすべての NIC は正常に

機能しています。

bad-interface-count of interface-
count network interfaces are not
functioning properly

ノード内の一つ以上の NIC が正常

に機能していません。お問い合わ

せ先まで連絡してください。

All file-system-count file systems
have sufficient space and inodes

ノード上のすべてのファイルシス

テムは，追加オブジェクトを保存す

るために利用可能なスペースと

inode を持ちます。

bad-file-system-count of file-
system- count file systems are
running out of space or inodes

一つ以上のファイルシステムのス

ペースまたは inode がこれ以上利

用できません。お問い合わせ先ま

で連絡してください。

表 2-7 ［Tenants］ページの警告

警告グラフィック メッセージ 説明

Soft quota exceeded HCP テナント専用のメッセージ。

HCP テナントが所有するすべての

HCP ネームスペースで使用中の容

量が，HCP テナントに対して設定

されたソフト Quota を超過してい

ます。テナントレベル管理者に連

絡し，HCP テナントのハード

Quota を増加してもらってくださ

い。

Tenant with DPL 1 namespaces
that are not replicating

HCP テナントの場合，そのテナン

トは，DPL が 1 でかつレプリケー

ションされていない一つ以上の

ネームスペースを所有しています。

保存したデータが確実に保護され

るように，DPL が 1 のすべての

HCP ネームスペースをレプリケー

ションしてください。
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Tenant may have directories that
are not being replicated

デフォルトテナントの場合，そのデ

フォルトネームスペースは，DPL
が 1 でかつデフォルトネームス

ペース内のディレクトリの一つ以

上がレプリケーション中です。デ

フォルトネームスペースの DPL
が 1 の場合，そのデフォルトネー

ムスペース内のすべてのディレク

トリは，保存データを保護するため

にレプリケーションしてください。

Receiving replication - read only HCP テナント専用のメッセージ。

テナントはレプリケーションリン

クの受信側にあるため，テナントは

読み取り専用です。

Tenant has broken-object-count
irreparable objects

テナントが所有する一つ以上の

ネームスペースに修復不可能なオ

ブジェクトが含まれています。お

問い合わせ先まで連絡してくださ

い。

Tenant tenant-name has
irreparable-object-count
irreparable objects

テナントが持つ一つ以上のネーム

スペースに示された数の回復でき

ないオブジェクトがあります。お

問い合わせ先にご連絡ください。

Tenant tenant-name has
irreparable-object-count
irreparable objects and
unavailable-object-count
unavailable objects

テナントが持つ一つ以上のネーム

スペースに示された数の回復でき

ないオブジェクト，利用できないオ

ブジェクトがあります。お問い合

わせ先にご連絡ください。

Namespace quota exceeded テナントのネームスペースの数は，

Quota で設定した上限を超えてい

ます。

Namespace quota reached テナントのネームスペースの数は，

Quota で設定した上限に達してい

ます。

2.8 ゼロコピーフェイルオーバを使用する
HCP システムでのゼロコピーフェイルオーバは，故障したノードが管理していたストレージを，別

のノードが自動的に引き継ぐ処理です。ゼロコピーフェイルオーバを使うには，ストレージを正し

く構成し，HCP システム設定でゼロコピーフェイルオーバを有効にしてください。

参考 ゼロコピーフェイルオーバが適用されるのは，ストレージノードだけです。

ここでは，ゼロコピーフェイルオーバをサポートするのに必要なストレージセットアップを説明し，

さらにゼロコピーフェイルオーバがどのように動作するのかを説明します。

2.8.1 ゼロコピーフェイルオーバとは

正常な状況では，クロスマッピングされたペアの各ノードは，自身へプライマリマッピングを持つ

論理ボリュームを管理します。ただし，ゼロコピーフェイルオーバが有効になっている場合に片方
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のノードが使用できなくなると，もう一方のノード（ピア）がボリューム管理を引き継ぎます。一

方のノードがもう一方のノードからストレージ管理を引き継ぐことをフェイルオーバと呼びます。

使用できなくなったノードが HCP システムに復帰すると，そのノードは自身の論理ボリューム管

理を再開します。これをフェイルバックと呼びます。

フェイルオーバ時にシステム管理コンソールに表示される情報

フェイルオーバが発生すると，利用不可能になったノードに関連づけられている論理ボリュームは

初，システム管理コンソールの［Hardware］ページで初期化状態（ ）を示すグラフィックと

して表示されます。ピアが論理ボリュームを引き継ぐと，このグラフィックはピアの表示行へ移動

し，利用可能を示すグラフィックに変わります（ ）。

フェイルオーバ中の論理ボリュームがある間は，［Overview］ページに次に示す警告が表示されま

す。

Data access failover

［Overview］ページに表示される警告（Alerts）の詳細については，「2.7 システム管理コンソール

の警告を確認する」を参照してください。

フェイルオーバ時にデータアクセスが不可能となる時間

論理ボリュームがフェイルオーバ中は，その論理ボリュームに保存されているデータは一時的に使

用できない状態になります。ボリュームを管理していたノードがシステム管理コンソールからの

シャットダウンにより使用できなくなった場合は， 長で 5 分の間データにアクセスできなくなり

ます。

その他の理由でノードが使用できなくなった場合（例えば，ノードとストレージアレイの間の物理

パスがすべて切断されたり，ノード自体に障害が発生した場合）は，きわめて長い時間，データに

アクセスできない状態が続きます。データアクセスが不可能になる時間は，次の要因の影響を受け

ます。

• 論理ボリュームの数

• 論理ボリュームの合計サイズ

• 論理ボリュームに保存されているオブジェクトの数

• ノードが使用できなくなったときに生じていたデータストレージアクティビティの量

ノード再起動時にデータアクセスが不可能となる時間

システム管理コンソールからノードの再起動を実行すると，そのノードに管理されているストレー

ジは，再起動処理のうちのシャットダウン段階で，ピア（ペアのもう一方のノード）にフェイルオー

バします。このフェイルオーバ処理は，再起動中のノードがシャットダウン処理を完了させる前に

終了します。フェイルオーバによりデータにアクセスできなくなる時間は 長で 5 分です。

ノードが回復したときは，フェイルバック処理のために，再起動に要する時間は 15～30 秒長くな

ります。フェイルバックによりデータにアクセスできなくなる時間は 長で 5 分です。

データ保護メカニズム

ゼロコピーフェイルオーバでは，ピアグループ内の二つのノードが互いのストレージを誤って上書

きするのを防止するため，データ保護メカニズムが使用されます。データ保護メカニズムを使用す

るには，すべてのストレージパスがアクセス可能になっている必要があります。データ保護メカニ

ズムは，ペア内のノードがストレージボリュームをマウントまたはアンマウントするときに使用さ

れます。データ保護メカニズムが使用されるのは次のようなときです。
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• ノードの起動時

• ノードの停止時

• ノードがピアからストレージ管理を引き継ぐとき（フェイルオーバ）

• ノードが管理中のストレージの制御を解放するとき（フェイルバック）

これらの状態でないときは，データ保護メカニズムへのアクセスを確実にするため，ノードとスト

レージアレイの間の二つのパスが利用可能になっている必要があります。どちらかのパスが利用で

きない場合，ノードは利用不可能状態になることで，データの安全を保証します。

パスが利用不可能になった場合，影響を受けているノードを開始または停止する前に原因を突き止

め，修複してください。

フェイルオーバと物理パスの利用不可

ノードとストレージアレイ間の物理パスが利用できなくなった場合，正常に処理を継続します。そ

のノードに対する二つ目のパスが利用できなくなった場合に 初のパスがまだ利用できないとき

は，そのノードは利用できなくなり，フェイルオーバが発生します。

そのノードを利用できるようにして論理ボリュームのフェイルバックを行うためには，そのノード

を再起動する前に両方のパスを修復する必要があります。どちらかのパスが利用できない場合でも

そのノードは利用できません。

ストレージのフェイルオーバを管理するノードにパスの利用不可があり，そのピアが利用できない

場合，正常に処理は継続します。しかし，そのピアがサービスを開始し，ストレージが元に戻った

場合，パスの利用不可があるノードは利用できなくなり，次に示すように別方向にフェイルオーバ

が発生します。

1. ノード A に障害が発生します。

2. ノード A のストレージからノード B にフェイルオーバを実施します。

3. ノード B の一つのパスの利用ができません。

4. ノード A がサービスを開始します。

5. ノード A のストレージからノード B にフェイルバックを実施します。

6. ノード B が利用できなくなります。

7. ノード B のストレージがノード A にフェイルオーバを実施します。

2.8.2 ストレージの設定

HCP システムでは，それぞれのノードは物理接続と論理接続の両方でストレージに接続されていま

す。物理接続は，ファイバーチャネルのケーブルで確立されたパスを使用します。論理接続は，ス

トレージアレイの各論理ボリュームと各ノードとのマッピングを使用します。

物理パス

HCP システムでは，各ノードはストレージアレイへの物理パスを二つ持ちます。これを

multipathing と呼びます。次の図の下部に A と B の二つのノードを示します。それぞれのノード

は上部のストレージアレイへマルチパス接続されています。
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マッピング

ゼロコピーフェイルオーバをサポートするには，ストレージアレイ内の論理ボリュームとノードが

クロスマッピングされている必要があります。クロスマッピングでは，一つのノード（A）にマッ

ピングされる各論理ボリュームが，ピアノードと呼ばれる同じペア内のもう一方のノード（B）に

もマッピングされる必要があります。ノード A へのマッピングは論理ボリュームに対するプライ

マリマッピングで，ノード B へのマッピングはスタンバイマッピングです。同様に，ノード B への

プライマリマッピングを持つ各論理ボリュームは，ノード A へのスタンバイマッピングも持つ必要

があります。

次の図に，ストレージアレイ内の 2 組の論理ボリュームが A と B の二つのノードにマッピングされ

ている例を示します。各ノードのプライマリマッピングを青色で示します。セカンダリマッピング

を赤色で示します。
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3
テナントおよびネームスペースを管理する

ここでは，テナントおよびネームスペースを管理するために必要な作業について説明します。

r 3.1 テナントを管理する

r 3.2 ネームスペースを管理する

r 3.3 テナントのユーザアカウントを設定する

r 3.4 テナント管理コンソールでチャージバックレポートを作成する

r 3.5 テナント管理コンソールの警告を確認する
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3.1 テナントを管理する
テナントを作成するに当たり必要となる作業を次に示します。記載された順に作業を実施してくだ

さい。

なお，デフォルトテナントおよびデフォルトネームスペースは使用しないでください。

• テナントを作成する

• テナントレベル管理者のユーザアカウントでログインし，パスワードを変更する

• テナントレベル管理者の情報を設定する

• テナント管理コンソールへのアクセスについて設定する

• HCP システムレベル管理者にテナント管理コンソールへのアクセス権限を設定する

• HCP 管理 API からテナントへのアクセスについて設定する

また，HCP の運用を開始したあとに発生したトラブルへの対応としてテナントに対して次の作業が

必要となることがあります。

• テナントを変更する

• テナントセキュリティ管理者のパスワードをリセットする

それぞれの詳細な手順を次に説明します。

3.1.1 テナントを作成する

テナントを作成する手順を説明します。

1. システム管理コンソールのメニューから，［Tenants］を選択します。

［Tenants］ページが表示されます。

2. ［Tenants］ページで，［Create Tenant］をクリックします。

［Create Tenant］パネルが表示されます。

3. ［Create Tenant］パネルで，次の内容を設定します。次の内容以外はデフォルトのままとして

ください。

◦ ［Tenant Name］に，テナント名を指定してください。

◦ ［Username］フィールドに，テナントレベル管理者のユーザアカウントのユーザ名を指定し

てください。

◦ ［Password］フィールドに，テナントレベル管理者のユーザアカウントのパスワードを指定

してください。

◦ ［Confirm Password］フィールドに，テナントレベル管理者のユーザアカウントのパスワー

ドを，もう一度指定してください。

◦ ［Hard Quota］フィールドに，テナントが利用するストレージの容量を指定してください。

◦ ［Namespace Quota］フィールドに，テナントに作成できるネームスペース数の上限値を指

定してください。HVFP と連携している場合は，ファイルシステムに対応するネームスペー

ス数に 1 を足した数以上の値を指定する必要があります。

◦ ［Retention Mode Selection］オプションのチェックボックスを選択して，ネームスペースの

作成時に保管モードを選択できるようにしてください。

◦ ［Versioning］オプションのチェックボックスを選択して，バージョン管理を有効にしてく

ださい。

◦ ［Search］オプションのチェックボックスのチェックを外して，検索機能を無効にしてくだ

さい。
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◦ ［Service Plan Selection］オプションのチェックボックスのチェックを外して，サービスプ

ランを無効にしてください。

◦ レプリケーション機能を使用している場合は［Replication］をチェックします。

また，［Soft Quota］フィールドの値が，85%となっていることを確認してください。

4. ［Create Tenant］ボタンをクリックします。

テナントが作成されます。

3.1.2 テナントレベル管理者のユーザアカウントでログインし，パスワード
を変更する

テナント作成後，初めてテナント管理コンソールにログインする場合，テナント作成時に指定した

テナントレベル管理者のユーザアカウントを使用します。初回のログイン時には，パスワードの変

更を求められるため，その変更手順についても説明します。

1. 「3.1 テナントを管理する」で作成した，テナントレベル管理者のユーザアカウントで，テナン

ト管理コンソールにログインします。

パスワードの変更画面が表示されます。

2. 表示された画面で，パスワードの情報を指定します。

次の情報を指定してください。

◦ ［Existing password］フィールドに，現在のテナントレベル管理者のパスワードを指定して

ください。

◦ ［New password］フィールドに，テナントレベル管理者の新しいパスワードを指定してくだ

さい。

◦ ［Confirm new password］フィールドに，テナントレベル管理者の新しいパスワードをもう

一度指定してください。

3. ［Update Password］ボタンをクリックします。

テナントレベル管理者のパスワードが変更され，テナント管理コンソールが表示されます。

3.1.3 テナントレベル管理者の情報を設定する

テナントレベル管理者の情報設定について説明します。テナント管理コンソールの［Users］ペー

ジで，次の内容を設定します。

• 氏名の追加

テナントレベル管理者の氏名を設定します。

• ログイン時の認証方法の確認

ログイン時の認証はローカル認証だけをサポートしているため，正しく設定されているか確認し

ます。

• ロールの変更

ネームスペースを作成するためには，テナントレベル管理者に特定のロールを与える必要があり

ます。

1. テナント管理コンソールで，［Security］にマウスカーソルを置くと表示されるメニューから，

［Users］を選択します。

［Users］ページが表示されます。

2.
［Users］ページで，テナントレベル管理者の左横にある，編集コントロール（ ）をクリック

します。
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［Edit User Account］ウィンドウが表示されます。

3. ［Edit User Account］ウィンドウで，次の内容を設定します。次の内容以外はデフォルトのまま

としてください。

◦ ［Full Name］フィールドに，テナントレベル管理者の氏名を指定してください。

◦ ［Roles］セクションで，次のロールのチェックボックスを選択してください。

［Monitor］，［Administrator］，［Security］，［Compliance］

4. ［Update User Account］ボタンをクリックします。

設定した内容が反映されます。

5. ［Close］ボタンをクリックします。

［Edit User Account］ウィンドウが閉じます。

3.1.4 テナント管理コンソールへのアクセスについて設定する

テナント管理コンソールへのアクセスについて説明します。テナント管理コンソールの［Console
Security］ページで，次の内容を設定します。

• テナント管理コンソールへアクセスできる IP アドレス

テナント管理コンソールでは，指定した IP アドレスのアクセスを許可，または拒否できます。

• ユーザアカウントの有効期間

設定した日数を過ぎると，ユーザアカウントは自動的に無効になります。

保守用のユーザアカウントが無効になるのを防ぐため，0 日（無期限）とする必要があります。

• ユーザアカウントを無効にするログイン失敗回数

設定した回数を連続してログインに失敗すると，ユーザアカウントは自動的に無効になります。

ログイン失敗回数の初期設定値は 5 です。0 を指定すると，ログインに何度失敗してもユーザア

カウントは無効になりません。ローカル認証された，Security ロールを持つユーザアカウント

が一つだけの場合は，ログイン失敗によってユーザアカウントが無効になっても 1 時間後に再

度有効になります。

テナント管理コンソールへのアクセスについて設定する手順を説明します。

1. テナント管理コンソールで，［Security］にマウスカーソルを置くと表示されるメニューから，

［Console Security］を選択します。

［Console Security］ページが表示されます。

2. 次の内容を設定および確認します。

◦ ［Allow］タブで，テナント管理コンソールへのアクセスを許可する IP アドレスを指定し，

［Add］ボタンをクリックします。

◦ ［Deny］タブで，テナント管理コンソールへのアクセスを拒否する IP アドレスを指定し，

［Add］ボタンをクリックします。

◦ ［Disable user account if inactive more than］に指定されている値が，「0」となっているこ

とを確認します。

◦ ［Disable user account after］に指定されている値を確認します。

ログインに何度失敗してもユーザアカウントが無効にならないようにする場合は，「0」に変

更します。

3.1.5 HCP 管理 API からテナントへのアクセスについて設定する

HCP 管理 API からテナントへアクセスできるように設定します。
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HCP 管理 API からテナントへのアクセスを有効にする手順を説明します。

1. テナント管理コンソールで，［Security］にマウスカーソルを置くと表示されるメニューから，

［MAPI］を選択します。

［MAPI］ページが表示されます。

2. ［Management API Setting］セクションで，［Enable the management API］オプションを選

択します。

3. ［Update Setting］ボタンをクリックします。

HCP 管理 API からテナントへのアクセスが有効になります。

3.1.6 テナントを変更する

テナントを作成した後，プロパティの一部を変更できます。プロパティの変更はテナントの

［Settings］パネルで行います。

ロール：

［Settings］パネルを表示するユーザは，ユーザアカウントに Monitor ロールまたは

Administrator ロールが付与されている必要があります。テナントを変更するユーザは，ユー

ザアカウントに Administrator ロールが付与されている必要があります。

既存テナントを変更するには，次の手順に従ってください。

1. システム管理コンソールのトップレベルメニュー内の，［Tenants］をクリックしてください。

2. テナントの一覧でテナント名をクリックしてください。

3. テナント名の下のタブの中の，［Settings］をクリックしてください。

4. ［Settings］パネルで，テナントのプロパティを変更してください。このパネル内のフィールド

では次のプロパティを変更できます。

◦ ［Tenant Name］：テナント名

◦ ［Description］：テナントの説明

◦ ［Soft Quota］：HCP テナントの空き容量が少なくなったときに報告するパーセンテージ

◦ ［Namespace Quota］：HCP がテナントのために予約したネームスペース数

◦ ［Contact Information］：テナントレベル管理者への連絡先情報

◦ ［Create and Assign Tags］：論理グループとフィルタリングのためのタグ付け

5. ［Update Settings］ボタンをクリックしてください。

3.1.7 テナントセキュリティ管理者のパスワードをリセットする

HCP テナントの管理ユーザアカウントは，システムレベルユーザアカウントと同様に動作します。

一つ以上のアカウントに Security ロールが付与されている必要があり，Security ロールを持つアカ

ウントの一つ以上がローカルで認証されている必要があります。

HCP テナントの Security ロールを持つすべての管理ユーザが同時にパスワードを忘れると，HCP
テナントのユーザアカウントを管理できなくなります。

この状態を修複するには，システム管理コンソールを使って，すべての HCP テナントの，Security
ロールを持つ，ローカルで認証されたユーザアカウントのパスワードをリセットします。この操作

を行う場合，影響を受けるすべてのアカウントに対して，一つのパスワードを指定します。

ロール：
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HCP テナントの，Security ロールを持つ，ローカルで認証されたユーザアカウントのパスワー

ドをリセットする管理ユーザは，管理ユーザアカウントに Administrator ロールが付与されて

いる必要があります。

HCP テナントの，Security ロールを持つ，ローカルで認証されたすべての管理ユーザのパスワード

をリセットするには，次の手順に従ってください。

1. システム管理コンソールのトップレベルメニュー内の，［Tenants］をクリックしてください。

2. テナントの一覧でテナント名をクリックしてください。

3. テナント名の下のタブの中の，［Settings］をクリックしてください。

4. ［Settings］パネルで，［Reset Security］ボタンをクリックしてください。

5. ［Reset Password］ウィンドウで，次の操作をしてください。

◦ ［New Password］フィールドに，新しいパスワードを入力してください。パスワードは英数

字の大文字・小文字を区別します。パスワードには，UTF-8 文字のうち半角の英字，数字，

記号だけが使用できます。パスワードに使用できる文字は，英字，数字，記号の 3 種類に分

けられます。パスワードには，3 種類の文字のうち，2 種類以上の文字を使用してください。

日本語入力はサポートしていません。

パスワードの文字数は 64 文字以内で指定し，テナント設定が要求する 小文字数に適合す

るようにしてください。

◦ ［Confirm Password］フィールドに，新しいパスワードをもう一度入力してください。

6. ［Change Password］ボタンをクリックしてください。

3.2 ネームスペースを管理する
HVFP でのファイルシステム作成時に，対応するネームスペースが作成されている場合は，この作

業は不要です。ファイルシステム作成時に作成されたネームスペースの名称は「＜ファイルシステ

ム名＞-＜システムが自動で付与する HVFP ごとの ID ＞」となります。

ネームスペースを作成するに当たり必要となる作業を次に示します。記載された順に作業を実施し

てください。

なお，ここで説明する手順は，初めてネームスペースを作成する場合を前提とします。

• ネームスペースを作成する

• システム設定情報ファイルの保存先のネームスペースを作成する

• カスタムメタデータの設定を変更する

• HTTP プロトコルを使ったネームスペースへのアクセスについて設定する

また，HCP の運用を開始したあとに発生したトラブルへの対応としてネームスペースに対して次の

作業が必要となることがあります。

• ネームスペースの Quota を変更する

• 修復不可能なオブジェクトを削除する

それぞれの詳細な手順を次に説明します。

3.2.1 ネームスペースを作成する

ネームスペースを作成する手順を説明します。

1. テナント管理コンソールで，［Namespaces］を選択します。
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［Namespaces］ページが表示されます。

2. ［Namespaces］ページで，［Create Namespace］をクリックします。

［Create Namespaces］パネルが表示されます。

3. ［Create Namespaces］パネルで，次の内容を設定します。次の内容以外はデフォルトのままと

してください。

◦ ［Namespace Name］フィールドに，ネームスペース名を指定してください。

◦ ［DPL］フィールドで，［1］または［2］を選択してください。

◦ ［Hard Quota］フィールドに，ネームスペースに割り当てるストレージの容量を指定してく

ださい。

◦ ［Retention Mode］の下にある［Enterprise］を選択して，ネームスペースの保管モードを

エンタープライズモードに設定してください。

◦ ［Versioning］の下にある［On］を選択して，バージョン管理を有効にしてください。

また，［On］を選択すると表示される［Prune versions older than］フィールドで，［Primary
System］，［Replica System (if replicating)］ともに運用に応じた保管日数を指定して，プ

ルーニングまでの保管日数を設定してください。プルーニングとは，保管日数を過ぎたオブ

ジェクトの古いバージョンを自動的に削除することです。

HCP にマイグレートした過去のバージョンのデータを HVFP のクライアントに公開する場

合は，HVFP でのバージョンの保持期間より 1 日長く期間を設定してください。過去のバー

ジョンのデータを公開しない場合は，「2 日」を設定してください。

また，次の内容を確認してください。

◦ ［Hash Algorithm］フィールドで，［SHA-256］が選択されていること

◦ ［Soft Quota］フィールドの値が，85%となっていること

4. ［Create Namespace］ボタンをクリックします。

ネームスペースが作成されます。

運用開始後のネームスペース追加時の注意事項

運用開始後に追加したネームスペースへ，作成済みのユーザアカウントを使ってアクセスする

場合は，ネームスペースへのアクセス権限を与える必要があります。「3.3.3 テナントのユーザ

アカウントを変更する」を参照して，ユーザアカウントに，［Read］，［Write］，［Delete］およ

び［Purge］のアクセス権限を与えてください。

3.2.2 システム設定情報ファイルの保存先のネームスペースを作成する

システム設定情報ファイルの保存先のネームスペースを作成する手順を説明します。

1. テナント管理コンソールで，［Namespaces］を選択します。

［Namespaces］ページが表示されます。

2. ［Namespaces］ページで，［Create Namespace］をクリックします。

［Create Namespaces］パネルが表示されます。

3. ［Create Namespaces］パネルで，次の内容を設定します。次の内容以外はデフォルトのままと

してください。

◦ ［Namespace Name］フィールドで，「system-backup-data」を指定してください。

◦ ［DPL］フィールドで，［1］または［2］を選択してください。

◦ ［Hash Algorithm］フィールドで，［SHA-256］が選択されていることを確認してください。

◦ ［Hard Quota］フィールドで，「＜テナントを使用しているシステムの合計数＞×1GB」を指

定してください。
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＜テナントを使用しているシステムの合計数＞は，シングルノード構成またはクラスタ構成

の HVFP のシステム数，および Virtual Server 数の合計です。

◦ ［Soft Quota］フィールドの値が，「85%」となっていることを確認してください。

◦ ［Retention Mode］の下にある［Enterprise］を選択して，ネームスペースの保管モードを

エンタープライズモードに設定してください。

◦ ［Versioning］の下にある［On］を選択して，バージョン管理を有効にしてください。

また，［On］を選択すると表示される［Prune versions older than］フィールドで，［Primary
System］，［Replica System (if replicating)］ともに「2」を指定してください。

4. ［Create Namespace］ボタンをクリックします。

ネームスペースが作成されます。

3.2.3 カスタムメタデータの設定を変更する

保持期間中のオブジェクトに対して，カスタムメタデータの追加，削除および置き換えができるよ

うに設定を変更する手順を説明します。なお，HVFP と連携している場合，この設定はファイルシ

ステムに対応するネームスペースにだけ必要で，システム設定情報ファイルの保存先のネームス

ペースには不要です。

1. テナント管理コンソールで，［Namespaces］を選択します。

［Namespaces］ページが表示されます。

2. ネームスペースの一覧から，作成したネームスペース名をクリックします。

3. ネームスペース名の下のタブにある［Policies］をクリックします。

［Policies］パネルが表示されます。

4. ［Policies］パネルの左側の［Retention］をクリックします。

5. ［Retention］パネルの［Custom Metadata］セクションで，［Add, delete, and replace］オプ

ションを選択します。

6. ［Update Setting］ボタンをクリックします。

設定した内容が反映されます。

3.2.4 HTTP プロトコルを使ったネームスペースへのアクセスについて設定
する

ここでは，HTTP プロトコルを使った，ネームスペースへのアクセスの設定について説明します。

テナント管理コンソールの［Protocols］パネルで，次の内容を設定します。

• SSL セキュリティ（HTTPS）の使用

ネームスペースへのアクセスに，SSL セキュリティを使用するかどうかを設定できます。

• HTTP プロトコルを使ってアクセスできる IP アドレスの設定

HTTP プロトコルを使ってネームスペースにアクセスできるかどうかを，IP アドレスごとに設

定できます。

HTTP プロトコルを使った，ネームスペースへのアクセスについて設定する手順を説明します。

1. テナント管理コンソールで，［Namespaces］を選択します。

［Namespaces］ページが表示されます。

2. ネームスペースの一覧から，作成したネームスペース名をクリックします。

3. ネームスペース名の下のタブにある［Protocols］をクリックします。

［Protocols］パネルが表示されます。
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4. ［Protocols］パネルで，次の内容を設定します。

◦ SSL セキュリティを使用しない場合は［Enable HTTP］オプション，SSL セキュリティを

使用する場合は［Enable HTTPS］オプションを選択してください。

◦ ［Allow］タブで，アクセスを許可する IP アドレスについて指定し，［Add］ボタンをクリッ

クします。

◦ ［Deny］タブで，アクセスを拒否する IP アドレスについて指定し，［Add］ボタンをクリッ

クします。

◦ ［Allow request when same IP is used in both lists］オプションでは，［Allow］タブおよび

［Deny］タブで指定されていない，または両方に表示されている IP アドレスの扱いについ

て設定できます。

5. ［Update Settings］ボタンをクリックします。

設定した内容が反映されます。

3.2.5 ネームスペースの Quota を変更する

HCP ネームスペースのハード Quota とソフト Quota はいつでも変更できます。

ロール：

HCP ネームスペースの Quota を変更するには，ユーザアカウントに Administrator ロールが

付与されていることが必要です。

HCP ネームスペースのハード Quota かソフト Quota，または両方を変更するには，次の手順に従っ

てください。

1. テナント管理コンソールのトップレベルメニューで，［Namespaces］をクリックしてください。

2. HCP ネームスペースのリストに Quota を変更したい HCP ネームスペースの Quota 変更コン

トロール（ ）をクリックしてください。

3. ［Modify Namespace Quota］ウィンドウで，次のどちらか，または両方を実行してください。

◦ ［Hard Quota］フィールドで，HCP ネームスペースに割り当てるストレージの GB 数また

は TB 数を入力し，測定単位を示す［GB］か［TB］を選択してください。測定単位に［GB］

を選択した場合の 小値は 1 で，［TB］を選択した場合の 小値は 0.01 です。

◦ ［Soft Quota］フィールドに HCP ネームスペースの新しいソフト Quota を入力してくださ

い。有効な値は 10～95 の整数です。

4. ［Update Quota］ボタンをクリックしてください。

3.2.6 修復不可能なオブジェクトを削除する

HCP システムは，検出した修復不可能なオブジェクトの記録をします。テナント管理コンソールで

指定した HCP ネームスペースについて，修復不可能なオブジェクトを一覧表示できます。リスト

を表示するには，次の手順に従ってください。

1. テナント管理コンソールのトップレベルメニューで，［Namespaces］をクリックしてください。

2. HCP ネームスペースのリストで，対象の HCP ネームスペース名をクリックしてください。

3. HCP ネームスペース名の下のタブにある［Monitoring］をクリックしてください。

4. ［Monitoring］パネルの左側の［Irreparable Objects］をクリックしてください。

ロール：
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［Irreparable Objects］パネルを表示するには，ユーザアカウントに，Monitor ロールまたは

Administrator ロールが必要です。修復不可能になったオブジェクトに確認済みであることを

示す目印を付けるには，ユーザアカウントに Administrator ロールが必要です。

リストのオブジェクトについて，［Irreparable Objects］パネルはオブジェクトへの絶対パス（rest
から後ろの部分）と，オブジェクトが修復できないことを HCP が検出した日時を表示します。HCP
ネームスペースのバージョン管理機能を有効にした場合，オブジェクトのバージョン ID もリスト

に表示されます。

一覧表示されたオブジェクトを HCP が修復すると，修復されたオブジェクトはリストから削除さ

れます。

［Irreparable Objects］パネルで修復不可能なオブジェクトに確認済みであることを示す目印を付け

られます。オブジェクトの行に目印となるチェックマークを付けます。このオプションを使うこと

で，修復不能になったことを確認したオブジェクトと 近修復不可能になったオブジェクトを区別

できます。

保管期間を過ぎてから，削除操作（オブジェクトが保管期間内の場合は特権削除を使って）を使っ

て修復不可能なオブジェクトを HCP ネームスペースから削除できます。オブジェクトを削除する

と，HCP は修復不可能なオブジェクトをリストから削除します。

HCP ネームスペースに修復不可能なオブジェクトが存在しない場合，［Irreparable Objects］パネ

ルのリストは表示されません。

メモ：

修復不可能になったオブジェクトにチェックマークを付けても，HCP ネームスペースからオブ

ジェクトは削除されません。

［Irreparable Objects］パネルの初期表示には，検出したオブジェクトが新しいものから順に 10 個

ずつ表示されます。

• 表示するオブジェクト数を変更するには，［Items］フィールドでオブジェクト数を選択してく

ださい。

•
前後のページを表示するには，次（  ）または戻る（  ）のコントロールをクリックして

ください。

修復不可能なオブジェクトのリストでオブジェクトを承認する場合，次の操作をしてください。

1. ［Irreparable Objects］パネルで，承認したいオブジェクトをそれぞれに選択するか，［select
all］リンクをクリックして，現在のページで未承認のオブジェクトをすべて選択してください。

すべての選択を解除するには，［deselect all］リンクをクリックしてください。

2. ［Acknowledge Selected］ボタンをクリックしてください。

補足：

選択されているかどうかに関係なく，1 回の操作ですべてのオブジェクトにチェックマーク

を付けるには，［Acknowledge All］ボタンをクリックしてください。

3.3 テナントのユーザアカウントを設定する
作成したネームスペースのデータにアクセスするためのユーザアカウントを作成する手順や作成し

たアカウントの設定を変更する手順を説明します。
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3.3.1 アップグレード時の注意事項

HCP システムのバージョンを 4.x から 5.0 以降にアップグレードする場合の注意事項を次に示し

ます。

• バージョン 5.0 ではデータアクセスアカウントが適用されません。

• バージョン 5.0 へアップグレードした場合，データアクセスアカウントはロールのないテナント

ユーザに割り当てられます。

アップグレードしたときのテナントのユーザアカウントとデータアクセスアカウントの扱いについ

て次の表に示します。

表 3-1 アップグレード時のテナントのユーザアカウントとデータアクセスアカウントの扱い

ケース

アップグレード前 アップグレード後

ネームスペー
スにアクセス
するために必
要な操作

テナントのユーザ
アカウント

データアクセスアカ
ウント

テナントのユーザアカウン
ト

ユーザ名 ロール ユーザ名

アクセス
を許可さ
れたネー
ムスペー

ス

ユーザ
名

ロー
ル

アクセス
を許可さ
れたネー
ムスペー

ス

テナントのユー

ザアカウントと

データアクセス

アカウントが異

なるユーザ名の

場合

Tntuser あり － － Tntuser あり なし －

－ － Dauser あり Dauser なし あり データアクセ

スアカウント

にロールの付

与が必要です。

3.3.3 を参照し

てください。

テナントのユー

ザアカウントと

データアクセス

アカウントが同

じユーザ名の場

合

Tntuser あり － － Tntuser あり なし ユーザ名が重

複するため，

ユーザアカウ

ントのマージ

が必要です。

(1) を参照して

ください。

－ － Tntuser あり Tntuser なし あり

複数のデータア

クセスアカウン

トが同一のネー

ムスペースに割

り当てられてい

る場合

Tntuser あり － － Tntuser あり なし －

－ － Dauser1 あり

（同一ネー

ムスペー

ス）

Dauser
1

なし なし データアクセ

スアカウント

にロールの付

与およびネー

ムスペースの

割り当てが必

要です。3.3.3
を参照してく

ださい。

－ － Dauser2 Dauser
2

なし なし

(1)　テナントのユーザアカウントのマージ

HCP システムのバージョンを 4.x から 5.0 以降にアップグレードした場合，テナントのユーザアカ

ウントのユーザ名が重複することがあります。バージョン 5.0 以降へアップグレードしたときは，

システム管理コンソールの［Overview］ページの［Major Event］セクションで Username
conflictイベントが発生していないか確認してください。

Username conflictイベントが発生していた場合は，ユーザアカウントをマージする必要があり

ます。

ユーザアカウントをマージする手順を次に示します。
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1. システム管理コンソールの［Overview］ページの［Major Event］セクションで Username
conflictイベントの行をクリックし，ユーザ名が重複しているテナント名を確認してくださ

い。

2. ユーザ名が重複しているテナント管理コンソールにログインしてください。

3. トップレベルメニューで［Security］の上にマウスカーソルを置いてセカンダリメニューを表示

し，［Users］を選択してください。［Users］ページでは，重複しているユーザの Alertsに重

複を示す警告アイコンが表示されています。

4. 重複しているユーザアカウントのユーザ名をクリックしてください。

5. ［Merge account］をチェックして，［Merge Users account］をクリックしてください。
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6. 重複していたユーザがマージされます。

7. マージされたユーザ名をクリックし，ロールとネームスペースの割り当てがアップグレード前と

同等になっているか確認してください。

3.3.2 テナントのユーザアカウントにデータアクセス権限を設定する

HVFP でのファイルシステム作成時に対応するネームスペースが作成されている場合は，データア

クセス権限がユーザアカウントに設定されるため，この作業は不要です。

HVFP からのアクセス用に，テナント内のすべてのネームスペースにアクセスする権限をユーザア

カウントに設定してください。

ユーザアカウントにデータアクセス権限を設定する手順を次に示します。

1. テナント管理コンソールで，［Security］タブを選択してから［Users］をクリックします。

テナントおよびネームスペースを管理する 77

運用ガイド



［Users］ページが表示されます。

2. アクセス権限を設定するユーザを一覧から選択してクリックします。

3. ［Assign Namespace Permissions］をクリックします。

［Find and Select Namespaces］が表示されます。

4. ネームスペース名の右端の＋をクリックして，このユーザでアクセスするネームスペースを選択

します。

選択されたネームスペースの背景は緑色になります。

5. ［Assign Data Access Permissions for Selected Namespaces］ で必要なアクセス権限のチェッ

クボックスを選択します。

HVFP の場合は，［Browse］，［Read］，［Write］，［Delete］および［Purge］を選択してくださ

い。

レプリケーションリンクのプライマリシステムのバージョンが 5.0 以降で，かつレプリカのバー

ジョンが 4.x の場合は［Change Owner］を選択しないでください。

6. ［Assign Namespaces］をクリックします。

3.3.3 テナントのユーザアカウントを変更する

ユーザアカウントに関する任意の情報を変更できます。作業中にユーザアカウントを変更すると変

更前の設定で動作を完了します。それ以降の HCP ネームスペースアクセスのリクエストには，新

しいアカウントの情報が適用されます。

ユーザアカウントを変更する手順を次に示します。

1. テナント管理コンソールで，［Security］タブを選択してから［Users］をクリックします。

［Users］ページが表示されます。

2. アクセス権限を設定するユーザを一覧から選択してクリックします。

3. ［Assign Namespace Permissions］をクリックします。

［Find and Select Namespaces］が表示されます。

4. ネームスペース名の右端の＋をクリックして，このユーザでアクセスするネームスペースを選択

します。

選択されたネームスペースの背景は緑色になります。

5. ［Assign Data Access Permissions for Selected Namespaces］ で必要なアクセス権限のチェッ

クボックスを選択し直します。

HVFP の場合は，［Browse］，［Read］，［Write］，［Delete］および［Purge］を選択してくださ

い。

レプリケーションリンクのプライマリシステムのバージョンが 5.0 以降で，かつレプリカのバー

ジョンが 4.x の場合は［Change Owner］を選択しないでください。

6. ［Assign Namespaces］をクリックします。

3.4 テナント管理コンソールでチャージバックレポートを
作成する

テナント管理コンソールでチャージバックレポートを作成できます。チャージバックレポートに

は，テナントとそのネームスペースに関する現在および過去の統計値が，時間単位で記載されます。
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チャージバックレポートはシステムを分析するための優れた情報源であり，ストレージと帯域幅の

割り当てを利用パターンに基づいて調整できます。このレポートは，容量と帯域幅の利用状況に応

じて費用を決定する請求システムへの入力情報としても役立ちます。

3.4.1 チャージバックレポートについて

チャージバックレポートには，テナントが所有するネームスペースごとに統計値が記載されていま

す。テナントで合計した，ネームスペースの統計値も記載されます。例えば，あるレポート作成期

間中のテナントの読み取り総数は，各ネームスペースでその期間中に発生した読み取りが成功した

総数です。

チャージバックレポートをテナント管理コンソールで作成した場合，CSV 形式となります。レポー

トの各行には，あるレポート作成期間中の，一つのネームスペースまたは一つのテナントの値が記

載されます。

チャージバックレポートの行は，ネームスペース名のアルファベット順に表示されます。テナント

の行はレポートの 後です。テナントまたはネームスペースの行が複数の場合，発生した順に表示

されます。

チャージバック統計値の収集方法については，「3.4.3 チャージバック統計値の収集」を参照してく

ださい。チャージバックレポートの内容については，「3.4.4 チャージバックレポートの内容」を参

照してください。

ロール：

チャージバックレポートを作成する場合，ユーザアカウントに Monitor ロールまたは

Administrator ロールが必要です。

3.4.2 チャージバックレポートの作成

テナント管理コンソールの［Chargeback］ページでチャージバックレポートを作成します。この

ページから，1 時間または 1 日単位のレポートを次のとおり作成できます。

• 1 時間単位のレポートには，直近の 1 時間の統計値と，現在時刻まで累積された統計値が記載さ

れます。例えば，2:30:15 p.m にレポートを要求した場合，1:00:00 p.m.から 1:59.59 p.m.の期

間で 1 組の統計値が記載され，また 2:00:00 p.m.から 2:30:15 p.m.の期間で別の 1 組の統計値が

記載されます。

• 1 日単位のレポートには，直近の 1 日の統計値と，現在日の累積された統計値が記載されます。

例えば，10 月 7 日の 2:30:15 p.m にレポートを要求した場合，10 月 6 日の 00:00:00 から

23:59:59 の期間で 24 組の統計値が記載され，また 10 月 7 日の 00:00:00 から 2:30:15 p.m.の期

間で 15 組の統計値が記載されます。

補足：

HCP 管理 API を使用すると，さらに長い期間を対象とするチャージレポートを XML，
JSON，または CSV 形式で作成できます。これにより，一定間隔でチャージバックレポートを

作成して，そのレポートを請求システムに渡すアプリケーションを作成できます。

チャージバックレポートを作成するには

1. テナント管理コンソールの 上位メニューで，［Monitoring］上にマウスを置いてセカンダリメ

ニューを表示します。

2. セカンダリメニューで，［Chargeback］をクリックします。

3. ［Chargeback］ページで，［Hourly Chargeback Report］,［Daily Chargeback Report］または

［Monthly Chargeback Report］をクリックして（規定どおり），レポートをダウンロードする

ブラウザ固有オプションを選択します。
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デフォルトでは，ダウンロードされたレポートファイルの名前は Hourly-Chargeback-
Report.csv，Daily-Chargeback-Report.csv または Monthly-Chargeback-Report.csv のどれか

です（該当する場合）。

3.4.3 チャージバック統計値の収集

チャージバックの統計値は，ある時点を反映するか，動的に取得されるかのどちらかです。ある時

点の統計値はレポート作成期間の 後に取得された測定値です。例えば，ネームスペースの使用済

みストレージ容量は 1 時間の 後に取られた値です。動的な統計値は，長時間累積された測定値

（ネームスペースの読み取りまたは書き込みの数など）です。

HCP は，各時間の先頭から始まる 1 時間を単位に動的な統計値を累積します。このため，ある統計

値が，11:00:00 から 11:59:59 に発生したネームスペースへの書き込みが成功した数を表す場合もあ

れば，12:00:00 から 12:59:59 に発生した同じネームスペースへの書き込みが成功した数を表す場合

もあります。

3.4.4 チャージバックレポートの内容

チャージバックレポートの 1 行目には，次に続く行の値に対する識別子が書かれています。次の表

で，それぞれの値について説明します。また，ある時点の値（P）であるか，動的な値（D）である

かを示します。

表 3-2 チャージバックレポートの内容

識別子 タイプ 値

systemName N/A 次のどちらかです。

• その行の統計値セットが適用されるネー

ムスペースを所有するテナントを含む

HCP システムの DNS 名

• その行の集計した統計値セットが適用さ

れるテナントを含む HCP システムの

DNS 名

tenantName N/A 次のどちらかです。

• その行の統計値セットが適用されるネー

ムスペースを所有するテナントの名前

• その行の統計値セットが適用されるテナ

ントの名前

namespaceName N/A その行の統計値セットが適用されるネームス

ペースの名前です。

テナントの統計値が書かれた行では，この

フィールドの値はありません。

startTime N/A その行の統計値セットに対するレポート作成

期間の開始時間。次の形式で書かれています。

yyyy-MM-dd hh:mm:ss
hh には 24 時間形式の時間が出力されます。

endTime N/A その行の統計値セットに対するレポート作成

期間の終了時間。startTime 値に使用された

形式と同じ形式で書かれています。

objectCount P 指定したネームスペースまたは指定したテナ

ントが所有するすべてのネームスペースにあ

るオブジェクトの総数です。

ingestedVolume P 指定したネームスペース，または指定したテナ

ントが所有するすべてのネームスペースに追
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識別子 タイプ 値

加される前の，格納済みデータとカスタムメタ

データの合計サイズ（バイト単位）です。

storageCapacityUsed P 指定したネームスペースまたは指定したテナ

ントが所有するすべてのネームスペースに保

存されたデータが占める総バイト数です。こ

れには，オブジェクトデータ，メタデータ，お

よび適切な DPL を満たすために必要な冗長

データが含まれます。

bytesIn D レポート作成期間中に，指定したネームスペー

ス，または指定したテナントが所有するすべて

のネームスペースに書き込みが成功した総バ

イトです。

bytesOut D レポート作成期間中に，指定したネームスペー

ス，または指定したテナントが所有するすべて

のネームスペースから読み取りが成功した総

バイトです。

reads D レポート作成期間中に，指定したネームスペー

ス，または指定したテナントが所有するすべて

のネームスペースで実行が成功した読み取り

操作の総数です。

writes D レポート作成期間中に，指定したネームスペー

ス，または指定したテナントが所有するネーム

スペースで実行が成功した書き込み操作の総

数です。

deletes D レポート作成期間中に，指定したネームスペー

ス，または指定したテナントが所有するすべて

のネームスペースで実行が成功した削除およ

びパージ操作の総数です。

deleted N/A 次のどれかです。

TRUE
セットの統計値が収集された後でネーム

スペースが削除されました（ネームス

ペースの場合だけ）。

FALSE
現在ネームスペースまたはテナントが存

在します。

INCLUDED
セットの統計値には，引き続いて削除さ

れた一つ以上のネームスペースの値が含

まれます（テナントの場合だけ）。

valid N/A その行の統計値セットの状態です。値は次の

可能性があります。

TRUE
HCP はそのセットのすべての統計値を

正常に収集しました。

FALSE
そのセットの統計値は，レポート作成期

間中に発生したすべてのアクティビティ

を反映しているわけではありません。

ネットワークに障害が発生した，他の

ハードウェアに障害が発生した，などの

原因が考えられます。
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3.5 テナント管理コンソールの警告を確認する
テナント管理コンソールはアイコンを使って，テナントと HCP ネームスペースの状態をテナント

の［Overview］ページ，［Namespaces］ページ，および HCP ネームスペースの［Overview］パ

ネルに表示します。これらのグラフィックは警告と呼ばれ，テナントの［Overview］ページとネー

ムスペースの［Overview］パネルにテキストで表示されます。警告が表示されるすべてのページで

は，警告の上にマウスを合わせると，テキストが表示されます。

ここでは，コンソールの各ページに表示される警告と，警告に伴って表示されるメッセージの一覧

を示します。また，警告が表示された場合の対応方法も説明します。

表 3-3 テナントの［Overview］ページの警告

警告グラフィック 警告文 説明

Soft quota exceeded テナントが所有するすべてのネー

ムスペースのストレージの使用量

が，テナントで設定されたソフト

Quota を超えています。ネームス

ペースからのオブジェクトの一部

削除か，テナントのハード Quota
の容量増加を検討してください。

Tenant with DPL 1 namespaces
that are not replicating

テナントは，DPL が［1］で，レプ

リケーションされていない一つ以

上のネームスペースを所有してい

ます。保存したデータが確実に保

護されるように，DPL が［1］のす

べての HCP ネームスペースをレ

プリケーションしてください。レ

プリケーションできない場合は，影

響のあるネームスペースの DPL
を増やしてください。

Irreparable objects 表示されたネームスペースが，修復

不可能なオブジェクトを含んでい

ます。HCP システムレベル管理者

に連絡してください。どのオブ

ジェクトが修復不可能なのかを確

認するには，ネームスペースの

［Irreparable Objects］パネルを開

いてください。このパネルの詳細

は，「3.2.6 」を参照してください。

表 3-4 ［Namespaces］ページの警告

警告グラフィック 警告文 説明

Hard quota exceeded ネームスペースのストレージ使用

量が，ネームスペースに設定した

ハード Quota を超えています。既

存オブジェクトを一部削除するか，

ハード Quota を増加させるまで，

クライアントはネームスペースに

データを追加できません。

Soft quota exceeded ネームスペースのストレージ使用

量が，ネームスペースに設定したソ

フト Quota を超えています。ネー

ムスペースからのオブジェクトの

一部削除か，ハード Quota 増加を

検討してください。
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警告グラフィック 警告文 説明

Irreparable objects found ネームスペースに修復不可能なオ

ブジェクトがあります。HCP シス

テムレベル管理者に連絡してくだ

さい。どのオブジェクトが修復不

可能なのかを確認するには，ネーム

スペースの［Irreparable objects］
パネルを開いてください。このパ

ネルの詳細は，「3.2.6 」を参照して

ください。

表 3-5 ネームスペースの［Overview］パネルの警告

警告グラフィック 警告文 説明

Hard quota exceeded ネームスペースのストレージ使用

量が，ネームスペースに設定した

ハード Quota を超えています。既

存オブジェクトを一部削除するか，

ハード Quota を増加させるまで，

クライアントはネームスペースに

データを追加できません。

Soft quota exceeded ネームスペースのストレージ使用

量が，ネームスペースに設定したソ

フト Quota を超えています。ネー

ムスペースからのオブジェクトの

一部削除か，ハード Quota 増加を

検討してください。

Irreparable objects ネームスペースに修復不可能なオ

ブジェクトがあります。HCP シス

テムレベル管理者に連絡してくだ

さい。どのオブジェクトが修復不

可能なのかを確認するには，ネーム

スペースの［Irreparable objects］
パネルを開いてください。このパ

ネルの詳細は，「3.2.6 」を参照して

ください。
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4
レプリケーション機能を使って運用する

レプリケーションとは，二つの HCP システム間でデータを同期させる機能です。レプリケーショ

ン機能を使用すると，一方のシステムが停止しても，もう一方のシステムに処理を引き継げるため，

連携製品へのデータの提供を継続できます。

オブジェクトが 初に作成された HCP システムをプライマリシステム，コピーされたオブジェク

トが保管されている HCP システムをレプリカと呼びます。

ここでは，レプリケーション機能を使って HCP を運用するときのシステム構成や設定の手順など

について説明します。

r 4.1 システム構成

r 4.2 レプリケーション機能を使用して運用を開始するまでの流れ

r 4.3 レプリケーション機能を使用する場合の事前検討

r 4.4 SSL サーバ証明書の公開鍵のインストール

r 4.5 レプリケーション機能を使用する場合のテナントの作成

r 4.6 レプリケーション機能を使用する場合のネームスペースの作成

r 4.7 レプリケーションリンクを作成する

r 4.8 レプリケーションリンクの受け入れ要求を承認する

r 4.9 レプリケーションリンクの設定を変更する

r 4.10 レプリケーションを一時停止する

r 4.11 レプリカで無効化されたユーザアカウントを再有効化する

r 4.12 バックログの確認

r 4.13 フェイルオーバとリカバリの管理
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4.1 システム構成
ネットワークを介してほかの製品と連携している場合に，レプリケーション機能をサポートします。

システム構成について次の図に示します。

図 4-1 レプリケーション機能を使用する場合のシステム構成

レプリケーションを使用すると，ネットワーク帯域に負荷が掛かるため，同じくフロントエンド

LAN を使用する連携製品との通信にも，影響を与えるおそれがあります。十分なネットワーク帯域

を確保できるよう，フロントエンド LAN は慎重に検討してから構築してください。

4.1.1 レプリケーショントポロジ

HCP システムでは，次のレプリケーション形態を取ることができます。

• 二つの HCP システム間で一方向のレプリケーション形態
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• 二つの HCP システム間の両方向のレプリケーション形態（双方向レプリケーション）

(1)　多対 1 のレプリケーション

HCP システムでは，2 対 1 のレプリケーションをサポートしています。二つのプライマリシステム

から，一つのレプリカにレプリケーションすることができます。ただし，双方向レプリケーション

の場合は 1 対 1 だけです。

2 対 1 のレプリケーションの対象の HCP テナントの名称は，レプリカ上で一意にしてください。例

えば，二つのプライマリシステムに Tenant01 という名称のテナントがそれぞれあると，先にレプ

リケーションリンクを設定した Tenant01 だけがレプリケーションされます。

重要 2 対 1 のレプリケーションでは，すべての HCP システムのバージョンが 5.0.1 以上である必要がありま
す。

(2)　双方向レプリケーション

HCP システムの任意の 1 組に対して，さまざまな HCP テナントが双方向にレプリケーション設定

されていると，それぞれのシステムはプライマリシステムとレプリカの両方の機能を果たすことが

できます。プライマリシステムおよびレプリカとして同時にサービスをするシステムは，リンクを

二つ持っています。一つはアウトバウンドリンク，もう一つはインバウンドリンクです。このトポ

ロジは双方向レプリケーションと呼ばれています。各リンクに対して，選択された HCP テナント

とネームスペースは，プライマリシステムでは読み書き可能，レプリカでは読み取り専用です。

4.2 レプリケーション機能を使用して運用を開始するまで
の流れ

運用を開始するまでの作業の流れを次に示します。
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図 4-2 運用を開始するまでの流れ

HVFP との連携を開始したあとにレプリケーション機能を使用する場合は，システム設定情報ファ

イルの保存先のネームスペース（system-backup-data）を含むすべてのネームスペースでレプリ

ケーション機能を有効にする必要があります。

作業の詳細について説明している個所を次に示します。なお，作業の手順がレプリケーション機能

を使用しない場合と同じときは，レプリケーション機能を使用しない場合の手順を参照先として示

しています。

表 4-1 必要な作業の関連ページ

作業 参照先

事前検討 4.3

クライアントの環境を設定する 1.

HCP システムレベル管理者のユーザアカウントを作成する 2.1

SSL サーバ証明書をインストールする 2.2

SSL サーバ証明書の公開鍵をインストールする 4.4
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作業 参照先

SNMP を設定する 2.3

テナントを作成する 4.5

ネームスペースを作成する※ 4.6

レプリケーションリンクを作成する 4.7.2

レプリケーションリンクの受け入れ要求を承認する 4.8

テナントのユーザアカウントにデータアクセス権限を設定する※ 3.3.2

注※

HVFP でのファイルシステム作成時に，対応するネームスペースが作成されている場合は不要

な作業です。

4.3 レプリケーション機能を使用する場合の事前検討
設定前に，ユーザの指定が必要な情報を検討しておくことで，効率的に作業を進めることができま

す。事前に確認が必要な情報を次の表に示します。「表 4-2 事前確認が必要な情報」に確認結果を記

録してください。

表 4-2 事前確認が必要な情報

確認対象 項目 入力値 入力値の条件
確認結果を必
要とする作業

HCP HCP システムの DNS
名

 インストール時に設定

された DNS 名を入力す

る。

1.2
2.2

HVFP※ HVFP の管理サーバの

IP アドレスまたはホス

ト名

 － 1.2

HVFP で管理している

Physical Node の管理

ポートの固有 IP アドレ

ス

 － 1.2

HVFP で管理している

Physical Node の管理

ポートの仮想 IP アドレ

ス

 － 1.2

（凡例） －：なし

注※ HVFP と連携している場合に確認が必要です。

また，設定前に，ユーザの指定が必要な情報を検討しておくことで，効率的に作業を進めることが

できます。「表 4-3 設定時にユーザの指定が必要な情報」に検討結果を記録してください。なお，設

定時には，このマニュアルで説明されている項目以外は，デフォルト値のまま変更しないでくださ

い。
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表 4-3 設定時にユーザの指定が必要な情報

項目 入力値
入力でき
る文字の
種類

入力でき
る文字数

入力値の条件
確認結果
を必要と
する作業

デフォルトユー

ザのユーザアカ

ウント

新しいパスワー

ド

 ASCII 印
字可能文

字

6～64 文

字

• 英字，数字，記号

の 3 種類のうち，

2 種類以上の文字

を組み合わせて指

定する。

• 大文字と小文字は

区別される。

2.1.3

HCP システムレ

ベル管理者の

ユーザアカウン

ト

ユーザ名  ASCII 印
字可能文

字

1～64 文

字

• 大文字と小文字は

区別されない。

• 先頭の文字に開き

角括弧（[）は使

用できない。

2.1.3

氏名  ASCII 印
字可能文

字

1～64 文

字

• 大文字と小文字は

区別されない。

パスワード  ASCII 印
字可能文

字

6～64 文

字

• 英字，数字，記号

の 3 種類のうち，

2 種類以上の文字

を組み合わせて指

定する。

• 大文字と小文字は

区別される。

システム管理コ

ンソールへのア

クセス

アクセスを許可

する IP アドレス

 IPv4 に準

ずる

IPv4 に準

ずる

－ 2.1.3

アクセスを拒否

する IP アドレス

 IPv4 に準

ずる

IPv4 に準

ずる

－

SNMP の設定

（任意）

コミュニティ名  ASCII 印
字可能文

字

1～32 文

字

• 大文字と小文字は

区別される。

2.3

SNMP を経由し

たアクセスを許

可する IP アドレ

ス

 IPv4 に準

ずる

IPv4 に準

ずる

－

SNMP を経由し

たアクセスを拒

否する IP アドレ

ス

 IPv4 に準

ずる

IPv4 に準

ずる

－

SNMP マネー

ジャの IP アドレ

ス

 IPv4 に準

ずる

IPv4 に準

ずる

－

テナント テナント名  英数字お

よびハイ

フン（-）

1～63 文

字

• 大文字と小文字は

区別されない。

• 次の文字列は予約

済みのため使用で

きない。

「admin」，
「default」，
「search」，「www」

1.2
3.1
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項目 入力値
入力でき
る文字の
種類

入力でき
る文字数

入力値の条件
確認結果
を必要と
する作業

• HCP システム内

でユニークなテナ

ント名とする。

• ハイフン（-）で

始まる，またはハ

イフン（-）で終

わる名称は付けら

れない。

ハード Quota  数字およ

びピリオ

ド（.）

1GB～

HCP シ

ステム全

体の容量

の上限

• 単位で［GB］を選

択した場合の 小

値は 1，［TB］を

選択した場合の

小値は 0.01。

3.1

ネームスペース

Quota
 半角数字 1～2000 • HCP システムで

ユーザが作成でき

るネームスペース

数の上限値は

2000 であるため，

HCP システム全

体で 2000 を超え

ないように指定す

る。

テナントレベル

管理者のユーザ

アカウント

ユーザ名  ASCII 印
字可能文

字

1～64 文

字

• 大文字と小文字は

区別されない。

• 先頭の文字に開き

角括弧（[）は使

用できない。

3.1

パスワード  ASCII 印
字可能文

字

6～64 文

字

• 英字，数字，記号

の 3 種類のうち，

2 種類以上の文字

を組み合わせて指

定する。

• 大文字と小文字は

区別される。

新しいパスワー

ド

 ASCII 印
字可能文

字

6～64 文

字

• 英字，数字，記号

の 3 種類のうち，

2 種類以上の文字

を組み合わせて指

定する。

• 大文字と小文字は

区別される。

氏名  ASCII 印
字可能文

字

1～64 文

字

• 大文字と小文字は

区別されない。

テナント管理コ

ンソールへのア

クセス

アクセスを許可

する IP アドレス

 IPv4 に準

ずる

IPv4 に準

ずる

－ 3.1

アクセスを拒否

する IP アドレス

 IPv4 に準

ずる

IPv4 に準

ずる

－

ネームスペース

※

ネームスペース

名

 英数字お

よびハイ

フン（-）

1～63 文

字

• 大文字と小文字は

区別されない。

3.2
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項目 入力値
入力でき
る文字の
種類

入力でき
る文字数

入力値の条件
確認結果
を必要と
する作業

• HCP システム内

でユニークなネー

ムスペース名とす

る。

• ハイフン（-）で

始まる，またはハ

イフン（-）で終

わる名称は付けら

れない。

ハード Quota  数字およ

びピリオ

ド（.）

1GB～テ

ナントの

ハード

Quota の

容量

• 単位で［GB］を選

択した場合の 小

値は 1，［TB］を

選択した場合の

小値は 0.01。

古いバージョン

のオブジェクト

の保管日数

 数字 0～
36,500 日

－

HTTP プロトコ

ルを使ったネー

ムスペースへの

アクセス※

アクセスを許可

する IP アドレス

 IPv4 に準

ずる

IPv4 に準

ずる

－ 3.2

アクセスを拒否

する IP アドレス

 IPv4 に準

ずる

IPv4 に準

ずる

－

テナントのユー

ザアカウント ※
ユーザ名  ASCII 印

字可能文

字

1～64 文

字

• 大文字と小文字は

区別されない。

• 先頭の文字に開き

角括弧（[）は使

用できない。

3.3.2

パスワード  ASCII 印
字可能文

字

6～64 文

字

• 英字，数字，記号

の 3 種類のうち，

2 種類以上の文字

を組み合わせて指

定する。

• 大文字と小文字は

区別される

レプリケーショ

ンリンク

レプリケーショ

ンリンク名

 ASCII 印
字可能文

字

1～64 文

字

• 大文字と小文字は

区別されない。

4.7.2

レプリカのホス

ト名（FQDN）

 ホスト名

に使用で

きる文字

ホスト名

に使用で

きる文字

数

• 連携する HVFP
が 3.2.1-00 より

前のバージョンの

場合は，ホスト名

は次の形式とす

る。

replication-＜プ

ライマリシステム

のドメイン名＞

4.7.2

レプリケーショ

ンの性能レベル

 ドロップ

ダウンリ

ストで選

択

－ 次のどれかから選択

する。

• ［Low］

• ［Medium］

• ［High］
• ［Use Schedule］

4.7.2
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項目 入力値
入力でき
る文字の
種類

入力でき
る文字数

入力値の条件
確認結果
を必要と
する作業

ネットワークア

ドレス変換

（NAT）使用時の

設定（任意）

レプリカがプラ

イマリシステム

からデータを受

け取るための

ポート

 数字 1～5 文字 － 4.7.2

プライマリシス

テムの IP アドレ

ス

 IPv4 に準

ずる

IPv4 に準

ずる

－ 4.7.2

プライマリシス

テムがレプリカ

からのデータを

受け取るための

ポート

 数字 1～5 文字 － 4.7.2

（凡例）

－：なし

注※

HVFP でのファイルシステム作成時に，対応するネームスペースが作成されている場合は，

ユーザの指定が不要な項目です。

なお，次に示す項目は，HCP システムレベル管理者の権限で設定できません。設定を変更する必要

がある場合は，お問い合わせ先まで連絡してください。

DNS 設定

◦ システム名（DNS 名）

 

ネットワーク設定

◦ デフォルトゲートウェイ

◦ フロントエンド LAN の MTU 値

◦ 各ノードのフロントエンド LAN の IP アドレス

◦ 各ノードのバックエンド LAN の IP アドレス

 

時間設定

◦ タイムゾーン

 

4.4 SSL サーバ証明書の公開鍵のインストール
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4.4.1 公開鍵のダウンロード

4.4.2 公開鍵のアップロード
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4.5 レプリケーション機能を使用する場合のテナントの作
成

レプリケーション機能を使用するには，テナントを複製できるように設定しておく必要があります。

テナント作成時に，［Create Tenant］パネルの［Replication］オプションのチェックボックスを選

択してください。テナントを作成する手順については，「3.1 テナントを管理する」を参照してくだ

さい。

4.6 レプリケーション機能を使用する場合のネームスペー
スの作成

レプリケーション機能を使用するには，ネームスペースを複製できるように設定しておく必要があ

ります。ネームスペース作成時に，［Create Namespaces］パネルの［Replication］フィールドで，

［On］を選択してください。ネームスペースを作成する手順については，「3.2 ネームスペースを管

理する」を参照してください。

HVFP でのファイルシステム作成時に，対応するネームスペースが作成されている場合はこの操作

は不要です。なお，作成されるネームスペースの名称は「＜ファイルシステム名＞-＜システムが自

動で付与する HVFP ごとの ID ＞」となります。

4.7 レプリケーションリンクを作成する
レプリケーション機能を使用するために，プライマリシステムでレプリケーションリンクを作成し

ます。レプリケーションリンクの作成について説明します。

4.7.1 レプリケーションリンクを作成するときの考慮点

レプリケーションリンクの作成には，次の点を考慮する必要があります。

• レプリケーションリンクを作成する前に，プライマリシステムに次の少なくとも一つが存在する

必要があります。

◦ レプリケーションする HCP テナント

◦ カスケードレプリケーションに設定するインバウンドのレプリケーションリンク

• 同じ名前のテナントがレプリカにすでに存在している場合は，レプリケーションリンクに HCP
テナントを設定できません。この問題に対処するには，プライマリシステムまたはレプリカのど

ちらかのテナント名を変更してください。

• 同じ名前のディレクトリがレプリカにすでに存在している場合は，レプリケーションリンクにデ

フォルトネームスペースのディレクトリを設定できません。

• レプリカで既存のテナントと同じ名前の HCP テナントがインバウンドリンクに設定されてい

る場合は，レプリケーションリンクにインバウンドリンクを設定できません。

• システムレベルのユーザに HCP テナントへアクセスする権限がある場合だけ，HCP テナント

に対してどのネームスペースをレプリケーションするかを選択できます。

• HCP テナントが所有するネームスペースのどれかに，レプリカがサポートする設定より高い明

示的な DPL が設定されている場合，このネームスペースをレプリケーションリンクに設定でき
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ません。テナントへの管理アクセス権限がないためにこれらのネームスペースを除外できない

場合，レプリケーションリンクにテナントを設定できません。

• レプリケーションリンクのプライマリシステムのバージョンが 4.x で，かつレプリカのバージョ

ンが 4.0 より前である場合，次の制限があります。

◦ リンクに設定された各 HCP テナントが所有するすべてのネームスペースが，レプリケー

ション対象に自動的に選択される。

◦ DPL 設定が Dynamic（動的）のネームスペースを所有する HCP テナントに，レプリケー

ションリンクを設定することができない。

◦ リンクに設定された HCP ネームスペースの DPL を，レプリケーションを開始した後で変更

することができない。

• レプリケーションリンクのプライマリシステムのバージョンが 5.0 以降で，かつレプリカのバー

ジョンが 4.x の場合は，テナントのユーザアカウントに［Change Owner］のアクセス権限を付

与しないでください。

• HCP テナントレベルのユーザがレプリケーションの詳細情報を参照しない場合は，レプリケー

ションリンクを作成する前に，この情報を表示するオプションが選択解除されていることを確認

してください。

4.7.2 レプリケーションリンクの作成

レプリケーション機能を使用するために，プライマリシステムでレプリケーションリンクを作成し，

レプリカ側にレプリケーションリンクを受け入れるよう要求します。レプリケーションリンクと

は，HCP のサービスがレプリケーションを実行するために使用する，プライマリシステムとレプリ

カの情報のことです。

ここでは，プライマリシステムでレプリケーションリンクを作成する手順を説明します。なお，レ

プリケーションで複製したテナントに対して，レプリケーション対象から除外，またはレプリケー

ションリンクを削除すると，レプリケーションで再度複製できません。レプリケーションで複製し

たテナントに対してこれらの操作が必要な場合は，お問い合わせ先に連絡してください。

1. プライマリシステムのシステム管理コンソールで，［Services］にマウスカーソルを置くと表示

されるメニューから，［Replication］を選択します。

［Replication］ページが表示されます。

2. ［Replication］ページで，［Create Link］をクリックします。

［Create Link］パネルが表示されます。

3. ［Create Link］パネルで，次の内容を設定します。次の内容以外はデフォルトのままとしてく

ださい。

◦ ［Link Name］フィールドに，リンク名を指定してください。

◦ ［Replica Addresses］フィールドに，レプリカのホスト名（FQDN）を指定してください。

◦ ［Link Type］で，［Outbound］を選択してください。

◦ ［Compress data］オプションのチェックボックスが，選択されていないことを確認してく

ださい。

◦ ［Encrypt data］オプションのチェックボックスが，選択されていないことを確認してくだ

さい。

◦ ［Performance Level］フィールドで，レプリケーションリンクの性能レベルを指定します。

指定した性能レベルによって，各ノードで実行できるレプリケーションスレッドの数が次の

とおりに制御されます。

・［Low］：1 スレッド
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・［Medium］：5 スレッド

・［High］：10 スレッド

・［Use Schedule］：性能レベルをスケジュール化して設定

また，［Use Schedule］を指定した場合は，レプリケーションリンクにスケジュールを設定

する必要があります。スケジュールを設定する手順については，「4.9.3 レプリケーションリ

ンクのスケジュールの設定」を参照してください。

◦ ［Replication Priority］フィールドで，［Oldest Object First］が選択されていることを確認

してください。

◦ ［Tenants］タブで，レプリケーションリンクの対象となるテナントを設定してください。

4. ネットワークアドレス変換（NAT）を使用する場合，［Advanced Configuration］リンクをク

リックして，次の内容を設定します。

◦ ［Replica Port］フィールドに，レプリカがプライマリシステムからデータを受け取るための

ポートを指定してください。

◦ ［Local Addresses］フィールドに，プライマリシステムの IP アドレスを指定してください。

◦ ［Local Port］フィールドに，プライマリシステムがレプリカからのデータを受け取るための

ポートを指定してください。

5. ［Create Link］ボタンをクリックします。

レプリケーションリンクが作成され，レプリカにレプリケーションリンクの受け入れ要求が送信

されます。

4.8 レプリケーションリンクの受け入れ要求を承認する
プライマリシステムから送信された，レプリケーションリンクの受け入れ要求をレプリカで承認す

ると，レプリケーションを開始できるようになります。レプリカで，レプリケーションリンクの受

け入れ要求を承認する手順を説明します。

1. システム管理コンソールで，［Overview］を選択します。

［Overview］ページが表示されます。

2. ［Overview］ページの［Alerts］セクションで，保留中のリンク要求を示す警告の隣にあるリン

クをクリックします。

3. レプリケーションリンクの一覧で，［Pending］のリンク要求をクリックします。

4. 開いたパネルの左側にある，［Configuration］をクリックします。

［Configuration］パネルが表示されます。

5. リンク設定を確認します。

6. ［Accept Link］ボタンをクリックします。

プライマリシステムにリンクを受け入れた旨のメッセージが送信され，レプリケーションが開始

されます。

4.9 レプリケーションリンクの設定を変更する
レプリケーションリンクの設定は，プライマリシステムまたはレプリカのどちらのシステム管理コ

ンソールからでも，いつでも参照できます。ここでは，レプリケーションリンクの設定の変更につ

いて説明します。
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4.9.1 リンク設定の変更時の留意事項

レプリケーションリンクの作成時の留意事項のほとんどは，リンク設定の変更時にも当てはまりま

す。リンクを設定する場合は，さらに次の留意事項があります。

• リンク方向（アウトバウンドまたはインバウンド）を除いて，リンクのプロパティはどれでも変

更できます。

• どちらかのシステムの DNS 名または IP アドレスを変更する場合，新しい DNS 名または IP ア

ドレスは同じシステムを特定する必要があります。これが当てはまらないのは，新しいシステム

または再構成したシステムにリンクをリストアする前に，リンクを再設定している場合です。

• どちらかのシステムのポートを変更できるのは，新しいシステムまたは再作成したシステムにリ

ンクを保存する前にそのリンクを再設定するときだけです。

• リンクがレプリカにフェイルオーバされている間を除いて，HCP テナントをいつでもリンクか

ら追加したり削除したりできます。

重要：

レプリケーションリンクからいったん削除したテナントまたはディレクトリを再追加する

ためには，リンクから削除したテナントまたはディレクトリをレプリカからも削除する必

要があります。これは，現在そのディレクトリまたはテナントが，プライマリシステムと

レプリカの両方に存在しているため，同じ名前でのレプリケーションができないからです。

この場合，リンクを作成する場合とは異なり，プライマリシステムまたはレプリカのテナ

ントの名前を変更しても解決しません。二つのテナントが同じ内部 ID を持っているため

です。

• HCP ネームスペースのリンクへの追加はいつでもできます。HCP ネームスペースのリンクか

らの削除は，リンクがレプリカにフェイルオーバされている間を除いて，いつでもできます。

• リンクに設定された HCP ネームスペースの DPL が，レプリカでサポートされていない明示的

な DPL に変更された場合，ネームスペースを所有するテナントのレプリケーションは自動的に

一時停止されます。この状況から回復するには，テナントの管理者に，レプリカがサポートする

値（または Dynamic（動的））に DPL を変更してもらってください。次にテナントのレプリケー

ションを再開してください。

• リンク設定を更新している間，HCP システムは一時的にリンクの処理を中断します。

4.9.2 レプリケーションリンクの設定の変更

レプリケーションリンクの設定を変更する手順を次に示します。

1. システム管理コンソールのトップレベルメニューで，［Services］の上にマウスカーソルを置い

てセカンダリメニューを表示します。

2. セカンダリメニューで，［Replication］をクリックしてください。

［Replication］ページが表示されます。

3. ［Replication］ページで，修正するリンクの名前をクリックしてください。

4. 開いたパネルの左側にある［Configuration］をクリックしてください。

［Configuration］パネルが表示されます。

5. ［Configuration］パネルで，必要な変更を行ってください。

リンク名，相手のシステムの識別子，圧縮と暗号化のオプション，性能レベル，またはレプリ

ケーションの優先順位を変更するには，［Link Settings］をクリックしてください。

6. ［Update Link］ボタンをクリックしてください。

HCP テナント，デフォルトネームスペースのディレクトリ，またはインバウンドリンクを選択

解除する場合，コンソールに確認メッセージが表示されます。
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7. 確認メッセージが表示された画面で，チェックボックスをクリックしてアクションの結果を確認

し，［Update Link］ボタンをクリックしてください。

HCP は現在行っているレプリケーション，または，データリカバリを停止し，リンク設定を変

更します。変更が完了すると，リンクの処理が以前の状態に戻ります。

メモ：

◦ プライマリシステムでリンクを変更する場合，［Advanced Configuration］セクションの

フィールドラベルは，順に［Replica Port］，［Primary Addresses］，［Primary Port］で

す。

◦ レプリカでリンクを変更する場合，［Source Addresses］フィールドラベルは［Primary
Addresses］に置き換わり，［Advanced Configuration］セクションのフィールドラベル

は，順に［Primary Port］，［Replica Addresses］，［Replica Port］です。

◦ デフォルトネームスペースに多くの 上位ディレクトリがある場合，［Default
Namespace］タブをクリックすると，コンソールの表示に時間が掛かることがあります。

同様に，多くの 上位ディレクトリがあるインバウンドリンクを展開すると，コンソール

の表示に時間が掛かる場合があります。

4.9.3 レプリケーションリンクのスケジュールの設定

［Create Link］パネルの［Performance Level］フィールドで［Use Schedule］を指定した場合，

性能レベルはスケジュールに従って，設定された時間になると自動的に変更されます。スケジュー

ルは，［Replication］ページの［Schedule］パネルで 1 週間単位（日曜日から土曜日）で設定しま

す。デフォルトでは，1 週間全体の性能レベルが［Medium］です。

リンクのスケジュールを変更する手順を説明します。

1. HCP システム管理コンソールで，［Services］にマウスを置くと表示されるメニューから，

［Replication］を選択します。

［Replication］ページが表示されます。

2. ［Replication］ページで，リンク一覧のリンク名をクリックします。

レプリケーションリンクのパネルが表示されます。

3. パネルの左側で，［Schedule］をクリックします。

パネルにスケジュールの設定画面が表示されます。

4. 1 週間全体に性能レベルを設定する場合，スケジュールの設定に必要な回数だけ次の手順を実行

します。

a. ［All］の上にマウスを置いて，性能レベルの一覧を表示します。

b. 設定する性能レベルをクリックします。

5. 曜日単位に性能レベルを設定する場合，スケジュールの設定に必要な回数だけ次の手順を実行し

ます。

a. 曜日の名前の上にマウスを置いて，性能レベルの一覧を表示します。

b. 設定する性能レベルをクリックします。

6. 時間単位または指定した時間の範囲に性能レベルを設定する場合，スケジュールの設定に必要な

回数だけ次の手順を実行します。

a. 性能レベルを設定する時間をクリックします。または，性能レベルを設定する時間の範囲を

指定するために，時間をクリックして同じ日の別の時間までドラッグします。

［Set Performance Level］ウィンドウが開きます。
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性能レベルを設定する時間の範囲を指定するときに，その日の 後の時間を含めるために

は，時間の端まで正確にドラッグする必要があります。より簡単に設定するときは，以前の

時間までドラッグして，［Set Performance Level］ウィンドウで 後の時間をリセットしま

す。

b. 必要に応じて，［Start time］と［End time］のフィールドで開始時間と終了時間を選択し

ます。

c. ［Level］フィールドで，設定する性能レベルを選択します。

d. ［Submit］ボタンをクリックします。

7. ［Update Schedule］ボタンをクリックします。

4.10 レプリケーションを一時停止する
ここでは，レプリケーションを一時停止する手順を説明します。この操作は，HCP をアップグレー

ドする際に必要です。

1. プライマリシステムのシステム管理コンソールで，［Services］にマウスカーソルを置くと表示

されるメニューから，［Replication］を選択します。

［Replication］ページが表示されます。

2. ［Replication］ページで，処理を中断するリンク名をクリックします。

3. 開いたパネルの左側にある，［Management］をクリックします。

［Management］パネルが表示されます。

4. ［Management］パネルで，［Suspend］ボタンをクリックします。

レプリケーションが一時停止します。

5. アップグレード後，レプリケーションを再開する場合は，同じ［Management］パネルで，

［Resume］ボタンをクリックします。

注意：

レプリケーションリンクの状態表示を更新する場合，Web ブラウザのリフレッシュ機能を使用

して更新しないでください。画面を更新する場合は，［Services］にマウスカーソルを置くと表

示されるメニューから，［Replication］を再度選択してください。

4.11 レプリカで無効化されたユーザアカウントを再有効
化する

HCP テナントの場合，テナントレベルのユーザアカウントはレプリケーションされるため，レプリ

カで使用できます。連続してログイン試行が失敗したことによって，アカウントがレプリカで無効

になると，そのテナントは読み取り専用であるため，レプリカで再有効化できません。

ここでは，レプリカで無効化されたテナントレベルのユーザアカウントを再有効化する方法を説明

します。

レプリカで無効化されているテナントレベルのユーザアカウントを再有効化するには，プライマリ

システムの該当するテナントのテナント管理コンソールで，次の手順を実行してください。

1. 上位メニューで，［Security］上にマウスを置いてセカンダリメニューを表示してください。

2. セカンダリメニューで，［Users］をクリックしてください。

3.
［Users］ページのユーザアカウント一覧で，変更するアカウントの編集コントロール（ ）を

クリックしてください。
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4. ［Update User Account］ボタンをクリックしてください。

5. 更新されたアカウントがレプリケーションされるまで待ってください。アカウントがレプリ

ケーションされると，レプリカで有効になります。

4.12 バックログの確認
アウトバウンドまたはインバウンドの任意のレプリケーションリンクに対して，リンクに設定され

たテナントごとに，レプリケーションのステータスとバックログ時間を監視できます。バックログ

時間は次の時間の差です。

• レプリケーションまたはリカバリがまだ行われていないオブジェクトと設定の変更に対する，

も前の変更時間（該当する場合）

• 現在の時間

テナントのステータスとバックログの情報を参照する手順を次に示します。

1. HCP システム管理コンソールの 上位メニューで，［Services］上にマウスを置いてセカンダリ

メニューを表示してください。

2. セカンダリメニューで，［Replication］をクリックしてください。

［Replication］ページが表示されます。

3. ［Replication］ページで，リンク一覧のリンクをクリックしてください。

4. 開いたパネルの左側で，［Tenants］をクリックしてください。

［Tenants」パネルが表示されます。

5. ［Tenants］パネルのいちばん上に，［Overview］パネルの上部に表示される情報と同じ情報が

表示されます。

リンクモードの場合，またはアウトバウンドリンクだけの場合は，［Objects pending］（HCP
ネームスペースで保留中のオブジェクトの概数），［Data pending］（HCP ネームスペースで保

留中のデータの概算量），および［Backlog time］（バッグログ時間）が表示されます。

4.12.1 テナントのレプリケーション情報

［Tenants］パネルに，レプリケーションリンクに設定されたテナントの一覧が表示されます。デ

フォルトテナントのディレクトリがリンクに設定されている場合はデフォルトテナントを含みま

す。この一覧には，テナントごとに次の情報が表示されます。

• ［Tenant Name］：テナント名

• テナントが所有するレプリケーション中のネームスペースに対する平均的なバックログ時間を

示す進ちょくバーと，進ちょく時間（日単位の数値または時間単位（日より短い場合）の数値）。

進ちょくバーの長さは 30 日を表し，右端が現在の時間です。

デフォルトテナントの場合，リンクに設定されたディレクトリの平均バックログ時間です。

補足：

◦ 幾つかのテナントにほかのテナントに比べてかなり大きなバックログがある場合，リンク

のレプリケーション優先度を［Oldest Object First］に設定して，バックログを削減してく

ださい。

◦ 一つ以上のテナントでバックログ時間が常に増えている場合，レプリケーションの性能レ

ベルを［High］に設定します。この設定を行っても，システムの処理能力をさらに高めた

り（例えば，ノードの追加），プライマリシステムとレプリカの間の帯域幅を増やしたりす

ることが必要となることがあります。
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•
テナントがカスケードレプリケーションに含まれる場合は， が表示されます。

• テナントの現在のレプリケーションステータスを示すアイコンの一覧を次の表に示します。

表 4-4 レプリケーションステータスを示すアイコン

アイコン 説明

アイコンがアニメーション表示されている場合，テナ

ントのレプリケーションまたはリカバリは正常に処理

中です。アイコンが静止している場合，レプリケー

ションリンクのすべての処理が一時停止されました。

テナントのレプリケーションは一時停止されました。

テナントのレプリケーションは自動的に一時停止され

ました。このアイコンの上にマウスを置くと，テナン

トのレプリケーションが一時停止された理由がコン

ソールに表示されます。

4.12.2 テナントのレプリケーションの詳細情報

テナントのレプリケーションの詳細情報を参照するには，［Tenants］パネルの一覧にあるテナント

名をクリックしてください。表示される情報は次のとおりです。

• ［Minimum backlog］：テナントが所有するネームスペースの中で も短いバックログ時間。こ

の時間は日単位または時間単位（日より短い場合）で表示されます。

デフォルトテナントの場合，レプリケーションリンクに設定されたディレクトリの中で も短い

バックログ時間です。

• ［Maximum backlog］： テナントが所有するネームスペースの中で も長いバックログ時間。こ

の時間は日単位または時間単位（日より短い場合）で表示されます。

デフォルトテナントの場合，レプリケーションリンクに設定されたディレクトリの中で も長い

バックログ時間です。

• ［Objects pending］：テナントが所有するネームスペースで現在レプリケーションを待っている

オブジェクト数。この値はアウトバウンドリンクにある HCP テナントの場合だけ表示されま

す。

• ［Data pending］：テナントが所有するネームスペースで現在レプリケーションを待っている

データ量。この値はアウトバウンドリンクにある HCP テナントの場合だけ表示されます。

4.13 フェイルオーバとリカバリの管理
レプリケーションペアのプライマリシステムが壊滅的に破損した場合，レプリケーションされたコ

ンテンツをレプリカから読み取ることができるように，プライマリシステムのクライアントに指示

できます。ただし，レプリカにレプリケーションされた HCP のテナントとネームスペースおよび

デフォルトネームスペースディレクトリは読み取り専用のままです。そのため，クライアントはレ

プリケーションされたコンテンツを変更できません。

レプリカにレプリケーションされたエントリにクライアントが書き込みできるようにするには，手

動でレプリケーションリンクをレプリカにフェイルオーバする必要があります。リンクをフェイル

オーバすると，レプリケーションされたエントリはレプリカで読み書き可能になります。

プライマリシステムが修復または再構築された後に，リンクをリストアしてデータリカバリを起動

する必要があります。データリカバリがほぼ終了したときに， 終リカバリ処理を明示的に起動す

る必要があります。
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障害が発生したシステムがレプリカであった場合，該当するテナントとディレクトリはプライマリ

システムでは読み書き可能のままであるため，フェイルオーバする必要はありません。レプリカが

修復または再構築された後に，リンクをリストアする必要があります。これを実行すると，レプリ

ケーションは自動的に再開始します。

ロール：レプリケーションリンクのフェイルオーバ，リンクのリストア，またはレプリケーション

されたデータのリカバリを行うには，ユーザアカウントに Administrator ロールが必要です。

4.13.1 リンクのリストア

レプリケーションリンクをリストアさせる前に，プライマリシステムとレプリカの両方に SSL サー

バ証明書をインストールして，公開鍵を交換してください。SSL 設定については，4.4 SSL サーバ

証明書の公開鍵のインストールを参照してください。

システム障害の後にレプリケーションリンクをリストアする手順を次に示します。

1. 該当するプライマリシステムまたはレプリカのシステム管理コンソールのトップレベルメ

ニューで，［Services］の上にマウスカーソルを置いてセカンダリメニューを表示します。

2. セカンダリメニューで，［Replication］をクリックしてください。

［Replication］ページが表示されます。

3. ［Replication］ページで，リストアするリンクの名前をクリックしてください。

4. 必要に応じて，リンクの設定を更新します。この処理は，もう一方のシステムの DNS 名または

IP アドレスが変更された場合にだけ実行してください。

リンク設定の更新の手順については，「4.9.1 リンク設定の変更時の留意事項」を参照してくださ

い。

5. パネルの左側にある［Advanced］をクリックしてください。

［Advanced］パネルが表示されます。

6. ［Advanced］パネルで，［Restore Link］ボタンをクリックしてください。

メモ：

［Restore Link］ボタンが表示されない場合は，数分待ってください。次のことを HCP が確認

するため，表示に時間が掛かります。

◦ もう一方のシステムが使用可能になっていること

◦ そのシステムに必要な SSL 証明書がインストールされていること

◦ 既存のリンク

ペンディングリンク要求がほかのシステムに発行されます。リンク作成のために 初に要求したの

と同様にこれに応答してください。リンク要求に応答することについての詳細は，4.8 レプリケー

ションリンクの受け入れ要求を承認するを参照してください。

相手のシステムがリンクを受け入れた場合は，次のとおりです。

• 該当システムがプライマリシステムの場合，リンクは［Suspended］（一時停止）状態で再作成

され，データリカバリを開始する必要があります。

• 該当システムがレプリカである場合，リンクが受け入れられたときにレプリケーションが自動的

に再開します。

4.13.2 リカバリ

レプリケーションを行っている HCP システムに障害が発生した場合，システムを再インストール

して構成を設定し直し，その後，障害が発生した HCP システムでリンクを再設定してください。

レプリケーション機能を使って運用する 103

運用ガイド



これによって，オブジェクト，HCP のテナントとネームスペースの設定情報，およびその他のデー

タをレプリカからリカバリするプロセスを開始できます。

リカバリ処理の前半では，クライアントから見て，プライマリシステムのテナントやディレクトリ

は読み取り専用であり，レプリカの対応するテナントやディレクトリは読み書き可能のままになり

ます。リカバリ処理中，クライアントは書き込み処理をレプリカに実施します。

リカバリ処理の 終段階では，プライマリシステムとレプリカの両方のテナントやディレクトリは，

短時間だけ読み取り専用になります。HCP システムレベル管理者は，読み取り専用の時間を考慮し

てリカバリを実施してください。

補足：リカバリ処理の 終段階では，プライマリシステムとレプリカの両方のテナントやディレク

トリが読み取り専用となるため，この段階をクライアントがアクセスしない時間にリカバリ処理を

スケジューリングしてください。

リカバリが完了すると，プライマリシステムのテナントやディレクトリは読み書き可能になり，レ

プリカのテナントやディレクトリは再び読み取り専用になり，レプリケーション処理が再開します。

この時点で，HCP システムレベル管理者は再度クライアントの書き込み要求をプライマリシステム

に送るよう設定し直す必要があります。

メモ：レプリケーションサービスは，レプリカに障害が発生した場合でも処理できます。

リカバリ処理の管理の手順については，「4.13.6 障害からのリカバリ」を参照してください。

4.13.3 リカバリ処理中の重複の解決

レプリケーションリンクが復元される前に，プライマリシステムのレプリケーションされたテナン

トやディレクトリに対する書き込みをクライアントに許可した場合，リカバリ処理中に重複が発生

するおそれがあるため，推奨しません。同様に，プライマリシステムのテナント，ネームスペース，

保管クラス，およびテナントのユーザアカウントに対して，HCP テナント管理者に設定変更を許可

することも推奨しません。二つのオブジェクトが同じディレクトリパス，名前，バージョン ID（HCP
テナントだけ）を持つ場合に，次のどちらかに該当すると重複が発生します。

• 異なる作成時刻を持つ場合。

• 異なるハッシュ値を持つ場合（オブジェクトが一致しないことを意味する）。
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既存のオブジェクトとレプリケーションされてくるオブジェクトが同じディレクトリパス，名前，

ハッシュ値，作成時刻を持つ場合，それらは同じオブジェクトであると判断されます。このとき，

レプリケーションサービスは既存オブジェクトのメタデータを，保存されるオブジェクトのメタ

データに一致するように更新します。

レプリカからコピーして戻されたオブジェクトがプライマリシステムにすでに存在するオブジェク

トと重複した場合，レプリケーションサービスは，インバウンドリンクオブジェクト（レプリカか

らプライマリシステムにコピーするオブジェクト）を rest/.lost+found/replication/link-
id/object-pathディレクトリ（HCP ネームスペースの場合）または fcfs_data/.lost
+found/replication/link-id/object-path（デフォルトネームスペースの場合）に保管し

ます。link-id はレプリケーションリンクの内部識別子で，object-path は fcfs_data または rest の下

のオブジェクトへのディレクトリパスです。

重複しているインバウンドリンクオブジェクトは，保管期間内でない場合にだけ削除できます。

設定の重複は，テナント，ネームスペース，保管クラス，またはテナントのユーザアカウントの設

定がレプリカとプライマリの間で異なる場合に発生します。この場合，インバウンドの項目がプラ

イマリシステムの項目より新しい構成変更情報を持っているときは，インバウンドオブジェクトが

このオブジェクトに置き換わります。それ以外の場合，インバウンドオブジェクトは無視されます。

メモ：レプリケーションサービスはリカバリ処理中の重複に対応できますが，レプリケーションリ

ンクの復元前に，プライマリシステムで書き込みを許可しないでください。重複を見つけたら，お

問い合わせ先まで連絡してください。

4.13.4 フェイルオーバとリカバリのワークフロー

フェイルオーバおよびリカバリを実施するシナリオには二つあります。一つはプライマリシステム

で障害が発生した場合で，もう一つはレプリカで障害が発生した場合です。次のセクションでは，

これらのシナリオの基本的なワークフローについて説明します。

(1)　プライマリシステム障害のワークフロー

次の表は，レプリケーションペアのプライマリシステムで障害が起こった場合の手順と発生内容を

示します。

表 4-5 レプリケーションペアのプライマリシステムで障害が起こった場合の手順と発生内容

番号 リカバリの手順 発生内容

プライマリシステムで障害発生

1 レプリカで，フェイルオーバ処理を実行します。 レプリカの該当するテナントとディレクトリは

読み書き可能となります。

2 クライアントにレプリカにだけ書き込みするよ

うに指示します。

--

プライマリシステムがオンラインに戻ります

3 プライマリシステムが再構築された場合： プラ

イマリシステムで，レプリカからレプリケーショ

ン SSL サーバ証明書をアップロードします。レ

プリカで，プライマリシステムからレプリケー

ション SSL サーバ証明書をアップロードします

--

4 レプリカで，必要に応じてリンク接続情報を更新

します。

--

5 レプリカで，リンクをリストアする要求を送りま

す。

ペンディングリンク要求がプライマリシステム

に表示されます。

6 プライマリシステムで，リストアされたリンクを

受け取ります。

レプリケーションリンクが Suspended（待機）

状態で再作成されます。

レプリケーション機能を使って運用する 105

運用ガイド



番号 リカバリの手順 発生内容

7 レプリカで，データリカバリを開始します。 レプリカの該当するテナントとディレクトリは，

読み書き可能のままです。プライマリシステム

の該当するテナントとディレクトリは読み取り

専用になります。レプリカからプライマリシス

テムへのデータリカバリが開始します。

8 データリカバリのバックログ時間がゼロになる

まで待機します。

--

9 プライマリシステムとレプリカの両方で，データ

リカバリを終了させます。

レプリカの該当するテナントとディレクトリは，

読み取り専用になります。プライマリシステム

の該当するテナントとディレクトリは，読み取り

専用のままです。レプリカからプライマリシス

テムのデータリカバリが終了するまで続きます。

データリカバリが終了します

10 特になし。 レプリカの該当するテナントとディレクトリは

読み取り専用のままです。プライマリシステム

の該当するテナントとディレクトリは読み書き

可能になります。プライマリシステムからレプ

リカへのレプリケーションが再開します。

11 システムログに「Replication data recovery
completed」というメッセージが表示されたら，

クライアントにプライマリシステムだけに書き

込みするように指示します。

--

(2)　レプリカ障害のワークフロー

次の表は，レプリケーションペアのレプリカで障害が起こった場合の手順と発生内容を示します。

表 4-6 レプリケーションペアのレプリカで障害が起こった場合の手順と発生内容

番号 リカバリの手順 発生内容

レプリカで障害発生

1 リンクのレプリケーションを停止します。 --

レプリカがオンラインに戻ります

2 レプリカが再構築された場合： レプリカで，プ

ライマリシステムからレプリケーション SSL
サーバ証明書をアップロードします。プライマ

リシステムで，レプリカからレプリケーション

SSL サーバ証明書をアップロードします。

--

3 プライマリシステムで，必要に応じてリンク設定

情報を更新します。

--

4 プライマリシステムで，リンクをリストアする要

求を送ります。

ペンディングリンク要求がレプリカに表示され

ます。

5 プライマリシステムで，リストアされたリンクを

受け取ります。

レプリケーションリンクが Suspended（待機）

状態で再作成されます。

6 プライマリシステムで， 初からレプリケーショ

ンを再開します。

レプリケーションリンクが再作成された場合：プ

ライマリシステムの該当するテナントとディレ

クトリは読み書き可能のままです。レプリカの

該当するテナントとディレクトリは読み取り専

用になります。

リンクが再開された場合：プライマリシステムか

らレプリカへのレプリケーションは 初から再

開します。
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4.13.5 レプリカへのフェイルオーバ

プライマリシステムで障害が発生した場合，レプリカのシステム管理コンソールから手動でフェイ

ルオーバ処理を実行してください。フェイルオーバ処理により，レプリカの該当するテナントと

ディレクトリが読み書き可能になります。

重要：

• 書き込み先を，レプリカ側だけのレプリケーションされたネームスペースとディレクトリにする

ように，すべてのクライアントに指示する必要があります。データリカバリ処理が終了するま

で，プライマリシステムのレプリケーションされたネームスペースとディレクトリには書き込み

できません。

• 通常のレプリケーションに戻すためには，データリカバリ手順を 後まで実施する必要がありま

す。リンクをリストアする必要がない場合でも，またレプリケーションされたエントリの設定ま

たはコンテンツが変更されなかった場合でも，この手順を実施する必要があります。何も変更が

なかった場合でも，このケースのデータリカバリ処理には 5 分以上掛かることがあります。

レプリケーションリンクでフェイルオーバ処理を実行するには，次の手順を実行してください。

1. レプリカのシステム管理コンソールのトップレベルメニューで，［Services］の上にマウスカー

ソルを置いてセカンダリメニューを表示します。

2. セカンダリメニューで，［Replication］をクリックしてください。

3. ［Replication］ページで，フェイルオーバを開始するリンクの名前をクリックしてください。

4. 開いたパネルの左側にある［Advanced］をクリックしてください。

5. ［Advanced］パネルで，［Fail Over］ボタンをクリックしてください。

6. 確認メッセージが表示されたら，［Fail Over Link］ボタンをクリックしてください。

補足：フェイルオーバ処理の開始後に，コンテンツの検証と保護サービスがプライマリシステムか

ら修復を行わないように，レプリケーションリンクを中断します。

4.13.6 障害からのリカバリ

障害が発生すると，HCP システムはすべての設定情報を失うことがあります。このようにシステム

がレプリケーションを行った場合，そのシステムが復旧した後にリンク設定をリストアしてくださ

い。プライマリシステムに障害が発生した場合，ネームスペースのコンテンツとその他の該当情報

をレプリカからリカバリする必要があります。レプリカに障害が発生した場合，レプリケーション

は自動的に再開します。その場合，HCP はすべてのネームスペースまたは各ネームスペース内で

も古いメタデータの変更を持つオブジェクトから改めてレプリケーションを開始します。

メモ：障害が発生した HCP システムが再度有効になった場合に，そのシステムにリンク設定が残っ

ているとき，リンクをリストアする必要はありません。

リンクをリストアした後に，確実にデータリカバリを開始するか，またはレプリケーションを再実

行してください。リンクがリストアされたときは，どちらのプロセスも自動では開始されません。

リストアされたリンクの初期状態は［Suspended］（待機）です。データリカバリを開始したとき，

またはレプリケーションを再開したときに，リンクの処理が自動的に再開します。

(1)　プライマリシステム障害後のデータリカバリ

レプリカからプライマリシステムにデータとその他の該当情報をリストアするには，次の手順を実

行してください。

1. レプリカのシステム管理コンソールのトップレベルメニューで，［Services］の上にマウスカー

ソルを置いてセカンダリメニューを表示します。
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2. セカンダリメニューで，［Replication］をクリックしてください。

3. ［Replication］ページで，目的のリンクの名前をクリックしてください。

4. 開いたパネルの左側にある［Advanced］をクリックしてください。

5. ［Advanced］パネルで，［Begin Recovery］ボタンをクリックしてください。

メモ：レプリケーションの新しいクライアント証明書のアップロード後に［Begin Recovery］
ボタンがアクティブになるまで，10 分以上かかることがあります。

レプリケーションサービスは，レプリカからプライマリシステムに該当する設定とオブジェクト

のコピーを開始します。プライマリシステムからレプリカへのレプリケーションと同様に，すべ

てのネームスペース全体または各ネームスペース内で も古いメタデータの変更を持つオブ

ジェクトから，サービスが開始されます（リンク設定による）。

6. プライマリシステムかレプリカのどちらかのシステム管理コンソールの［Replication］ページ

に表示されるテナントバックログを定期的に確認することで，リカバリ処理を監視します。

7. リカバリ処理が，現在のレプリカのテナントとネームスペースの処理とほぼ同期が取れると，レ

プリカのシステム管理コンソールの［Advanced］パネルに戻ります。各テナントの 大バック

ログ時間がゼロに近づくと，同期は終了に近づきます。

メモ：クライアントがレプリカへの書き込みアクセスを続ける限り，同期化が 100%に達するこ

とはありません。同期化は，リカバリ処理を終えるために完了する必要はありません。

8. ［Advanced］パネルで，［Complete Recovery］ボタンをクリックしてください。

補足：リポジトリのクライアント利用が少ないときに，データリカバリ処理の実行をスケジュー

ルすることができます。

レプリカの該当するテナントとディレクトリは読み取り専用になります。レプリケーション

サービスがリカバリ処理を終了するまで，テナントとディレクトリは読み取り専用のままです。

これにかかる時間は，リカバリするデータがどれくらい残っているかによります。

リカバリ処理が終了すると，プライマリシステムのテナントとディレクトリは読み書き可能にな

り，その一方でレプリカのテナントやディレクトリは読み取り専用のままです。プライマリシス

テムのレプリケーションサービスはオブジェクトのレプリカへのコピーを再開します。

9. システムログに次のメッセージが表示されるまで待ちます。

Replication data recovery completed

10. プライマリシステムにレプリケーションされたテナントとディレクトリに，クライアントが書き

込みを行うように変更します。

(2)　レプリカ障害後のレプリケーション再開

レプリカへのレプリケーションリンクのリストア後にレプリケーションを再開するには，次の手順

を実行してください。

1. プライマリシステムのシステム管理コンソールのトップレベルメニューで，［Services］の上に

マウスカーソルを置いてセカンダリメニューを表示します。

2. セカンダリメニューで，［Replication］をクリックしてください。

3. ［Replication］ページで，目的のリンクの名前をクリックしてください。

4. 開いたパネルの左側にある［Advanced］をクリックしてください。

5. ［Advanced］パネルで，［Restart］ボタンをクリックしてください。

6. 確認メッセージが表示されたら，［Restart Replication］ボタンをクリックしてください。

レプリケーションサービスは，選択したテナントとディレクトリにあるすべてのオブジェクトとそ

の他の該当情報を，プライマリシステムからレプリカにコピーします。
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A
HCP システムの起動と停止

ここでは，HCP システムの起動および停止の手順を説明します。

r A.1 HCP システムを起動する

r A.2 HCP システムを停止する
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A.1 HCP システムを起動する
ここでは，HCP システムを起動する手順を説明します。HCP システムの起動は，次のとおり行い

ます。

• ハードウェアの電源を入れる。

• ハードウェアの動作状態を確認する。

それぞれの詳細な手順を次に説明します。

A.1.1 ハードウェアの電源を入れる

ここでは，ハードウェアの電源を入れる手順を説明します。なお，ノード以外のハードウェアの電

源がすでに入っている場合，次の手順 8 から操作を開始してください。

1. ラック内にある，コンセントボックスのブレーカの電源を入れます。

電源の入れ方については，HCP に添付されているコンセントボックスのマニュアルを参照して

ください。

2. ファイバチャネルスイッチの電源を入れます。

電源の入れ方については，HCP に添付されているファイバチャネルスイッチのマニュアルを参

照してください。

3. ファイバチャネルスイッチの LED を参照して，電源が入っていることを確認します。

確認する LED については，HCP に添付されているファイバチャネルスイッチのマニュアルを

参照してください。

4. ストレージの電源を入れます。

電源の入れ方については，HCP に添付されているストレージのマニュアルを参照してください。

5. ストレージの LED を参照して，電源が入っていることを確認します。

確認する LED については，HCP に添付されているストレージのマニュアルを参照してくださ

い。

6. バックエンドスイッチの電源を入れます。

電源の入れ方については，「B.2.2 バックエンドスイッチの電源の入れ方および切り方」を参照

してください。

7. バックエンドスイッチの LED を参照して，電源が入っていることを確認します。

確認する LED については，「図 B-3 バックエンドスイッチ（装置正面パネル）」および「表 B-1
バックエンドスイッチ（正面パネルの LED）」を参照してください。

8. ノードの電源を入れます。

電源の入れ方については，HCP に添付されているノードのマニュアルを参照してください。

9. ノードの LED を参照して，電源が入っていることを確認します。

確認する LED については，HCP に添付されているノードのマニュアルを参照してください。

A.1.2 ハードウェアの動作状態を確認する

ここでは，ハードウェアの動作状態を画面で確認する手順を説明します。

1. システム管理コンソールへログインします。

HCP システムに初めてログインする場合は，デフォルトユーザのアカウントを使用してくださ

い。デフォルトユーザでのログインについては，「2.1.2 デフォルトユーザでログインし，パス

ワードを変更する」を参照してください。

2. システム管理コンソールで，［Overview］を選択します。
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［Overview］ページが表示されます。

3. ［Overview］ページの［Hardware Status］に，警告メッセージおよびエラーメッセージが表示

されていないことを確認します。

警告メッセージおよびエラーメッセージの一覧については，「2.7 システム管理コンソールの警

告を確認する」を参照してください。

警告メッセージは背景がオレンジ色，エラーメッセージは赤色で表示されます。警告メッセージ

またはエラーメッセージが表示されている場合，お問い合わせ先まで連絡してください。

4. システム管理コンソールで，［Monitoring］を選択します。

［Monitoring］ページが表示されます。

5. ［Monitoring］ページの［System Events］タブに表示されているイベントに，警告メッセージ

およびエラーメッセージがないことを確認します。

警告メッセージおよびエラーメッセージの一覧については，「2.7 システム管理コンソールの警

告を確認する」を参照してください。

システムログの警告メッセージは，［Severity］の文字色がオレンジ色，エラーメッセージは赤

色で表示されます。

6. システム管理コンソールで，［Overview］を選択します。

［Overview］ページが表示されます。

7. ［Overview］ページの［Hardware Status］に，次の表示があることを確認します。

◦ Zero-copy failover enabled

◦ Multipath enabled

8. 暗号化を実行している場合，［Overview］ページの［System Status］に，次の表示があること

を確認します。

◦ Archive is encrypted using 128-bit AES

9. システム管理コンソールで，［Hardware］を選択します。

［Hardware］ページが表示されます。

10. 各ノードの論理ボリュームが正常であることを，［Hardware］ページの次の点で確認します。

◦ すべてのノードの［Status］が，［Available］となっていること。

◦ すべてのノードの［Logical Volumes］で，各論理ボリュームが緑色になっていること。

11. すべてのノードと IP スイッチが正常に接続されていることを，ノードごとに次の手順を実行し

て確認します。

a. ［Hardware］ページで，ノード ID をクリックします。

ノードの詳細情報が表示されます。

b. ノードの［Hardware Status］セクションに表示されている，ネットワークインタフェース

カード（NIC）に関するメッセージをクリックします。

ネットワークインタフェースカード（NIC）の詳細情報が表示されます。

c. ［Bonded Back-End Interface:bond1］で，［eth1］と［eth3］の［Active］が，［true］と

なっていることを確認します。

12. すべてのノードとファイバチャネルスイッチが正常に接続されていることを，ノードごとに次の

手順を実行して確認します。

a. ［Hardware］ページで，ノード ID をクリックします。

ノードの詳細情報が表示されます。

b. ノードの［Hardware Status］セクションに表示されている，ストレージデバイスに関する

メッセージをクリックします。
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ストレージデバイスの詳細情報が表示されます。

c. すべてのデバイスの［Status］が，［OK］となっていることを確認します。

A.2 HCP システムを停止する
ここでは，HCP システムを停止する手順を説明します。

なお，HCP システムを停止して HVFP のファイルシステムの運用を続ける場合は，HVFP 側で次

の操作に対してエラーが発生するおそれがあるため，注意してください。

• スタブファイルの読み込み処理

• スタブファイルの更新処理

• マイグレートされたファイルの削除

• マイグレートされた WORM ファイルのリテンション期間の延長

• 設定されたスケジュールでの，HCP へのシステム設定情報の保存

1. 連携製品からのアクセスを停止する。

メンテナンスなどによって連携製品を停止する場合は，HCP システムよりも先に連携製品を停

止してください。

2. システム管理コンソールにログインします。

3. システム管理コンソールで，［Nodes］を選択します。

［Nodes］ページが表示されます。

4. ［Nodes］ページの下にある，［Shut Down System］ボタンをクリックします。

［Shut Down System］ウィンドウが表示されます。

5. ［Reason］フィールドに，ノードをシャットダウンする理由を入力してください。

［Reason］フィールドには，ASCII 表示可能文字を使って，空白を含め 1,024 文字を入力できま

す。

6. ［Shut Down System］ボタンをクリックします。

注意：

システム管理コンソールの画面表示を更新する場合，Web ブラウザのリフレッシュ機能を

使用して更新しないでください。画面を更新する場合は，システム管理コンソールの

［Nodes］を再度選択してください。

7. ブラウザウィンドウを閉じます。

システムの停止処理が完了すると，ノードの電源が切れます。

通常のシステムの停止はこれで完了です。停電対策やシステムの移設などの場合に限り，次の手

順以降も実行してください。

8. バックエンドスイッチの電源を切ります。

電源の切り方については，「B.2.2 バックエンドスイッチの電源の入れ方および切り方」を参照

してください。

9. バックエンドスイッチの LED を参照して，電源が切れていることを確認します。

確認する LED については，「図 B-3 バックエンドスイッチ（装置正面パネル）」および「表 B-1
バックエンドスイッチ（正面パネルの LED）」を参照してください。

10. ストレージの電源を切ります。

電源の切り方については，HCP に添付されているストレージのマニュアルを参照してください。

11. ストレージの LED を参照して，電源が切れていることを確認します。
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確認する LED については，HCP に添付されているストレージのマニュアルを参照してくださ

い。

12. ファイバチャネルスイッチの電源を切ります。

電源の切り方については，HCP に添付されているファイバチャネルスイッチのマニュアルを参

照してください。

13. ファイバチャネルスイッチの LED を参照して，電源が切れていることを確認します。

確認する LED については，HCP に添付されているファイバチャネルスイッチのマニュアルを

参照してください。
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B
HCP システムで使用するハードウェア

HCP システムでは，ノード，ストレージ，IP スイッチなどのハードウェアを使用します。ここで

は，ノード，バックエンドスイッチ，およびルーターについて説明します。ストレージなど，その

ほかのハードウェアの詳細については，HCP に添付されているマニュアルを参照してください。

r B.1 ノード

r B.2 バックエンドスイッチ

r B.3 ルーター
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B.1 ノード
ここでは，HCP システムで使用するノード上のポートの配置について説明します。

ポートの配置について次に示します。なお，ノードの機種によってポートの配置は異なります。

図 B-1 ノードで使用するポートの配置

B.2 バックエンドスイッチ
ここでは，バックエンドスイッチに関する次の情報を説明します。

• 装置の外観図

• 電源の入れ方および切り方

• SNMP サーバおよび NTP サーバとの接続に使用するポート

それぞれの詳細を次に説明します。

B.2.1 装置の外観図

装置の外観について次に示します。
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(1)　装置の前面

装置の前面を次に示します。

図 B-2 バックエンドスイッチ（装置前面）

◦ 装置のカバーを外さないでください。感電の原因となります。

封印シールをはがさないでください。封印シールをはがすと，「開封済み」の文字が浮かびま

す。「開封済み」の文字が浮かんだ機器は，保証の対象外となります。

(2)　装置の正面パネル

装置の正面パネルを次に示します。

図 B-3 バックエンドスイッチ（装置正面パネル）

各 LED，スイッチ，コネクタの詳細について次に示します。

表 B-1 バックエンドスイッチ（正面パネルの LED）

名称 LED の種類 LED の示す状態

PWR 緑 電源の状態を次のパターンで示します。

• 点灯：電源 ON
• 消灯：電源 OFF，または電源異常

ST1 緑および赤 装置の状態を次のパターンで示します。

• 緑点灯：動作可能

• 緑点滅：準備中（起動中）

• 赤点滅または点灯：装置の障害発生

• 消灯：電源 OFF，または電源異常
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名称 LED の種類 LED の示す状態

ST2 緑 使用しません。

ACC 緑 メモリカードの状態を次のパターンで示します。

• 点灯：メモリカードアクセス中

• 消灯：メモリカードアイドル中

LINK※ 緑 SFP スロットのイーサネットポートの動作状態を示します。

T/R※ 緑

1-24 緑およびオレ

ンジ

10/100/1000BASE-T イーサネットポートの動作状態を，次のパターンで示

します。

• 緑点灯：リンク確立

• 緑点滅：リンク確立およびフレーム送受信中

• オレンジ点灯：回線障害検出

• 消灯：ST1 の LED が緑点灯の場合，リンク障害または閉塞

 注※

この個所はサポート対象外のため，使用しないでください。

表 B-2 バックエンドスイッチ（正面パネルのスイッチ）

名称 詳細

RESET※ 装置のリセットスイッチです。

 注※

この個所はサポート対象外のため，使用しないでください。

表 B-3 バックエンドスイッチ（正面パネルのコネクタ）

名称 詳細

MC※ メモリカードのスロットです。

CONSOLE※ CONSOLE ポートです。

 注※

この個所は保守員が保守時に使用します。保守員以外の方は，メモリカードの抜き差しや

CONSOLE ポートを使用しないでください。

なお，バックエンドスイッチのポート番号は次の図のとおりです。
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図 B-4 バックエンドスイッチ（ポート番号）

(3)　装置の後面

装置の後面を次に示します。

図 B-5 バックエンドスイッチ（装置後面）

B.2.2 バックエンドスイッチの電源の入れ方および切り方

ここでは，バックエンドスイッチでの電源の入れ方，および切り方について説明します。

電源の入れ方

バックエンドスイッチの背面にある電源スイッチを ON にします。

電源の切り方

バックエンドスイッチの背面にある電源スイッチを OFF にします。

バックエンドスイッチの背面にある電源スイッチについて次に示します。
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図 B-6 バックエンドスイッチ（背面の電源スイッチ）

◦ バックエンドスイッチの ACC の LED 点灯中は，電源を切らないでください。

バックエンドスイッチの正面パネルにある ACC の LED 点灯中は，メモリカードにアクセ

ス中です。アクセス中に電源を切ると，メモリカードを破損するおそれがあります。

◦ ノードやストレージの電源を切ったあとに，バックエンドスイッチの電源を切ってくださ

い。

B.2.3 SNMP サーバおよび NTP サーバとの接続に使用するポート

バックエンドスイッチに対し，SNMP サーバから監視させる場合や NTP サーバと時刻を同期させ

る場合，SNMP サーバおよび NTP サーバと接続する LAN を，バックエンドスイッチの 24 番ポー

トに接続してください。24 番ポートの位置を次に示します。

図 B-7 バックエンドスイッチ（SNMP サーバおよび NTP サーバの LAN 接続ポート）
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B.3 ルーター
ストレージを共有して HCP と HVFP を連携する場合，HVFP の管理 LAN とフロントエンド LAN
の間にルーターを設置します。管理 LAN 上の管理コンソールがフロントエンド LAN 上の HCP と

通信できるようにルーターを設定してください。設定するネットワークアドレスについて次に示し

ます。

• 管理 LAN 側：管理コンソールのネットワークアドレス

• フロントエンド LAN 側：フロントエンド LAN のネットワークアドレス

ファイアウォールで例外登録するポート番号とプロトコル

使用するポートやプロトコルをファイアウォールで制限する場合，次のポート番号とプロトコルを

ファイアウォールの例外として登録してください。

表 B-4 管理コンソールと HCP の間のファイアウォールで例外登録が必要なポート番号

ポート番号 通信元 通信先

8000/tcp 管理コンソール テナント管理コンソール

9090/tcp 管理コンソール HCP 管理 API

HCP システムで使用するハードウェア 121

運用ガイド



122 HCP システムで使用するハードウェア

運用ガイド



C
HCP システムで使用するサービス

ここでは，HCP システムで使用するサービスについて説明します。

r C.1 サービスのデフォルトスケジュール

r C.2 サービスのスケジュール

r C.3 保護サービスの実行契機
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C.1 サービスのデフォルトスケジュール
HCP システムで使用するサービスについて次の表に示します。

表 C-1 HCP システムで使用するサービス

サービス名 説明

Duplicate elimination 冗長データを削除するサービスです。

Garbage collection 削除対象のオブジェクトや，トランザクションログにある削除やパージ

のレコードなど，リポジトリ内に残ったデータとメタデータを削除する

サービスです。

Scavenging リポジトリ内のオブジェクトが有効なメタデータを持っているかの確

認，および修復をするサービスです。

Compression オブジェクトのデータを圧縮するサービスです。

Disposition 期限が過ぎたオブジェクトを自動的に削除する HCP のサービスです。

Content Verification オブジェクトのデータがハッシュ値と一致するかどうかを確認すること

で，オブジェクトの整合性を確保するサービスです。

Protection ネームスペースごとに設定するデータ保護レベル（DPL）によってデー

タを冗長化して，データの欠落および破損を自動で修復をするサービス

です。

これらのサービスに対して，デフォルトで実行されるスケジュールについて次の表に示します。

表 C-2 サービスのデフォルト実行スケジュール

時刻 土，日曜日に実行されるサービス
月～金曜日に実行されるサー

ビス

0:00～10:00 Protection
Scavenging

Garbage collection
Disposition
Duplicate elimination

10:00～13:00 Compression

13:00～18:00 Garbage collection
Disposition
Duplicate elimination

Compression Content Verification

18:00～24:00 Content Verification

C.2 サービスのスケジュール
システム管理コンソールの［Schedule］ページでは，サービスのスケジュールとイベントログを管

理できます。

［Schedule］ページを表示する手順を次に示します。

1. プライマリシステムのシステム管理コンソールのトップレベルメニューで，［Services］の上に

マウスカーソルを置いてセカンダリメニューを表示します。

2. セカンダリメニューで，［Schedule］をクリックしてください。

ロール：

［Schedule］ページのスケジュールとイベントログを参照するには，Monitor ロールまたは

Administrator ロールが付与されている必要があります。サービスのスケジュールを作成，変

更，起動または削除するには，Administrator ロールが付与されている必要があります。
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C.2.1 サービスに関する情報の表示

［Schedule］ページの上部には，各サービスを表すアイコンが表示されます。これらのアイコンに

より，何のサービスがスケジュールされているかを確認することができます。表示されるアイコン

は次のとおりです。

• 圧縮サービス

• コンテンツ検証サービス

• ディスポジションサービス

• 重複排除サービス

• ガーベジコレクションサービス

• 保護サービス

• スカビンジングサービス

• ストレージ階層サービス

スピンダウン記憶装置を持っている SAIN システムだけで表示されます。

スケジュール表の実行期間の上にマウスカーソルを移動すると，キャプションの上部にスケジュー

ルの開始時刻および終了時間が表示されます。スケジュールされているサービスは，キャプション

でハイライト表示されます。

C.2.2 スケジュールを作成する前に

サービスのスケジュールを作成する前に次のことを確認してください。

• HCP Default Schedule は，修正および削除できません。

• 短の実行期間は 2 時間です。

• 同じサービスを含まない場合，実行期間が重なっても設定できます。例えば，午前 1 時から始

まる 5 時間の実行期間，午前 1 時から始まる 6 時間の実行期間，および午前 3 時から始まる 3
時間の実行期間を同じ日に対して設定できます。

• 実行期間が二日にわたる設定はできません。

• 実行期間内に設定するサービスの 大数は，実行期間（時間）を半分にして小数点以下を切捨て

た数を推奨します。

• 多くのサービスを同時に実行するスケジュールを設定すると，システムリソースの競合が多くな

ります。

• スケジュールが実行されるたびにサービスが起動し，前回停止した部分から処理を継続します。

• アクティブなスケジュールを修正すると，実行中のサービスが停止します。修正したときの時刻

がサービスの実行期間内の場合，10 分以上実行期間が残っていればサービスが再開します。

また，優先的に実行されるサービスについて次に示します。

• 保護サービスは，コンテンツ検証サービスと圧縮サービスよりも優先的に実行されます。

保護サービスが開始すると，実行中のコンテンツ検証サービスや圧縮サービスは自動的に停止し

ます。保護サービスが停止すると，自動的に停止していたサービスが再開し，その時間で実行さ

れるようにスケジューリングされます。

C.2.3 スケジュールの作成

サービスのスケジュールを作成する手順を次に示します。
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1. 既存のスケジュールから新しいスケジュールを作成する場合，スケジュール表の左上のフィール

ドでスケジュールを選択します。

2. ［Create New Schedule］ ボタンをクリックします。

3. ［Create New Schedule］ ウィンドウで新しいスケジュール名を入力します。

スケジュール名は 1～64 文字で指定します。指定できる文字は英数字，ハイフン（-），アンダー

ライン（_），ピリオド（.），コンマ（,）およびスペースです。入力した英大文字と英小文字は

区別されません。なお，HCP Default Schedule，HCP Spindownは，スケジュール名とし

て使用できません。既存のスケジュールから作成する場合は，［From current load schedule:］
オプションを選択してください。既存のスケジュールから作成しない場合は，［From blank
schedule］オプションを選択してください。

4. ［Save］ ボタンをクリックします。

スケジュール表に新しいスケジュールが表示されます。この時点のスケジュールはアクティブ

ではありません。

C.2.4 スケジュールの変更

サービスのスケジュールを変更する手順を次に示します。

1. スケジュール表の左上のフィールドで，スケジュールを選択します。

2. スケジュールに実行期間を追加，修正または削除します。

3. ［Update Schedule］ ボタンをクリックします。

(1)　実行期間の追加

サービスのスケジュールに実行期間を追加する手順を次に示します。

1. スケジュール表の左上のフィールドで，実行期間を追加したいスケジュールを選択します。

2. スケジュール表で実行期間を設定します。

次のどれかの方法で設定してください。

◦ 開始時間をクリックしてください。デフォルトで 2 時間の実行期間が設定されます。実行

期間を保存する前に，開始時間および終了時間を変更できます。

◦ 同じ日内の任意の時間をドラッグして範囲を選択してください。選択した範囲の時間が実

行期間として設定されます。実行期間を保存する前に，開始時間および終了時間を変更でき

ます。

◦ 既存の実行期間をクリックしてください。

◦ 曜日をクリックしてください。24 時間の実行期間が設定されます。この実行期間を保存す

るとき，同じ日のほかのすべての実行期間が削除されます。

◦ Allをクリックしてください。1 週間，毎日 24 時間の実行期間が設定されます。この実行

期間を保存するとき，同じスケジュールのほかのすべての実行期間が削除されます。

［Edit Time Period］ウィンドウがポップアップ表示されます。このウィンドウの上部には，実

行期間と開始時間と終了時間が表示されています。［Edit Time Period］ウィンドウは，スケ

ジュールされたサービスのパフォーマンスレベルを一覧表示します。［Edit Time Period］ウィ

ンドウのサービスステータスの表示について次に示します。

◦ ［Service not scheduled］：編集中の実行期間にサービスがスケジュールされていません。パ

フォーマンスレベルは設定されていません。

◦ ［Service scheduled］：編集中の実行期間にサービスがスケジュールされています。パフォー

マンスレベルは Low，Mediumまたは Highのどれかが表示されます。
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◦ ［Service already scheduled］：編集中の実行期間と重なっているスケジュールが設定されて

います。パフォーマンスレベルは表示されません。

◦ ［Service preempted］：編集中の実行期間にすでにスケジュールされているもう一つの優先

度の高いサービスによって，サービスは割り込まれます。パフォーマンスレベルは表示され

ません。

3. 任意の実行期間を設定する場合（曜日または All以外を選択した場合），From フィールドで開

始時間を選択します。

4. 任意の実行期間を設定する場合（曜日または All以外を選択した場合），To フィールドで終了

時間を選択します。

5. 実行させるサービスのパフォーマンスレベルを，Level フィールドで Low，Mediumまたは High
から選択します。実行しないサービスは，Offを選択します。

6. 次のどれかの操作をします。

◦ スケジュール表をクリックまたはドラッグするか，曜日をクリックします。

◦ Allをクリックしてスケジュールを作成した場合は，［Update Schedule］ボタンをクリッ

クします。

◦ スケジュール表の既存の実行期間をクリックした場合は，［Create New Period］ボタンをク

リックします。新しい実行期間が作成されます。

(2)　実行期間の変更

サービスのスケジュールの実行期間を変更する手順を次に示します。

1. スケジュール表の左上のフィールドで，実行期間を変更したいスケジュールを選択します。

2. スケジュール表で，変更したい実行期間をクリックします。

3. ［Edit Time Period］ウィンドウで実行期間を変更します。

4. ［Update Schedule］ ボタンをクリックします。

(3)　実行期間の削除

サービスのスケジュールの実行期間を削除する手順を次に示します。

1. スケジュール表の左上のフィールドで，実行期間を削除したいスケジュールを選択します。

2. スケジュール表で，削除したい実行期間をクリックします。

3. ［Edit Time Period］ウィンドウで［Delete Period］ボタンをクリックします。

4. すべてのサービスのパフォーマンスレベルを Offに設定します。

5. ［Update Schedule］ ボタンをクリックします。

C.2.5 スケジュールのアクティブ設定

サービスのスケジュールをアクティブに設定する手順を次に示します。

1. スケジュール表の左上のフィールドで，アクティブにしたいスケジュールを選択します。

2. ［Activate Schedule］ボタンをクリックしてください。

［Activate Schedule］ボタンは，表示されたスケジュールがアクティブでない場合に表示されま

す。

C.2.6 スケジュールの削除

サービスのスケジュールを削除する手順を次に示します。
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1. スケジュール表の左上のフィールドで，削除したいスケジュールを選択します。

アクティブなスケジュールは削除できません。現在アクティブなスケジュールを削除したい場

合は，削除したいスケジュールとは別のスケジュールを表示してください。

2. ［Delete Schedule］ボタンをクリックしてください。

3. 応答確認メッセージで［Delete Schedule］ボタンをクリックします。

スケジュールが削除され，スケジュール表にはアクティブなスケジュールが表示されます。

C.3 保護サービスの実行契機
保護サービスは，指定したスケジュールに従って実行されるほか，次のとおり継続的にオブジェク

トデータが利用できないおそれがある場合に実行されます。

• ノード停止後，90 分後に保護サービスを実行します。

• 論理ボリュームの故障を HCP システムが検知後，1 分後に保護サービスを実行します。

• HCP システムからノードが削除された後，10 分後に保護サービスを実行します。

これらの保護サービスの実行は，スケジュールによる実行よりも処理が優先されます。
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D
HCP システムログメッセージ

HCP は，システムで発生するイベントに関するメッセージをシステムログに記録します。システム

ログに HCP が書き込むメッセージや内部ログについて説明します。

r D.1 システムログメッセージ一覧

r D.2 HCP システムログ

r D.3 HCP 内部ログ

HCP システムログメッセージ 129

運用ガイド



D.1 システムログメッセージ一覧
表のメッセージごとの項目を次に示します。

• イベント ID

• メッセージが関係するイベントを識別するメッセージの概要

• メッセージの説明

• メッセージに対応してとる必要があるアクション（アクションが必要な場合）

• メッセージの重要度

表 D-1 システムログメッセージ

ID イベント 説明 アクション 重要度

1000 HCP started HCP システムが起動

しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1001 HCP shutting down HCP システムが

シャットダウンしてい

ます。

どれかのノードの電源

が自動的に切れない場

合，数分待ち，手動で

電源を切ってくださ

い。

Notice

1002 Node started ノードが起動しまし

た。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1003 Node shut down ノードがシャットダウ

ンしました。

このイベントが予想外

の場合や，ノードが自

動的に再起動しない場

合は，お問い合わせ先

まで連絡してくださ

い。ノードは手動で再

起動しないようにして

ください。問題の解析

に必要な情報がなくな

る原因となる場合があ

ります。

Notice

1004 Volume started 論理ボリュームがオン

ラインになりました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1005 Volume shut down 論理ボリュームがオフ

ラインになりました。

お問い合わせ先まで連

絡してください。

Notice

1006 Volume failure 論理ボリュームに障害

が発生しました。

お問い合わせ先まで連

絡してください。

Error

1007 Node removed ノードが永続的に

HCP システムから削

除されました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1008 Time sync problem ノードの内部クロック

が残りの HCP システ

ムのノードのクロック

と同期していません。

問題が解決しない場合

は，お問い合わせ先ま

で連絡してください。

Error

1009 Node added 新規ノードが HCP シ

ステムに追加されまし

た。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1010 Previously removed
node re-added

システムから削除され

たノードの電源が再び

入りました。

ノードを再び削除して

ください。

Error
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ID イベント 説明 アクション 重要度

1012 Metadata DPL is 1 システムはメタデータ

DPL1 で設定されまし

た。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1013 Failover クロスマッピングされ

たノードに障害が発生

しました。もう一方の

ノードが，これまで障

害ノードが管理してい

た論理ボリュームの管

理を引き継ぎました。

障害のノードが自動的

に再起動しない場合

は，お問い合わせ先ま

で連絡してください。

ノードは手動で再起動

しないようにしてくだ

さい。問題の解析に必

要な情報がなくなる原

因となる場合がありま

す。

Error

1014 HCP rebooting HCP システムが再起

動しています。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1015 Failover クロスマッピングされ

たノードに障害が発生

しました。もう一方の

ノードが，これまで障

害ノードが管理してい

た論理ボリュームの管

理を引き継ぎました。

障害のノードが自動的

に再起動しない場合

は，お問い合わせ先ま

で連絡してください。

ノードは手動で再起動

しないようにしてくだ

さい。問題の解析に必

要な情報がなくなる原

因となる場合がありま

す。

Error

1016 Volume recovered 論理ボリュームの障害

が修復しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1017 Node down for an
extended amount of
time

ノードは長時間利用不

可能でした。

お問い合わせ先まで連

絡してください。

Error

1018 HCP is read-only メタデータが使用でき

ないため，HCP システ

ムは読み取り専用にな

りました。設定の変更

とネームスペースコン

テンツに対する変更は

許可されていません。

サービスは一時停止さ

れました。

お問い合わせ先まで連

絡してください。

Error

1019 HCP is no longer
read-only

これまで使用できな

かったメタデータが使

用可能になったため，

すでに HCP システム

はメタデータの使用不

可による読み取り専用

ではなくなりました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1020 Region-count setting
is invalid

領域計算が，大き過ぎ

る，小さ過ぎる，また

は数値でない値に変更

されました。領域の実

際の値は変更されませ

んでした。

お問い合わせ先まで連

絡してください。

Error

1021 Region count is
changing

領域計算が新しい値に

設定されました。

アクションは必要あり

ません。

Notice
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ID イベント 説明 アクション 重要度

1022 Region count has
changed

領域計算が新しい値へ

の変更を終了しまし

た。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1023 Region-count change
has been canceled

領域計算の変更がキャ

ンセルされました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1024 Support for DPL 1
changed

DPL 1 のサポートが有

効化または無効化され

ました。

アクションは必要あり

ません。

Warning

1100 Storage capacity
warning

HCP ストレージノー

ドの空き容量が少なく

なっています。

空き容量が 15％以下

になる前に，ストレー

ジ容量を HCP システ

ムに追加することを検

討してください。

Warning

1101 Storage capacity
critical

HCP ストレージノー

ドの空き容量が，新し

いオブジェクトの追加

をサポートするには不

十分です。

ストレージ容量を追加

するか，リポジトリか

らオブジェクトを削除

して，ストレージの空

き容量を増やしてくだ

さい。

Error

1104 Internal SLAB
process down

内部 SLAB プロセスが

起動していません。こ

のプロセスを再起動す

るために，ノードは自

動的にリブートしま

す。

アクションは必要あり

ません。問題が解決し

ない場合は，お問い合

わせ先まで連絡してく

ださい。

Error

1105 IPMI status became
unavailable

ハードウェアの状態に

より，IPMI 状態が

Unavailable になりま

した。

アクションは必要あり

ません。

Warning

1106 Location metrics スケジュールに従っ

て，評価指標のログが

取られました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1107 Adding logical
volumes

新しい論理ボリューム

が，ノードに追加され

ています。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1108 Logical volumes
added

新しい論理ボリューム

がノードに追加された

ため，このノードのス

トレージ容量が増加し

ました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1109 Logical volumes
added

新しい論理ボリューム

がノードに追加されま

した。このボリューム

はゼロコピーフェイル

オーバ用のスタンバイ

ボリュームです。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1110 Failed to add logical
volumes

新しい論理ボリューム

のノードへの追加は失

敗しました。

お問い合わせ先まで連

絡してください。

Error

1111 Front-end
communication status
became unavailable

ハードウェアの状態に

よって，フロントエン

ド LAN を使用できな

くなりました。

アクションは必要あり

ません。

Warning
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ID イベント 説明 アクション 重要度

1112 Storage status
became unavailable

ハードウェアの状態に

よって，ストレージが

無効な状態になりまし

た。

アクションは必要あり

ません。

Warning

1201 Log handler test
message

ユーザが syslog サーバ

または SNMP マネー

ジャにテストメッセー

ジを送信しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1202 About to change
syslog settings

ユーザが syslog のロギ

ングの設定を変更しま

した。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1203 Syslog settings
changed

ユーザが syslog のロギ

ングの設定を変更しま

した。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1204 About to change
SNMP settings

ユーザが SNMP のロ

ギングの設定を変更し

ました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1205 SNMP settings
changed

ユーザが SNMP のロ

ギングの設定を変更し

ました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1220 Successfully
downloaded logs

HCP の内部ログのダ

ウンロードが完了しま

した。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1221 Started to download
logs

ユーザが HCP の内部

ログのダウンロードを

要求しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1222 Failed to download
logs

HCP の内部ログの要

求されたダウンロード

が失敗しました。

再度ログのダウンロー

ドを試みてください。

ダウンロードできない

場合は，お問い合わせ

先まで連絡してくださ

い。

Warning

1223 Started to download
logs for node

HCP がノードで内部

ログのダウンロードを

開始しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1224 Successfully
downloaded logs for
node

HCP がノードで内部

ログのダウンロードを

終了しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1225 Failed to download
logs for node

HCP がノードからの

内部ログのダウンロー

ドに失敗し，次のノー

ドに引き継がれていま

す。

アクションは必要あり

ません。

Warning

1226 Logs marked ユーザが HCP の内部

ログにメッセージを書

き込みました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1227 Log encryption key
uploaded

ユーザが HCP の内部

ログのダウンロード時

に使用する暗号鍵を

アップロードしまし

た。

アクションは必要あり

ません。

Notice
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1228 Log encryption key
deleted

ユーザが HCP の内部

ログのダウンロード時

に使用した暗号鍵を削

除しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1229 Log download
preparation started

ユーザが HCP 内部ロ

グのダウンロードを要

求しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1230 Log download
preparation complete

ログダウンロードの準

備が完了し，HCP 内部

ログはダウンロードで

きます。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1231 Log download has
started

HCP 内部ログは

HTTP クライアントへ

のストリーミングを開

始しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1232 Log download has
completed

HCP 内部ログのダウ

ンロードが完了しまし

た。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1980 Service schedule
activated

ユーザはサービスのス

ケジュールをアクティ

ブにしました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1981 Service schedule
activation failed

ユーザはサービスのス

ケジュールをアクティ

ブにしようとしました

が，失敗しました。

スケジュールが削除さ

れていないか確認して

ください。スケジュー

ルが削除されていない

場合は，お問い合わせ

先にご連絡ください。

Error

1982 Service schedule
created

ユーザがサービスのス

ケジュールを作成しま

した。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1983 Service schedule
updated

ユーザがサービスのス

ケジュールを更新しま

した。

アクションは必要あり

ません。

Notice

1984 Service schedule
deleted

ユーザがサービスのス

ケジュールを削除しま

した。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2000 Protection service
started

保護サービスが起動し

ました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2001 Protection service
finished: run complete

保護サービスが完了し

ました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2003 Protection service
stopped without
finishing

保護サービスがすべて

のオブジェクトを実証

することなく中断され

ました。

アクションは必要あり

ません。

Warning

2004 Protection service
changed protection
sets

保護サービスが保護

セットを変更しまし

た。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2007 Protection service
beginning repairs

保護サービスが違反の

修復を開始しました。

アクションは必要あり

ません。

Warning

2008 Protection service:
irreparable object

保護サービスが修復で

きない違反を検出しま

した。

お問い合わせ先まで連

絡してください。

Error
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2010 Garbage collection
service started

ガーベジコレクション

サービスが起動しまし

た。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2011 Garbage collection
service finished: run
complete

ガーベジコレクション

サービスが完了しまし

た。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2013 Garbage collection
stopped without
finishing

ガーベジコレクション

サービスが実行を完了

することなく停止しま

した。ガーベジコレク

ションサービスは後で

自動的に再開します。

アクションは必要あり

ません。

Warning

2017 Garbage collection
service beginning
repairs

ガーベジコレクション

サービスが違反の修復

を開始しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2020 Scavenging service
started

スカビンジングサービ

スが起動しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2021 Scavenging service
finished: run complete

スカビンジングサービ

スが完了しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2022 Scavenging service
finished: run
bypassed object(s)

スカビンジングサービ

スが完了しました。幾

つかのオブジェクト

は，この実行でスカビ

ンジングされませんで

した。これらは今後の

実行でチェックされま

す。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2023 Scavenging service
stopped without
finishing

スカビンジングサービ

スが実行を完了するこ

となく停止しました。

スカビンジングは後で

自動的に再開します。

アクションは必要あり

ません。

Warning

2027 Scavenging service
beginning repairs

スカビンジングサービ

スが修復を開始しまし

た。

アクションは必要あり

ません。

Warning

2029 Scavenging service
irreparable object

スカビンジングサービ

スはオブジェクトを修

複できませんでした。

修複は後でリトライさ

れる可能性がありま

す。

システム管理コンソー

ルを使って，システム

が正常かどうかを検証

してください。問題が

解決しない場合は，お

問い合わせ先まで連絡

してください。

Error

2030 Capacity balancing
service started

容量バランスサービス

が起動しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2031 Capacity balancing
service finished: run
complete

容量バランスサービス

が完了しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2032 Capacity balancing
service finished: run
bypassed object(s)

幾つかのオブジェクト

が，容量バランスサー

ビスの実行中にバイパ

スされました。これら

のオブジェクトはその

アクションは必要あり

ません。

Notice
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後の実行で処理されま

す。

2033 Capacity balancing
service stopped
without finishing

容量バランスサービス

が実行を完了すること

なく停止しました。

アクションは必要あり

ません。

Warning

2037 Capacity balancing
service beginning
repairs

容量バランスサービス

が修復を開始しまし

た。

アクションは必要あり

ません。

Warning

2040 Content verification
service started

コンテンツ検証サービ

スが起動しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2041 Content verification
service stopped: run
complete

コンテンツ検証サービ

スが完了しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2043 Content verification
service stopped
without finishing

コンテンツ検証サービ

スが完了することなく

停止しました。しばら

くするとサービスが再

開します。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2047 Content verification
service beginning
repairs

コンテンツ検証サービ

スが修複を開始しまし

た。

アクションは必要あり

ません。

Warning

2048 Content verification
service: irreparable
object

コンテンツ検証サービ

スが修複できない違反

を検出しました。

お問い合わせ先まで連

絡してください。

Error

2050 Duplicate elimination
service started

重複排除サービスが起

動しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2051 Duplicate elimination
service finished: run
complete

重複排除サービスが完

了しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2052 Duplicate elimination
service finished: run
bypassed object(s)

重複排除サービスが完

了しました。幾つかの

オブジェクトは，この

実行でチェックされま

せんでした。これらは

今後の実行でチェック

されます。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2053 Duplicate elimination
service policy stopped
without finishing

重複排除サービスが，

マージ段階中に実行を

完了することなく停止

しました。サービスは

後で再開します。

アクションは必要あり

ません。

Warning

2057 Duplicate elimination
service beginning
repairs

重複排除サービスがオ

ブジェクトのマージを

開始しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2080 Compression service
started

圧縮サービスが起動し

ました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2081 Compression service
finished:run complete

圧縮サービスが完了し

ました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2082 Compression service
stopped without
finishing

圧縮サービスが実行を

完了することなく停止

しました。サービスは

後で再開します。

アクションは必要あり

ません。

Warning
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2083 Service could not
start

サービスの実行が要求

されましたが，何らか

の理由により開始でき

ませんでした。

アクションは必要あり

ません。

Warning

2105 Replication link
created

ユーザがレプリケー

ションリンクを作成し

ました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2106 Replication link
suspended

レプリケーションリン

クが中断しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2107 Replication link
resumed

中断したレプリケー

ションリンクが再開し

ました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2108 Replication link
failure

レプリケーションリン

クが動作していませ

ん。

リモートシステムへの

ネットワーク接続を確

認してください。

Error

2109 Replication link
deleted

レプリケーションリン

クが削除されました。

このイベントが予想外

の場合は，お問い合わ

せ先まで連絡してくだ

さい。

Warning

2110 Replication link read-
only

レプリケーションリン

クに含まれるテナント

とディレクトリは，こ

のシステムでは現在読

み取り専用です。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2111 Replication link
authorized

レプリケーションリン

クに権限が付与されま

した。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2112 Replication link
updated

ユーザがレプリケー

ションリンクの設定を

変更しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2113 Replication link failed
over

ユーザがレプリケー

ションリンクをフェイ

ルオーバしました。複

製されたテナントと

ディレクトリは現在，

レプリカでは読み書き

可能，プライマリシス

テムでは読み取り専用

です。

クライアントの要求を

レプリカシステムにリ

ダイレクトしてくださ

い。

Notice

2114 Replication link failed
back

データリカバリが完了

しました。複製された

テナントとディレクト

リは，プライマリシス

テムでは読み書き可

能，レプリカでは読み

取り専用です。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2115 Replication data
recovery started

データリカバリがレプ

リケーションリンクで

開始しました。複製さ

れたテナントとディレ

クトリは，レプリカで

は読み書き可能，プラ

システム管理コンソー

ルでリカバリの進ちょ

くを監視してくださ

い。

Warning
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イマリシステムでは読

み取り専用です。

2116 Replication data
recovery completed

データリカバリがレプ

リケーションリンクで

完了しました。現在，

レプリケーションされ

たディレクトリは，レ

プリカで読み書き可

能，プライマリシステ

ムで読み取り専用に

なっています。

クライアントの要求を

プライマリシステムに

リダイレクトしてくだ

さい。

Warning

2117 Replication link
missing on remote
system

このシステムで設定さ

れたレプリケーション

リンクがリモートシス

テムにありません。リ

ンクが中断していま

す。

レプリケーションリン

クのリストアを実行し

てください。

Error

2118 Object replicated with
collisions

レプリケーションされ

ているオブジェクトが

対象システムの既存の

オブジェクトと競合し

ます。オブジェクトは

対象システムの.lost
+found ディレクトリ

に保存されています。

アクションは必要あり

ません。

Warning

2119 Object did not
replicate

オブジェクトがレプリ

ケーションされません

でした。

お問い合わせ先まで連

絡してください。

Error

2120 Object did not
replicate; will retry
later

オブジェクトがレプリ

ケーションされません

でした。オブジェクト

のレプリケーションは

後で再試行されます。

このオブジェクトが

終的にレプリケーショ

ンされるかどうか，レ

プリカを監視してくだ

さい。オブジェクトが

1 週間以内にレプリ

ケーションされない場

合は，お問い合わせ先

まで連絡してくださ

い。

Warning

2121 Duplicate elimination
service sort started

重複排除サービスが実

行のソート段階を開始

しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2122 Duplicate elimination
service sort finished

重複排除サービスが実

行のソート段階を正常

に終了しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2123 Duplicate elimination
service sort stopped
without finishing

重複排除サービスが，

実行を完了しないで

ソート段階で停止しま

した。サービスは後で

再開します。

アクションは必要あり

ません。

Warning

2126 Replica capacity limit
reached

レプリカの容量が不十

分なため，HCP はレプ

リケーションリンクを

一時停止しました。

レプリカにストレージ

容量を追加し，レプリ

ケーションリンクを再

開してください。

Warning
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2140 Replication SSL
certificate
downloaded

ユーザがレプリケー

ションのために SSL
サーバ証明書をダウン

ロードしました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2141 New replication SSL
certificate uploaded

ユーザが新しいレプリ

ケーションクライアン

ト証明書をアップロー

ドしました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2142 Replication SSL
certificate deleted

ユーザがレプリケー

ションクライアント証

明書を削除しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2144 Replication link
rejected

レプリケーションリン

クが拒絶されました。

このイベントが予想外

の場合は，お問い合わ

せ先まで連絡してくだ

さい。

Warning

2145 Replication link final
data recovery pass
started

レプリケーションリン

クで 終データリカバ

リ処理が開始しまし

た。複製されたテナン

トとディレクトリは現

在，プライマリシステ

ムとレプリカの両方で

読み取り専用です。

アクションは必要あり

ません。

Warning

2146 Replication link
suspended
automatically

問題が発生したため，

レプリケーションリン

クは一時停止になりま

した。

プライマリシステム，

レプリカ，およびネッ

トワークが正常である

ことを確認してくださ

い。その後，リンクを

再開してください。

Error

2147 Replication adversely
affected due to failed
network connections

フロントエンドネット

ワーク接続が使用でき

ません。

ハードウェアが正常に

機能していることを確

認してください。問題

がある場合は，お問い

合わせ先まで連絡して

ください。

Error

2148 Replication
automatically paused
for a tenant due to
error

HCP 単独では回復で

きない問題により，テ

ナントのレプリケー

ションは自動的に一時

停止されました。

プライマリシステム，

レプリカ，およびネッ

トワークが正常である

こと，またテナントの

不一致がなかったこと

を確認してください。

次に，一時停止された

テナントのレプリケー

ションを再開してくだ

さい。

Error

2149 Replication paused for
a tenant

ユーザはテナントのレ

プリケーションを一時

停止しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2150 Replication resumed
for a tenant

ユーザはテナントのレ

プリケーションを再開

しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice
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2151 Replication link
suspended according
to schedule

レプリケーションリン

クはスケジュールに

従って保留されまし

た。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2152 Replication link
performance level
changed according to
schedule

レプリケーションリン

クの性能レベルが，ス

ケジュールに従って変

更されました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2153 Replication link
schedule updated

レプリケーションリン

クのスケジュールが更

新されました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2300 User account created ユーザがユーザアカウ

ントを作成しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2301 User account updated ユーザがユーザアカウ

ントを変更しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2302 User account deleted ユーザがユーザアカウ

ントを削除しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2303 User authenticated システム管理コンソー

ルへのユーザログイン

が認証されました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2304 Authentication
attempt by unknown
user

ユーザが不明なユーザ

名でログインを試みま

した。

ユーザを有効なユーザ

名とパスワードでログ

インさせてください。

Warning

2305 Account reenabled by
timer

無効なセキュリティ

ユーザアカウントが自

動的に再び有効になり

ました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2306 Account is disabled ユーザが無効なアカウ

ントでログインを試み

ました。

ユーザがログインでき

るように，ユーザアカ

ウントを再び有効にし

てください。

Warning

2307 Account has been
inactive for too long

ユーザがしばらく使用

していなかったために

無効になったアカウン

トでログインを試みま

した。

ユーザがログインでき

るように，ユーザアカ

ウントを再び有効にし

てください。

Warning

2308 Account does not
include the required
roles

ユーザが必要なロール

を付与されていないア

カウントでログインを

試みました。

ユーザがログインでき

るように，必要なロー

ルが付与されるようア

カウントを変更してく

ださい。

Warning

2309 Password is invalid ユーザが無効なパス

ワードでログインを試

みました。

ユーザを有効なユーザ

名とパスワードでログ

インさせてください。

Warning

2311 Password changed ユーザがユーザアカウ

ントのパスワードを変

更しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2312 Account enabled ユーザアカウントが有

効になっています。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2313 Account disabled ユーザアカウントが無

効になっています。

アクションは必要あり

ません。

Notice
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2314 Account disabled due
to too many failed
logins

上限を超えてログイン

に失敗したため，ユー

ザアカウントは自動的

に無効になりました。

ユーザアカウントを再

び有効にし，有効な

ユーザ名とパスワード

でユーザにログインさ

せてください。

Warning

2315 Account will be
reenabled

セキュリティユーザア

カウントが待機後に再

び自動的に有効になり

ます。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2316 All accounts reset ユーザがユーザアカウ

ントを初期設定に再設

定しました。すべての

アカウントは削除さ

れ，初期アカウントが

再作成されました。

アクションは必要あり

ません。

Warning

2400 New SSL server
certificate uploaded

ユーザが SSL サーバ

証明書をダウンロード

しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2401 New SSL server
certificate signing
request generated

ユーザが新しい証明書

署名を要求しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2402 New SSL server
certificate generated

ユーザが新しい SSL
サーバ証明書の作成を

要求しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2403 SSL server certificate
expires soon

SSL サーバ証明書は間

もなく期限切れになり

ます。証明書の期限が

切れると，このシステ

ムへの HTTPS アクセ

スやレプリケーション

ができなくなります。

SSL サーバ証明書を更

新してください。

Warning

2404 SSL server certificate
expired

SSL サーバ証明書の期

限が切れています。こ

のシステムへの HTTP
アクセスは許可され

ず，レプリケーション

は停止します。

SSL サーバ証明書を更

新してください。

Error

2405 Trusted replication
server certificate
expires soon

信頼されたレプリカ

サーバ証明書が，間も

なく期限切れになりま

す。期限が切れると，

証明書を取得したシス

テムとのレプリケー

ションができなくなり

ます。

リモートシステムで

SSL サーバ証明書を更

新した場合は，信頼さ

れたレプリケーション

サーバの証明書とし

て，このシステムでも

証明書を更新してくだ

さい。

Error

2406 Trusted replication
server certificate
expired

信頼されたレプリカ

サーバ証明書は期限が

切れています。証明書

を取得したシステムと

のレプリケーションが

停止します。

リモートシステムで

SSL サーバ証明書を更

新した場合は，信頼さ

れたレプリケーション

サーバの証明書とし

て，このシステムでも

証明書を更新してくだ

さい。

Error
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2600 Node shutdown
requested from
System Management
Console

ユーザがシステム管理

コンソールからノード

をシャットダウンしま

した。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2601 HCP shutdown
requested from
System Management
Console

ユーザがシステム管理

コンソールから HCP
をシャットダウンしま

した。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2602 Service started ユーザがシステム管理

コンソールからサービ

スを開始しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2603 Service stopped ユーザがシステム管理

コンソールからサービ

スを停止しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2604 Service enabled ユーザがシステム管理

コンソールからサービ

スを有効にしました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2605 Service disabled ユーザがシステム管理

コンソールからサービ

スを無効にしました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2606 Configuration
changed

ユーザが HCP コン

ポーネントの設定値を

変更しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2607 Version upgraded ユーザが内部メッセー

ジバージョンを更新

し，ソフトウェアアッ

プグレードを完了させ

ました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2609 Irreparable object
acknowledged

ユーザが修復不可能な

オブジェクトを承認し

ました。

アクションは必要あり

ません。

Warning

2610 All irreparable objects
acknowledged

ユーザがすべての修復

不可能なオブジェクト

を承認しました。

アクションは必要あり

ません。

Warning

2611 Eject CD requested
from System
Management Console

ユーザがノードから

CD トレイのイジェク

トを要求しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2614 Unauthorized action ユーザがユーザアカウ

ントに権限を付与され

ていない操作を要求し

ました。

ユーザがこの操作を行

うことが許可されてい

る場合は，ユーザアカ

ウントに必要なロール

を追加してください。

Warning

2615 Configuration
changed

ユーザが HCP コン

ポーネントの設定値を

変更しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2616 Upgrade started ユーザが HCP ソフト

ウェアのアップグレー

ドを開始しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2617 Node restart
requested from
System Management
Console

ユーザがシステム管理

コンソールからノード

を再起動しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice
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2618 HCP restart
requested from
System Management
Console

ユーザがシステム管理

コンソールから HCP
を再起動しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2619 Restart or shutdown
command could not be
executed

ノードの再起動または

シャットダウンは実行

できませんでした。

ノードはすでに停止し

ている可能性がありま

す。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2620 Upgrade completed
successfully

HCP ソフトウェアの

アップグレードは正常

に完了しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2800 Network interface
down

ネットワークインタ

フェースがダウンしま

した。

ハードウェアが正常に

機能していることを

チェックしてくださ

い。問題がある場合

は，お問い合わせ先ま

で連絡してください。

Error

2801 Network interface up ネットワークインタ

フェースが回復しまし

た。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2802 Temperature sensor
alarm

温度センサが推奨範囲

を外れた温度を示して

います。

ハードウェアが正常に

機能していることを

チェックしてくださ

い。問題がある場合

は，お問い合わせ先ま

で連絡してください。

Error

2803 Temperature sensor
alarm removed

温度センサが許容動作

温度に戻ったことを示

しています。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2804 Fan sensor alarm ファンセンサが推奨範

囲を外れたファン回転

速度を示しています。

ハードウェアが正常に

機能していることを

チェックしてくださ

い。問題がある場合

は，お問い合わせ先ま

で連絡してください。

Error

2805 Fan sensor alarm
removed

ファンセンサが許容

ファン回転速度に戻っ

たことを示していま

す。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2806 Voltage sensor alarm 電圧センサが推奨範囲

を外れた電圧を示して

います。

ハードウェアが正常に

機能していることを

チェックしてくださ

い。問題がある場合

は，お問い合わせ先ま

で連絡してください。

Error

2807 Voltage sensor alarm
removed

電圧センサが許容動作

電圧に戻ったことを示

しています。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2808 File system alarm ファイルシステムが容

量警告しきい値に到達

しました。

空き容量が 15％以下

になる前に，ストレー

Error

HCP システムログメッセージ 143

運用ガイド



ID イベント 説明 アクション 重要度

ジ容量を HCP システ

ムに追加することを検

討してください。

2809 File system alarm
removed

ファイルシステムが容

量警告しきい値を下回

りました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2810 Disk device alarm ディスクデバイスが完

全な機能状態ではない

ことを示しています。

ハードウェアが正常に

機能していることを

チェックしてくださ

い。問題がある場合

は，お問い合わせ先ま

で連絡してください。

Error

2811 Disk device alarm
removed

ディスクデバイスが完

全な機能状態に戻った

ことを示しています。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2812 Power supply alarm 電源に問題があること

を示しています。

ハードウェアが正常に

機能していることを

チェックしてくださ

い。問題がある場合

は，お問い合わせ先ま

で連絡してください。

Error

2813 Power supply alarm
removed

電源が完全な機能状態

に戻ったことを示して

います。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2814 Processor alarm プロセッサに問題があ

ることを示していま

す。

ハードウェアが正常に

機能していることを

チェックしてくださ

い。問題がある場合

は，お問い合わせ先ま

で連絡してください。

Error

2815 Processor alarm
removed

プロセッサが完全な機

能状態に戻ったことを

示しています。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2816 Multipath degraded ストレージへの冗長

ファイバーチャネル接

続が正常に機能してい

ません。

ストレージへの接続を

チェックしてくださ

い。問題がある場合

は，お問い合わせ先ま

で連絡してください。

Error

2817 Multipath restored 下位ストレージへの冗

長アクセスが回復しま

した。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2820 IP configuration
information changed

ユーザがシステム管理

コンソールを使用して

ネットワーク設定を変

更しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2830 Time is
unsynchronized

時刻同期を行おうとし

ましたが，外部タイム

サーバと内部タイム

サーバのどちらにもア

クセスできませんでし

た。

ネットワークと時間の

設定が正しいか確認し

てください。

Warning

2831 Using internal time
server

時刻同期を行おうとし

ましたが，外部タイム

内部タイムサーバを使

用するようシステムが

Notice
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サーバにアクセスでき

ませんでした。

設定されている場合，

アクションは必要あり

ません。それ以外の場

合は，ネットワークと

時間の設定が正しいか

確認してください。

2832 Using external time
server

時刻同期のための外部

タイムサーバへのアク

セスが成功しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2833 Lost connection to
external time server

外部タイムサーバと同

期を取るための連絡が

できませんでした。

ネットワーク設定と時

間設定が正しいことを

チェックしてくださ

い。

Notice

2834 System time changed
due to
resynchronization
with external time
server

HCP が起動したとき，

システム時間のずれが

1000 秒を超えていた

ため，外部タイムサー

バと再度同期を取りま

した。この時間の変更

が，オブジェクトの保

管に影響を与える場合

があります。

ネットワークと時間の

設定が正しいことを確

認してください。

Warning

2843 Front-end Ethernet
communication error

ネットワークスイッチ

を使用できないおそれ

があります。

ハードウェアの稼働状

態を確認してくださ

い。問題がある場合

は，お問合せ先にご連

絡ください。

Error

2844 Front-end Ethernet
communication
restored

フロントエンド LAN
に接続するイーサネッ

トインターフェースが

正常な状態に戻りまし

た。

アクションは必要あり

ません。

Notice

3000 System updated HCP システムプロパ

ティが更新されまし

た。

アクションは必要あり

ません。

Notice

3001 Tenant created ユーザがテナントを作

成しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

3002 Tenant updated ユーザがテナントを更

新しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

3003 Tenant deleted ユーザがテナントを削

除しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

3026 Tenant over soft
quota

テナントが所有するす

べてのネームスペース

で使用中の容量が，テ

ナントに設定されたソ

フト Quota を超過して

います。

テナントレベル管理者

に連絡し，テナントの

ハード Quota を増加し

てもらってください。

Warning

3027 Tenant under soft
quota

テナントが所有するす

べてのネームスペース

で使用中の容量が，テ

ナントに設定されたソ

フト Quota 未満です。

アクションは必要あり

ません。

Warning
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3029 Installed new HCP
version

HCP ソフトウェアの

新バージョンが正常に

インストールされまし

た。

アクションは必要あり

ません。

Notice

3030 Tenant at namespace
quota

テナントが所有する

ネームスペース数が，

ネームスペース Quota
の制限に達していま

す。

アクションは必要あり

ません。

Notice

3031 Tenant over
namespace quota

テナントが所有する

ネームスペース数が，

ネームスペース Quota
の制限を超過していま

す。

テナントのネームス

ペース Quota の設定を

見直すか，テナント管

理者の権限でネームス

ペースを削除してくだ

さい。

Warning

3034 Namespace maximum
reached

ネームスペース数が，

HCP システムで許可

されている上限に達し

ています。

アクションは必要あり

ません。

Warning

3035 Namespace maximum
exceeded

ネームスペース数が，

HCP システムで許可

されている上限を超過

しています。

テナント管理者の権限

で，上限を下回るまで

ネームスペースを削除

してください。

Warning

3036 Username conflict テナントでユーザアカ

ウントのユーザ名が重

複しています。テナン

ト内のユーザアカウン

トのユーザ名は一意に

する必要があります。

テナント管理者の権限

で，アカウントのユー

ザ名を変更するか，重

複しているアカウント

をマージしてくださ

い。

Warning

4103 Failure creating
search index for a
namespace

HCP がネームスペー

スのインデックスを作

成できませんでした。

アクションは必要あり

ません。このエラーが

再度発生する場合，お

問い合わせ先まで連絡

してください。

Warning

4105 Failure creating
search index for a
namespace

HCP はネームスペー

スにインデックスを作

成できませんでした

が，後で再試行します。

アクションは必要あり

ません。この状態が続

く場合は，お問い合わ

せ先まで連絡してくだ

さい。

Warning

4106 Ingest-time override
setting has been
changed

保存期間の無効設定が

変更されました。

アクションは必要あり

ません。

Warning

4107 Chassis
communication error

HCP は SNMP 経由で

指定されたシャーシに

接続できませんでし

た。

指定されたシャーシへ

のネットワーク接続を

確認してください。ま

た，指定されたシャー

シで，HCP の 小番号

のストレージからの

SNMP アクセスを許可

する設定になっている

ことを確認してくださ

い。

Error
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4108 Communication from
unknown node

ほかの HCP システム

のノードが，ネット

ワーク上で検出されま

した。

バックエンド LAN を

確認してください。

バックエンド LAN は，

一つの HCP システム

だけで構成されます。

Error

4204 Back-end switch
communication
failure

バックエンドスイッチ

と HCP が通信できま

せん。

スイッチの稼働状態を

確認してください。問

題が解決しない場合

は，お問合せ先にご連

絡ください。

Error

4205 Back-end switch
failure

バックエンドスイッチ

に問題が発生しまし

た。

スイッチの稼働状態を

確認してください。問

題が解決しない場合

は，お問合せ先にご連

絡ください。

Error

4206 Back-end switch
restored

バックエンドスイッチ

が稼働している状態に

戻りました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

4209 Time server changed ユーザは HCP システ

ムのタイムサーバを変

更しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

4210 Current time changed ユーザは HCP システ

ムの現在時刻を変更し

ました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

4211 Time zone changed ユーザは HCP システ

ムのタイムゾーンを変

更しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

4212 Service plan created ユーザはサービスプラ

ンを作成しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

4213 Service plan updated ユーザはサービスプラ

ンを更新しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

4214 Service plan deleted ユーザはサービスプラ

ンを削除しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

4215 Failover completed クロスマッピングされ

たノードに障害が発生

しました。もう一方の

ノードが，これまで障

害ノードが管理してい

た論理ボリュームの管

理を引き継ぎました。

アクションは必要あり

ません。

Warning

4216 Failback started 障害が発生したノード

は，クロスマッピング

されたもう一方のノー

ドから論理ボリューム

の管理を引き戻し，再

び利用するためのプロ

セスを開始しました。

アクションは必要あり

ません。

Warning

4217 Failback completed 障害から復旧したノー

ドは，クロスマッピン

グされたもう一方の

ノードにフェールオー

バしていた論理ボ

アクションは必要あり

ません。

Notice
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リュームの管理を引き

戻しました。

4218 Monitored component
added

ユーザは監視するコン

ポーネントを追加しま

した。

アクションは必要あり

ません。

Notice

4219 Monitored component
deleted

ユーザは監視するコン

ポーネントを削除しま

した。

アクションは必要あり

ません。

Notice

D.2 HCP システムログ
システム管理コンソールの［Overview］ページがシステム全体の状態を表示する一方で，HCP シ

ステムログを使ってより詳細なレベルでシステムの動作を監視できます。ログは次のようなシステ

ムイベントを記録します。

• ノードとサービスの起動

• システム設定の変更

• 論理ボリュームの故障

• システム管理コンソールへのユーザログイン

イベントについて記録されるそれぞれのエントリをメッセージと呼びます。システムログは，HCP
システムがインストールされて以降に書き込まれたすべてのメッセージを保存します。

システム管理コンソールにはログが複数の形式で表示されます。

• ［System Events］ページの［All Events］パネルには，システムログ内の，ユーザのロールに

応じて表示が許可されるすべてのメッセージが表示されます。

• ［System Events］ページの［Security Events］パネルには，無効なユーザ名によるシステム管

理コンソールへのログイン試行に関するメッセージだけが表示されます。Security ロールを持

つユーザだけがこのパネルを表示できます。

• ［Overview］ページの［Major Events］パネルには，主なイベント（ノードの追加や故障など）

に関するメッセージだけが表示されます。

• ［Storage Node］ページの［Node Events］パネルには，特定のノードに関連するイベントの

メッセージだけが表示されます。

システムログに表示されるメッセージと，メッセージに対応してとる必要があるアクションについ

ての詳細は，「D.1 システムログメッセージ一覧」を参照してください。

D.3 HCP 内部ログ
システム管理コンソールに表示されるシステムログに加え，HCP は内部ログを保存します。内部ロ

グは，HCP システムのさまざまな構成要素の処理動作を記録します。システムに問題が発生する

と，保守員は内部ログを使って問題を解析・解決します。

トラブルシューティングをサポートするため，内部ログをダウンロードし，HCP サポートセンター

へ送信できます。取り扱いを容易にするため，HCP はログを一つのファイルにダウンロードしま

す。

HCP は 大で 35 日の内部ログを保存します。この間はどのような期間のログもダウンロードでき

ます。これを行うときは，必ずシステムに問題が発生したすべての日を含むようにします。
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ログをダウンロードするとき，サポートセンターにメッセージを送信できます。このメッセージに

は，問題の説明，自身の連絡先，対象のケース番号（割り当てられている場合），保守員が問題を解

決する支援となりうるその他の情報が含まれるようにします。

HCP はダウンロードされたログファイルを暗号化します。保守員だけがログを解読するのに必要

な鍵を持ちます。

重要：

内部ログをダウンロードすると，HCP システムに負荷が掛かります。HVFP 連携のマイグ

レーションや EV 連携のアーカイブ実行時間帯を避けてダウンロードしてください。

内部ログのダウンロードは次の 2 段階に分けて行われる処理です。

1. ログをダウンロード用に準備してください。

2. ログを含むファイルをダウンロード・保存してください。

HCP 内部ログを準備し，ダウンロードするには，次の手順に従ってください。

1. システム管理コンソールのトップレベルメニュー内の，［Monitoring］の上にマウスカーソルを

置き，セカンダリメニューを表示してください。

2. セカンダリメニュー内の［Internal Logs］をクリックしてください。

ロール：

HCP 内部ログをダウンロードするユーザは，ユーザアカウントに Administrator ロールが

付与されている必要があります。

3. ［Internal Logs］ページで，［Download Internal Logs］をクリックしてください。

4. ［Download Internal Logs］パネルで，次の操作を行なってください。

◦ ［Start date］フィールドに，必要とするログの期間の開始日を入力してください。日付

フォーマットとして，mm/dd/yyyy を使用してください。

◦ ［End date］フィールドに，必要とするログの期間の終了日を入力してください。日付フォー

マットとして，mm/dd/yyyy を使用してください。

◦ 必要な場合，［Insert this message into the internal logs］フィールドに，ログをダウンロー

ドする前にログに書き込みたいメッセージとダウンロードされるログに付随するマニフェ

ストに含めたいメッセージを入力してください。この文は，任意の UTF-8 文字を使用して，

空白を含めて 1,024 文字以内で作成できます。

5. ［Prepare Internal Logs］ボタンをクリックしてください。

HCP はダウンロードできるようにログを準備します。準備中，HCP は［Download Internal
Logs］パネルに進行状況を報告します。この処理中は，［Internal Logs］ページを表示したまま

にする必要はありません。

HCP がログの準備を終えると，［Prepare Internal Logs］ボタンが［Download Internal Logs］
に変わります。

メモ：

以前にログを準備したがダウンロードしなかった場合，再度内部ログを準備するには，

［Cancel］ボタンをクリックして，［Prepare Internal Logs］ボタンを再度有効にしてくだ

さい。

6. ［Download Internal Logs］ボタンをクリックしてください。

7. システムからファイルの保存を促された場合，ファイルを保存する場所を選択してください。

HCP はログをダウンロードします。ダウンロード中，HCP は［Download Internal Logs］パ

ネルに進行状況を報告します。この処理中は，［Internal Logs］ページを表示したままにする必

要はありません。
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メモ：

ファイルの保存を促すプロンプトが表示される前に，一定の時間内でアクションがなくシ

ステム管理コンソールのセッションがタイムアウトになった場合，ダウンロードは失敗し

ます。この場合，タイムアウトの時間を増やし，ダウンロードを再度試みてください。
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E
テナントログメッセージ

テナントログには，テナントレベルとネームスペースレベルで発生したイベントに関するメッセー

ジが記録されます。テナントログに HCP が書き込むメッセージについて説明します。

r E.1 テナントログメッセージ一覧
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E.1 テナントログメッセージ一覧
メッセージをイベント ID 順に次の表に示します。表のメッセージごとの項目を次に示します。

• イベント ID

• メッセージが関係するイベントを識別するメッセージの概要

• メッセージの説明

• メッセージに対応してとる必要があるアクション（アクションが必要な場合）

• メッセージの重要度

表 E-1 テナントログメッセージ

ID イベント 説明 アクション 重要度

2006 HCP found an
irreparable object

保護サービスが修復で

きない違反を検出しま

した。

HCP のお問い合わせ

先まで連絡してくださ

い。

Error

2028 HCP found an
irreparable object

HCP はオブジェクト

を修復できませんでし

た。修復は後で再試行

される場合がありま

す。

HCP のお問い合わせ

先まで連絡してくださ

い。

Error

2046 HCP found an
irreparable object

コンテンツ検証サービ

スが修復できない違反

を検出しました。

HCP のお問い合わせ

先まで連絡してくださ

い。

Error

2070 Object has been
shredded

オブジェクトがシュ

レッディングされまし

た。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2154 Additional
namespaces included
in tenant replication

表示されたネームス

ペースが選択され，テ

ナントのレプリケー

ションに追加されまし

た。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2155 One or more
namespaces removed
from tenant
replication

表示されたネームス

ペースがテナントのレ

プリケーションから削

除されました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2156 Replication
automatically paused
for this tenant

テナントのレプリケー

ションが，表示された

理由で自動的に一時停

止されました。

一つ以上のネームス

ペース名の不一致が原

因である場合，表示さ

れた各ネームスペース

の名前を変更してくだ

さい。レプリカが一つ

以上のネームスペース

の DPL をサポートし

ていないことが原因で

ある場合は，表示され

た各ネームスペースの

DPL を下げてくださ

い。またどちらの場合

でも，そのネームス

ペースのレプリケー

ションを選択解除でき

ます。必要な変更を

行った後は，問題が解

決されたことを HCP

Error
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ID イベント 説明 アクション 重要度

システム管理者に連絡

してください。

2157 Namespace
replication collision
detected

ネームスペースのレプ

リケーションの不一致

が検出されたため，テ

ナント管理者の介入が

必要となる可能性があ

ります。

一つ以上のネームス

ペース名の不一致が原

因である場合，表示さ

れた各ネームスペース

の名前を変更してくだ

さい。レプリカが一つ

以上のネームスペース

の DPL をサポートし

ていないことが原因で

ある場合は，表示され

た各ネームスペースの

DPL を下げてくださ

い。またどちらの場合

でも，そのネームス

ペースのレプリケー

ションを選択解除でき

ます。必要な変更を

行った後は，問題が解

決されたことを HCP
システム管理者に連絡

してください。

Notice

2160 User account
replicated with
collisions

バージョン 4.x で同じ

ユーザ ID を持つ二つ

のユーザアカウントの

どちらか，または両方

がシステム上で変更さ

れたため，不整合と

なっているプロパティ

があります。バージョ

ン 4.x からのレプリ

ケーションの際に，プ

ロパティの値がアカウ

ントのロールから削除

されました。

ユーザアカウントが正

しく設定されているこ

とを確認してくださ

い。

Warning

2900 Privileged delete
requested

ユーザが特権削除操作

を要求しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2901 Privileged delete
succeeded

特権削除操作が成功し

ました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2902 Privileged delete
failed

特権削除操作が失敗し

ました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2906 Retention mode set ネームスペース保管

モードが変更されてい

ます。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2907 Privileged purge
requested

ユーザが特権パージ操

作を要求しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2908 Privileged purge
succeeded

特権パージ操作が成功

しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

2909 Privileged purge
failed

特権パージ操作が失敗

しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

3004 Namespace created ユーザがネームスペー

スを作成しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice
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ID イベント 説明 アクション 重要度

3005 Namespace updated ユーザがネームスペー

スを更新しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

3006 Namespace deleted ユーザがネームスペー

スを削除しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

3011 User account created ユーザがユーザアカウ

ントを作成しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

3012 User account updated ユーザがユーザアカウ

ントを更新しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

3013 User account deleted ユーザがユーザアカウ

ントを削除しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

3014 User account is
disabled

無効なユーザアカウン

トでユーザがログイン

を試みました。

ユーザがログインでき

るように，ユーザアカ

ウントを再び有効にし

てください。

Warning

3015 User account disabled ユーザアカウントが無

効になりました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

3016 User account enabled ユーザアカウントが有

効になりました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

3017 User account
password changed

ユーザがユーザアカウ

ントのパスワードを変

更しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

3018 User account failed
login

ユーザが，ユーザアカ

ウントに一致しない

ユーザ名とパスワード

でログインを試みまし

た。

ユーザに，ユーザアカ

ウントに対して有効な

ユーザ名とパスワード

でログインさせてくだ

さい。

Warning

3020 Namespace over hard
quota

ネームスペースのスト

レージ使用量が，設定

ハード Quota を超えて

います。

ネームスペースからの

オブジェクトの一部削

除か，ハード Quota の

容量増加をしてくださ

い。

Warning

3021 Namespace under
hard quota

ネームスペースのスト

レージ使用量が，設定

ハード Quota 未満で

す。

アクションは必要あり

ません。

Warning

3022 Namespace over soft
quota

ネームスペースのスト

レージ使用量が，設定

されたソフト Quota を

超えています。

ネームスペースからの

オブジェクトの一部削

除か，ハード Quota の

容量増加を検討してく

ださい

Warning

3023 Namespace under soft
quota

ネームスペースのスト

レージ使用量が，設定

ソフト Quota 未満で

す。

アクションは必要あり

ません。

Warning

3024 Tenant over soft
quota

テナントが所有するす

べてのネームスペース

のストレージ使用量

が，テナントに設定し

たソフト Quota を超え

ています。

ネームスペースからの

オブジェクトの一部削

除か，テナントのハー

ド Quota の容量増加を

検討してください。

Warning

3025 Tenant under soft
quota

テナントが所有するす

べてのネームスペース

アクションは必要あり

ません。

Warning
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ID イベント 説明 アクション 重要度

のストレージ使用量

が，テナントに設定し

たソフト Quota 未満で

す。

3028 Failed user account
login attempt

ユーザアカウントが認

証できないため，テナ

ントへログインできま

せんでした。

アクションは必要あり

ません。

Warning

3032 Tenant at namespace
quota

テナントが所有する

ネームスペース数が，

ネームスペース Quota
の制限に達していま

す。

アクションは必要あり

ません。

Notice

3033 Tenant over
namespace quota

テナントが所有する

ネームスペース数が，

ネームスペース Quota
の制限を超過していま

す。

ネームスペースを削除

するか，HCP システム

管理者の権限でネーム

スペース Quota の設定

を見直してください。

Warning

3037 Username conflict ユーザアカウントの

ユーザ名が重複してい

ます。ユーザアカウン

トのユーザ名は一意に

する必要があります。

アカウントのユーザ名

を変更するか，重複し

ているアカウントを

マージしてください。

Warning

3508 HCP found an
irreparable object

HCP は，修復できな

かった破損オブジェク

トを検出しました。

HCP システムレベル

管理者に連絡してくだ

さい。

Error

4000 HCP search facility
indexing failure

HCP が，インデックス

付けできないオブジェ

クトを検出しました。

HCP システムレベル

管理者に連絡してくだ

さい。

Error

4002 User account created ユーザがユーザアカウ

ントを作成しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

4003 User account updated ユーザがユーザアカウ

ントを変更しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

4004 User account deleted ユーザがユーザアカウ

ントを削除しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

4005 User authenticated テナント管理コンソー

ルへのユーザログイン

が認証されました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

4006 Authentication
attempt by unknown
user

ユーザが不明なユーザ

名でログインを試みま

した。

ユーザを有効なユーザ

名とパスワードでログ

インさせてください。

Warning

4007 Account reenabled by
timer

権限のないセキュリ

ティユーザアカウント

が自動的に再び有効に

なりました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

4008 Account is disabled ユーザが権限のないア

カウントでログインを

試みました。

ユーザがログインでき

るように，ユーザアカ

ウントを再び有効にし

てください。

Warning

4009 Account has been
inactive for too long

ユーザが，しばらく使

用されていなかったた

ユーザがログインでき

るように，ユーザアカ

Warning
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ID イベント 説明 アクション 重要度

めに無効になったアカ

ウントでログインを試

みました。

ウントを再び有効にし

てください。

4010 Account does not
include the required
roles

ユーザが必要なロール

を含まないアカウント

でログインを試みまし

た。

ユーザがログインでき

るように，アカウント

を変更して必要なロー

ルを含むようにしてく

ださい。

Warning

4011 Password is invalid ユーザが権限のないパ

スワードでログインを

試みました。

ユーザを有効なユーザ

名とパスワードでログ

インさせてください。

Warning

4013 Password changed ユーザがユーザアカウ

ントのパスワードを変

更しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

4014 Account enabled ユーザアカウントは有

効になりました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

4015 Account disabled ユーザアカウントが無

効になっています。

アクションは必要あり

ません。

Notice

4016 Account disabled due
to too many failed
logins

上限を超えてログイン

に失敗したため，ユー

ザアカウントは自動的

に無効になりました。

ユーザアカウントを再

び有効にし，有効な

ユーザ名とパスワード

でユーザにログインさ

せてください。

Warning

4017 Account will be
reenabled

セキュリティユーザア

カウントが待機後に再

び自動的に有効になり

ました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

4019 Configuration
changed

ユーザが HCP コン

ポーネントの設定値を

変更しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

4020 Configuration
changed

ユーザが HCP コン

ポーネントの設定値を

変更しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

4021 Irreparable object
acknowledged

ユーザが修復不可能な

オブジェクトを承認し

ました。

アクションは必要あり

ません。

Warning

4022 All irreparable objects
acknowledged

ユーザがすべての修復

不可能なオブジェクト

を承認しました。

アクションは必要あり

ません。

Warning

4023 Unauthorized action ユーザがユーザアカウ

ントで許可されていな

い操作を要求しまし

た。

ユーザにこの操作を許

可する場合は，ユーザ

アカウントに必要な

ロールを付与してくだ

さい。

Warning

4024 User account created ユーザがユーザアカウ

ントを作成しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

4025 User account updated ユーザがユーザアカウ

ントを更新しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

4026 User account deleted ユーザがユーザアカウ

ントを削除しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice
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ID イベント 説明 アクション 重要度

4027 User account is
disabled

無効なユーザアカウン

トでユーザがログイン

を試みました。

ユーザがログインでき

るように，ユーザアカ

ウントを再び有効にし

てください。

Warning

4028 User account disabled
due to too many failed
logins

上限を超えてログイン

に失敗したため，ユー

ザアカウントは自動的

に無効になりました。

ユーザがログインでき

るように，ユーザアカ

ウントを再び有効にし

てください。

Warning

4029 User account disabled ユーザアカウントが無

効になっています。

アクションは必要あり

ません。

Notice

4031 User account
password changed

ユーザがユーザアカウ

ントのパスワードを変

更しました。

アクションは必要あり

ません。

Notice

4100 Object replicated with
collisions

レプリケーションされ

ているオブジェクトが

対象システムの既存の

オブジェクトと競合し

ます。オブジェクト

は，対象システム

の.lost+found ディレ

クトリに保存されてい

ます。

アクションは必要あり

ません。

Warning

4101 Object did not
replicate

オブジェクトがレプリ

ケーションされません

でした。

HCP システムレベル

管理者に連絡してくだ

さい。

Error

4102 Object did not
replicate; will retry
later

オブジェクトがレプリ

ケーションされません

でした。オブジェクト

のレプリケーションは

後で再試行されます。

このオブジェクトが

終的にレプリケーショ

ンされるかどうか，レ

プリカを監視してくだ

さい。オブジェクトが

1 週間以内にレプリ

ケーションされない場

合は，HCP システムレ

ベル管理者に連絡して

ください。

Warning

4220 Namespace tags
updated

ユーザがネームスペー

スのタグを更新しまし

た。

アクションは必要あり

ません。

Notice
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F
略語一覧

ここでは，このマニュアルで使用している略語を示します。

r F.1 このマニュアルで使用している略語
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F.1 このマニュアルで使用している略語
このマニュアルでは，次に示す略語を使用しています。

AC Alternating Current

ASCII American Standard Code for Information Interchange

BIND Berkeley Internet Name Domain

CA certificate authority

CPU central processing unit

CSR certificate signing request

DNS Domain Name System

DPL Data Protection Level

FQDN fully qualified domain name

GUI graphical user interface

HTTP Hypertext Transfer Protocol

HTTPS Hypertext Transfer Protocol Secure

ID identifier

IP Internet Protocol

IP-SW IP switch

IPMI Intelligent Platform Management Interface

JSON JavaScript Object Notation

LAN local area network

LED light-emitting diode

LU logical unit

MIB management information base

MTU maximum transmission unit

NAT network address translation

NDMP Network Data Management Protocol

NIC network interface card

NTP Network Time Protocol

OS operating system

PC personal computer

RAID Redundant Array of Independent Disks

SAIN SAN-attached array of independent nodes

SAN storage area network

SFP Small Form Factor Pluggable

SNMP Simple Network Management Protocol

SSL Secure Sockets Layer

TCP Transmission Control Protocol

UDP User Datagram Protocol

URL Uniform Resource Locator

UTF UCS Transformation Format

VPN Virtual Private Network

WAN wide area network

WORM Write Once, Read Many
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XML Extensible Markup Language
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